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第 50図 方形周溝墓 22・ 23断面図 (2)
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(XV)方形周溝墓 24～ 2フ

方形周溝墓 24(第 3・ 52図 )
位置 調査区南東側。 平面形 方形。 軸方向 N° 61E。 規模 】ヒ西―南東 6.lm。 南西―北東猛6m。  墳
丘規模 ゴヒ西―南東 4.6m。 南西一北東 5.4m。 主体部 楕円形土墳 1基 ?。 (SKl13-N68° E。 )陸橋 】ヒ
東 (幅 1.65m。 )に開口。 周溝の幅 0.35～ 2,lm。  深さ 0.2～ 0.32m。 断面形 逆台形。 溝の共有
SZ15(SD238)SZ16(SD224)。  重複関係 SD219・ 220に切られる。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VH層上面。
主体部 なし。
埋土 】ヒ東辺 SD229は A～ B層に分けられ、Al層は褐灰色粘土に暗褐色ブロック土や礫を多く含む。A2

層は褐灰色粘土に暗褐色ブロック土や礫を含み、黄褐色の焼土ブロックを含む。Bl層は褐灰色シルト質埴

土に灰黄褐色ブロック土や礫を含む。B2層は褐灰色シルトに灰黄褐色ブロック土や礫を多量に含む。南東

辺 SD235は A～ B層に分けられ、Al層は暗褐色土に褐灰色シルトや礫を含む。Bl～ 3層は褐灰色粘土

に暗褐色ブロック土や礫を含む。SZ16と共有する北西辺 SD224 ③はA～ C層の 3層に大別され、Al～ 3

層は黒褐色土に褐灰色粘土ブロックと多量の礫を含む。Bl～ 2層は黒褐色土に多量の褐灰色シルトブロック

と多量の礫を含む。Cl層は明黄褐色シルトに褐灰色シルトを含む。SZ15と共有する南西辺 SD238は A～

B層に大別され Al層は黒褐色土ににぶい黄褐色シルトや礫を多量に含む。A2～ 3層は黒褐色土に褐灰色
シルトや礫を多く含む。Bl層は黒褐色シルト質埴土に黄褐色砂壌土と礫を多量に含む。 壁・底の状態 南
東辺は SD220(南東 )側の方が壁の立ち上がりがきつく、北西側よりも0,15mほ ど深い。

出土遺物 SD224・ 238からは摩滅した体部破片のみである。

方形周溝墓 25(第 3図 )
位置 調査区南東隅。 平面形 方形。 軸方向 N18° E。 規模 南北 8.6m、 東西 6.5m～。 墳丘規模 南
北 5.3m、東西5,9m～。 主体部 肖町平。 陸橋 】ヒ西 (幅 2.Om。 )に開口。 周溝の幅 0.5～ 2.4m。 深さ 0。 1
～ 0.5m。 断面形 U字形。 溝の共有 なし。 重複関係 SK135。 SD196に切られる。 掘込面 肖町平。検
出面 VH層上面。

埋土 】ヒ辺 SD-2311A―B断面 )とまAl～ 3層は黒褐色土に褐灰色シルトや礫、明赤褐色の焼土粒を少量含む。
Bl～ 2層は黒色粘土に褐灰色シルトや礫を含む。B3層は黒色粘土ににぶい黄橙色シルト、多量の礫を含む。

南辺 SD 228 ① (C―D断面 )は Al・Bl層ともに黒褐色粘土に褐灰色シルトや礫を含む。西辺 SD-228② (E―F

断面 )は A層のみ怠 黒褐色粘土に褐色シルトを含む。

出土遺物 ゴヒ辺 SD231から弥生時代中期の櫛描直線文がみられる体都破片く底部が出土している。

方形周溝墓 26(第 3・ 45図 )
位置 調査区北東隅。 平面形 方形 ?。 軸方向 N61° E。 規模 不明。 墳丘規模 ゴヒ西―南東 3.8m～。
主体部 不明。 陸橋 不明。 周溝の幅 1,3m～。(SD206)深さ0,54m。 断面形 V字形。 溝の共有
不明。 重複関係 不明。 掘込面 肖町平。検出面 VH層上面。
埋土 SD-206は Al～ 4層の単層で灰黄褐色粘土に明オリーブ灰色シルトを含む。A2層に遺物を含む。

出土遺物 (第 54図 20・ 22/表 1)20は弥生土器の広回壷口縁部である。復元口径は 22.Ocm怠 内外面

共に摩滅している。22は弥生土器の鉢怠 その器形は平底の底部に椀形の体部、口縁部が外反する。器

高 25.5cm、 口径 (最大径 )34.3cm、 底径 9.5cmを測る。外面は口縁部にヨコナ式 体部にハケメが施さ

れ内面は摩滅が著しい。また、口縁外面に赤彩された痕跡が残る。
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方形周溝墓 2フ (第 3図 )

位置 調査区南東隅。 平面形 方形。 軸方向 N40° E。 規模 】ヒ西―南東 2.Om～、南西―北東 3.Om～。
墳丘規模 不明。 主体部 不明。 陸橋 不明。 周溝の幅 0.65～ 0,95m。 (SD227)深さ0.28m。 断面
形 U字形。 溝の共有 不明。 重複関係 不明。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VH層上面。
埋土 SD-227は A～ C層の 3層に大別され、Al～ 3層は黒褐色土に明黄褐色シルトや礫を含む。Bl層

は黒褐色粘土に灰黄褐色シルトを含む。Cl層は黒褐色土に褐色シルトと礫を多量に含む。 出土遺物 なし。

(XVり その他 溝・土墳

SD(湾 )196(第 3・ 45。 46・ 48・ 50～ 54図 )
位置 調査区東端。 平面形 調査区北側では北北西に延び(弧を描いて調査区南側では南西方向に延び
る。 規模 全長 48m～。 幅 0,85～ 1.65m。  深さ 0,33～ 0,65m。 底面の標高は北側が 13.6m、 南側
が 13.4mを測り、ほとんど差がない。 断面形 一様ではなく、場所によって逆台形、V字、U字形を呈する。
重複関係 SD220・ SZ25(SD231)を切る。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VH層上面。
埋土 】ヒ狽1から6箇所の断面を精査している。SD196 ① (第 45・ 46図 )|ま A～ D層に大別され、Al～

Bl層は黒色粘土にオリーブ灰色シルトや礫、土器を含む。Cl層は褐灰色粘土に灰黄褐色シルトと多量の土

器を含む。C2層は黒褐色粘土に灰黄褐色シルトや礫を多く含む。Dl層は褐灰色粘土にオリーブ灰色シルト

を多量に含む。SD196 ② (第 45・ 46図 )は A～ C層の3層に大別され、Al～ 3層は黒色粘土に灰白色

シルトや礫を含む。Bl～ 2層は褐色灰粘土に灰白色シルトや礫を含む。Cl層は褐灰色粘土に多量の灰白

色シルトと礫を含む。SD196 ③ (第 48・ 50図 )とまA～ D層の 4層に大別され、Al～ 2層は暗褐色土に

褐灰色粘土ブロックや礫を多く含み、Al層には明赤褐色の焼土粒を少量含む。Bl層は黒褐色土に多量の

褐灰色粘土や礫を多く含む。Cl層は褐灰色粘土に褐色シルトや礫を含む。Dl層は褐灰色粘土に褐灰色シ

ルトや礫を含む。D2～ 3層は褐灰色粘土に明黄褐色シルトや礫を含む。SD196 ④ o ③ (第 3・ 51図 )は
A～ D層の 4層に大別され、Al層は灰黄褐色土に褐灰色粘土ブロックや礫を多く含み、橙色の焼土粒を

少量含む。Bl～ 3層は暗褐色土に褐灰色粘土ブロックやにぶい黄橙色シルト、礫を含む。Cl層は褐灰色

粘土に明黄褐色砂壌土や礫を多量イこ含む。C2～ 3層は褐灰色土に灰黄褐色シルトや礫を多く含む。Dl層

は褐灰色シルトに多量の黄褐色シルトを含む。SD196 ⑥ (第 3・ 51図 )は A～ B層に分けられ、Al～ 2層

は暗褐色土に褐灰色シルトや多量の礫を含む。Bl～ 2層は褐灰色粘土ににぶい黄褐色シルトや礫を含む。

壁の状態 SD196 ④・⑤ (第 3・ 51図 )は逆台形・V字形を呈するが弧を描く溝の外側 (南東側 )の壁がき

つく立ち上がっており、溝の内側 (北西側 )は段を有し、幅広になっている。 底の状態 ほぼ平坦。
出土遺物 (第 54図 21・ 23/表 1)21は弥生土器広口壷の回縁部怠 復元回径は 16.7cmを測り、内外面

は摩滅している。23は弥生時代中期後葉 (IV様式)頃のものと思われる広口壷の体部破片である。櫛描直

線文が施される。その他に器台、「く」の字口縁甕、底部などが出土しており、南端では壷。甕類の底部が

15点、甕の口縁部などが出土している。SD196 ③のアゼからは櫛描直線文を挟んで円形竹管文を施した壷

の体部破点 ゴヒ端の上層からは弥生時代後期 (VI様式)のタタキ甕が出土しているが、ほとんどが弥生時

代中期の範疇におさまるものでく開削はこの時期と考えられる。

SD(溝 )220(第 3・ 51図 )

位置 調査区南東側。 平面形 1まぼ直線的に北東―南西方向に延びる。 軸方向 N47° E。 規模 全長
35m～。 幅 1,3～ 2.2m。 深さ 0.5～ 0,71n。 底面の標高は北東側が 13.5m、 南西側が 13.3mを測り、
ほとんど差がない状況である。 断面形 ほぼ逆台形を呈するが、南西側では溝の重複が見られ、U字形を
呈する。 重複関係 SD229。 235を切る。SD196・ 240・ SKHO。 119・ SE02・ S122に切られる。 掘込面
削平。 検出面 VH層上面。
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埋土 】ヒ東側から4箇所の断面を精査している。SD220 ① (第 3・ 51図 )は A～ E層の 5層に大別され、

Al層は褐灰色粘土に褐色シルトや礫、炭化物を含む。Bl～ 3層は褐灰色シルトに|こぶい黄褐色シルトや礫

を含み、グライ化する。(水性堆積 )Cl層は褐灰色粘土ににぶい黄褐色シルト質埴土や礫を含み、グライ化

する。Dl層は褐灰色シルトに褐灰色粘土ブロックを含み、グライ化する。D2～ 3層は褐灰色シルトに褐灰

色粘土ブロックや黄褐色シルトブロッ久 炭化物を含む。El層はにぶい黄褐色シルトに黒褐色粘土ブロック

や浅黄色シルト、礫を含む。SD220 ② (第 3・ 51図 )は同じくA～ E層の 5層に大別され、Al層は黒褐

色土に褐色シルトや礫、炭化物を含む。Bl～ Dl層は褐灰色粘土に黄褐色シルトや礫を含む。Cl・ Dl層に

は炭化物も含む。D2層は黒褐色粘土ににぶい黄橙色粘土や礫、黄褐色の焼土粒をやや多く含む。D3層は

褐灰色粘土に黄褐色シルトや礫、炭化物を含む。El層は灰黄褐色粘土に多量のオリーブ色シルトや礫を含む。

SD220 ③ (第 3・ 51図 )|ま A～ G層の 7層に大別され、A～ E層まではSD220 ②と同様である。Fl～ 2

層は褐灰色粘土に灰オリーブ色シルトブロックや礫を含む。Gl層は褐灰色土に灰色シルトや多量の礫を含む。

SD220 ④ (第 3・ 51図 )は溝が重複しており、方形周溝墓群のある北西側が浅い溝となっており、南東側

が約 0,3mほど深い溝になっている。基本的な層の堆積は同じ怠 異なる部分のみ記述する。D′2・ D′
´
2

層は黒褐色粘土に褐灰色シルトブロックや多量の礫を含む。El層は暗褐色土に褐灰色シルトや礫を多量に

含む。 壁の状態 方形周溝墓群のある北西側の壁がやや崩落気味で緩くなっている。  底の状態 ほぼ平
坦。 出土遺物 】ヒ東部から弥生時代中期の櫛描直線文の壷破片や底部、「く」の字口縁甕、体部破片が多
数出土している。南端からは把手付鉢や底部、櫛描直線文の壷体部が数点出土している。

その他の土墳

SE(丼戸 )101・ SK(土墳 )102・ 105・ H4・ H5・ 116・ ■9・ 1200121・ 126は、いずれも調査区南東部に位置し、

前述したが上記の上墳以外に SK97・ 100・ 103・ 104・ 106・ 1100132。 135等多数の土墳群が存在する。

SK102・ 114・ 119。 121・ 126・ 132は東西方向を主軸とし、SK105・ H6は南北方向を主軸にしている。平
面形は SE101・ SK120は円形、SK102～ 106・ ■90132・ 135は長方形または長楕円形、これら以外は楕

円形を呈する。遺物の出上がみられる遺構はSKl14・ 119のみで少量である。SE101は深さが 0,95mを測り、

他の土墳は0.15～ 0.5m程度の深さにとどまる。

遺物包含層の出土遺物 (第 55図・表 1・ 10)

24・ 25は I-3G(SZ23・ SD196直上)のⅥ 層 (黒褐色土主体層 )から出土した弥生土器の壷口縁部である。

24は広口壷で復元口径 20.3cmを測り、赤褐色を呈するが、器面は摩減している。25は有段口縁壷で復

元回径 26.Ocmを測り、同じく赤褐色を呈するが、摩滅が著しい。26はサヌカイト製の削器である。1側

縁に刃部調整が見られる。27は石べらで両側縁に刃部調整が見られる。28は I-lG(SZ20 021「 SD19醐 。

SD196)の VI層から出土した滑石製勾玉である。真二つに割れ、穿孔部で先端が欠損する。
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B2:S■ 10YR5/1,Si HOYR5/4粒 30h 執 中稲  ～0,?Om大白色粒および2～3cm大 レキ少二含。

柵 椰 錦齢 鵡 0孔烏迅鋭響籍秦
跨鋸子
肇

B:て

7たぉ郎司ぼ阻炒飴。
酢部II器独隅解朗

'撒

交究材ir晃慇
5/絲

賭電箭元Y盈織譲レ肇魂毀螢
働rpH含。

許
2綸
急Hi脇4ド絲ガ絣 霰穂

卿
講 〔督μ

�韓 ぐ。

脚瀞1計暇灘義建:燎1娑綽 ～齢境燎缶助少量缶引。はレキやや塩《政化物少量合,～ 10m大 レキやや多く含。

摯帥郷群げ争患魂等常E普げ肥岳3ゞ拷働遣鵡参綾花場脚癖銅震レ年路瑠賭
やや綿

辞∵k,1潤 口、Ⅵ/2粒～5卸六ブロッケ 30h軟 密 ～O ICm大 白色粒やや多く音。
F2:‖ G10YR4/1,Si17 5YG/2粒 ～Som大プロック 1520X軟 中縮

―
～0 5on大 レキおよび1～ 5cm大 レキやや多く合。

Gl:Sicl10YR4/1,Si17 5YG/1粒 1鋭 中■軟 中‐密 ～0 2cm大自色粒やや多く合,5～20omAレキ多量に合。

能
小

Ｗ
Ｌ
Ｉ

Ｎ

Ｍ
SD 2200

※ 第 0・ 46H60図参照

舗
一
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S併219②

Al:SicHOYR2/2,Si HOYR5/6 ～0 3dn大 20% 中―欺 中―密 lcm大礫少量含。
A2:SioHOYR2/2,Si HOYR5/6 ～0 3cm大 10-15路 中―軟 中―密 1-3cm大礫少量含, Ⅲ～V様式対応層

留瑠川I糊司1鮒僻瑞兵じ者吻聯 .T中!却
閉 O HCmAプロック靭聰市大炭働紗蛤。

態8解影士留創器M隅器交号Ξ」ケ鋸卸4縛軍0靴
腿 幹

と車雄暮Ⅲ乱1似ッ84-敷疵大擁上ブロック1睦。
81:Sic10YR6/1.Sic110YR4/2粒 ～lom大ブロック 15セ0% 中―軟 中―疎 03～0
B2:S‖ 10YR6/1,SiOI祖 44/2粒～lom大プロック 30J齢 軟 中―密 03～0.5cm六 レキ多量に含。

SD‐ 235

ユl鞘,醍‖憾警曲機ク常翫Υ霰臨翠槌熱緑1翠◆甥建浄→や家缶
B3: HC10YR5/1,Sic110YR3/3～ 0 5om大 5-7皓 軟 申一密 ～02c市大白色粒微量に含,3～ 6cm大 レキやや多く合。

S0237
Al:Siel10YR3/2,Si‖ OYR5/11～ 3cm大 プロッタ 3帆 歌 申曇  ～0 2cm大 白色粒少量含。
Bl:Si 110YR5/1,Sit10YR6/8粒 15立 0竹 軟 中―球 0 5cm大 レキ少量含。

SD-240

A■ H010YR2/1,Si HOYR4/4粉 1銚 中―軟 中一密 ～0 5om大 白色レキやや多く含,1～ 3cm大 レキ多量に含。

許靴粁群駐ガS常躍寵♭摯荘覧0犀中瑠 翌`否昆紀忘筆ぎ♂撃みぜW査献 亀畿善く替・B2:Sic110YR2/1,Si17 5Y5/3粒 60‐6銚 申‐軟 中―密 ～0.5cm大■色レキ徴量に含,1～ 5cmAレキやや多く含。

釧

Ｌ

Ｆ SE-101

SE-101

At SicHOYR3/4,Si‖ OYR5/1 015om六 3040h軟 申―密 ～0 2cmk白色粒および05～ lcm大レキ少二含6
A2:Sic‖ OYR3/3,Si110YR3/303～ lcm大ブロック 1齢 Si110YR4/3粒 20■0% 中―硬 密 02～住5cm大 自色レキおよび05～ lom大炭化物少量合,グライ化。
Bl:Httψ q si110YR71 0 3～ lom大ブ甲ツク 1恥 軟 密。
Cl:Si HOYR3/3,HC10YR3/11～

`om六
プロック 15-20X 軟 中―疎。

C2:Si110YR8/3,HC10YR3/11～ 2cm大プロック40h 軟 中―藤。
Dl:HC10YR3/2,Sit10YR3/10,5～ lom大ブロック 1併1齢 軟 啓。

尉:詔綿州S眠辮γ縦静♀:朗Y隼鞘!歌
中韓と

Gl:Elと類似。
開1:Sicl10YR3/1,Si15GY7/1粒 ～5cn大プロック 40X 軟 中―疎。
H2:HC10YR3/1,Si15GY71 1～ 2Cm大ブロック 1卜 15路 中=軟 中―密 土器出土。
H:Si17.5GY7/4,Sic110YRo/1粒～1側木ブロック 1併13h軟 中翼路

SK-102

AllSicHOYR2/2,Si HOYR4/4 粒 2幌 軟 中―密 ～0 3cm白色繰少
A2:Sic110YR2/2,Si110YR4/4 粒 30-4銚 軟 中司点 1-3cm白 色礫少 Si15YR6/8 02-lcm大 焼土粒労 中
Bl:‖C10YR5/1,S,110YR5/4 粒 30-40X 軟 中と密 05-lcn大礫 中―多

:とミII脇&群酬℃2α 7塩 鉾
1監
ギ
~静

}脈添
α3cmA砂

SK-105

AI Sic110YR4/2,Sil10VR'/6粒 4鰯 HC10YR6/11～ 2cm大ジロック20h 中―軟 中―疎 05～ 2cm大 レキやや多く含。
BI Sic‖ OYR3/3,Si110YR4/6 0 5cm大 2蝋 中―軟 密 ～0 3cmA白色粒少二合,1～5omAレキ多量に合。
C■ Sic HOYR3/3,Sit10YR5/805｀ lom大ブロック 3040糖 軟 中―密 05帥大炭化物少量含。
D,SicHOYR4/3,Si‖ OYR5/8粒 2銚 HC10YR6/405～ 16田大プロック 30X 軟 中―疎j

第 52図 SD■ 96・ 220他 断面図 (21
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第 53図 SD■ 96・ 220他断面図 (3)

S

KK卜
SK146 HttL

SK-114
Al:‖C10YR3/1,Si110YR4/3粉 304 中頚  中‐密 れ0 2cm六 白色粒やや多く含,1～5cm大レキ多量に含。

静1糾冊士部:1器鑑λ継餓串輩‡零τ&雛宮包維欽三暮I Iκ:腋簾増培多:ヨ
土器出とぉ

餌:陥 I導協Я:こ |1協ヤ財♂51訣宅♂申肇
0ギ

瑶甲総 苺急蕉§k含 6
B2:H010YR2/1,Si‖ OYR5/603～0 5cmA 30X 軟 中―疎 lcm大 レキ多量に含。

洋:1総 10YR71,Si HOYR4/2～ 0 5cm大 30■ OX― 中・硬 中‐密 ～0 1cm大 白色粒やや多く合,1～2omkレキ少量含.
A2:HC10YR4/1,Si110YR4/2～ 0 5cm大 2併25“ 中i硬 中―密 ～0.lCm大 白色粒やや多く合,3～ 5om大 レキ多量に含。
Ы:HC10YR5/1,Si HOYR4/4～ 0 5cm大 4050% 中‐硬 中―密 03～ lcm大 レキやや多く含。

旺̈旺
―
引
―
娩い

ＳＶ

Ｉ

ト

ー

SW

ooトロ4飾 SK-1郷

SK-119

A,SicHOYR4/1,S‖ W釈3/4粉 30X― 中―軟 中‐密 -0 2cnk白色粒多量に含,1～ 2cm大 レキやや多く含。
B,‖ C N2/0,Si110YR3/405～ lomA 10～ 15踏 軟 常 1～2cm六レキやや多く含,上器出土。

旨:群。陥≫T鮒♀件R胡朝鑑駕「理性堪ユ哺生ぎぢ♂蝉 ,1〆鎚姉落伊華漕平警笹毯J9�
大レキ少量府含9

SK 120
Al:SIcHOYR3/2,HC10YR5/1 0 5cmA 10-15“  中―軟 密 ～010m六 白色粒および1～ 2cm大 レキ少量含j
Bl:‖ 010YR5/1,SicI世礁3/39‐ 5cm大 20% 軟 中■密 ～α3cm大白色粒およゆ

～
5cm六 レキやや多く含。

B2:HC10Ⅶ 5/1,dic110YR3/3o15om大 1併1酬 軟 申韓  ～01卸大白色織微とに合,2～ 5cm大 レキやや多く含。
83:H010YR5/1,Sic110YR3/3 0 5cm太 子10%軟 中縮  ～0 2om大 白色栽少量含,1～5伽大レキやや多く含.土器出止。
Cl:‖ C10YR71,SI110YR5/405～ lcm大ブロツク 30“ 軟 密 ～lcm大 レキ少量含。

SK-121

Al:Sic110YR3/1,Si110YR3/3粒 ‐0.5cm大 20% 中―硬 密 ～α2cm大白色粒やや多く合,1～2om大 レキ多量に含。

舘部:1協稔影11部 H許艦究簸毛陥:瑠倉騨壕
Ы
オ4縣突】堅恋穆とζ̀

即

～3,監 中数中韓～a2cnA白色粒やや多く含,1～ねm大レキ多量に含.

SK-126

Ali Sicl10YR2/aS‖ loYR4/6 1om大 ブロック 3銚 中鞭  中―密 ～0 2omA白色粒およびJcI状レキ少二音。
A2:Sic‖ OYR2/2,Si HOYR5/6 1cm大プロック 20-30X 中―歌 中増  ～0 2cw大 白色粒微量に含.lCm大レキやや多く―含。
Bl:Si110YR5/6,HC10YR71 0 5～ 11m大ブロック 2030路  中想  中と密 02～ 061n大 レキ少量含。
Cl:H010YR71,Si HOYR6/2粉 ～粒 15“ 中―軟 申―密1 0 5om六 レキ少量含・C2i ltC10YFt71,Si110YR6/2粉～粒 3蝋 歌 申i疎 05～ 3cm大 レキ少量含。               O
01:Sic110YR3/と Si HOYR5/8 0 5cm大 3040X 軟 中一密む
D2i Sic110YR3/2,Si HOYR5/6 9 5om大 405叫 中―軟 中―密 3～ 5omkレ キ少量含。

2m
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(2)古墳時代

(1)SD(清 )58

SD(溝 )58(第 56～ 60図 )
位置 調査区南西端。 平面形 東側で溝から浅く広い土墳状に推移。軸方向 N90° E。 規模 全長 13.5m
～。 幅 1.6～ 5.2m。 深さ 0,13～ 0.4m。 断面形 U字形。 重複関係 SZ07(SD57・ 59)・ SZ08(SD62・
86)・ SK17を切る。SK25・ 40・ 66。 117に切られる。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VIII層上面。(地山 )
埋土 東側 SD58 ① lA B断面 )|ま幅が 4～ 5m程と広く、A～ C層の 3層に大別され Al～ 2層は黒褐色
土に褐色シルトや礫を含む。Bl層は黒褐色土に黄褐色シルトや礫を含む。B2層は黒褐色土に黄褐色シルト

や褐灰色シルト、礫を含み、明褐色の焼土粒と炭化物を少量含む。Cl層は黄褐色シルトに黒褐色ブロック

土や褐灰色粘土を含む。西側 SD58 ② (E―F断面 )は A～ C層の 3層に大別され、Al～ 2層は黒褐色土に

黄褐色シルトや礫を含む。Bl層は黒色土に黄褐色シルトや礫、土器を含む。Cl層は明黄褐色シルトに大量

の黒褐色ブロック土や土器を含む。前者との埋土の差異は、①ではB2層のピット部分に焼土や炭化物が見

られることや C層には褐灰色粘土が見られることがあげられる。

壁の状態 緩やかに立ち上がる。 底の状態 ほぼ平坦。ピットを有する。
備考 SD58の浅く広い土墳状に推移する部分は、竪穴住居跡が水流等の自然作用を受けて崩壊した果ての

姿である可能性がある。付近の調査区南西側には古墳時代中期の竪穴住居跡が 5棟 (S111～ 15)存在し、

軸方向もほぼ一致し、平面形や壁がしっかりしておリピットを有する。出土遺物等にも竪穴住居跡と差異は

ほとんど見られないことなどが理由に挙げられる。しかし、現状では遺物 (須恵器)四土量や出土状況から

廃棄場所としての機能では一致するところである。

出土遺物 (第 58～ 60図・表 1・ 2・ 10)29～ 37は須恵器郵蓋である。日径 11.5～ 13.Ocm、 器高 4.1

～ 4,7cmを測り、いずれも天丼部外面は回転ヘラケズリを施現 38～ 45は須恵器郷身である。回径 9.6

～ 11,Ocm、 器高 4,0～ 5.Ocmを測り、いずれも底部外面は回転ヘラケズリを施現 44は底部外面にヘラ

描き(記号)がみられる。46～ 48は須恵器有蓋高雰の蓋である。口径 11。9～ 13.2cm、器高 5.0～ 5.4cm、

つまみ径 2.7～ 3,Ocmを測り、外面天丼部に回転ヘラケズリを施現 49～ 50は須恵器有蓋高郵である。

49は短脚で郭部が大きく、口径 10。 5cm、 器高猛lcm、 最大径 13.2cm、 底径 8,7cm、 郵部高 5.Ocm、 脚

部高 2.lcmを測り、脚部に透孔は見られない。外面の邪部下半に回転ヘラケズリを施現 50は短脚の脚部

を一部欠損しているが、長方形の透孔が見られ、3孔であると思われる。51～ 55は須恵器無蓋高邪である。

51は短脚で脚部の透孔は 3子Lであるが、方形の lcmにも満たない孔である。外面の郵部下半および脚部

裾にはカキメを施筑 52～ 55は外面邪部に波状文を施し、52～ 54は脚部を欠損している。いずれも邪

部は椀形で口縁部がやや外反して大きく開く。53・ 54は郵部が深く、52・ 55は浅いタイプである。55は

唯―全体形のわかる無蓋高邪怠 復元 (口径 )15。3cm、 (器高 )11,3cm、 (底径 )10,OCm、 (郵部高 )5.Ocm、 (脚

部高 )6.3cmを測る。脚部には台形の大きな透孔が 3箇所見られ、内面に朱が付着している。56は須恵器

壷である。口縁部のみ残存しており、口径 176cmを測り、上下 2段に波状文を施している。58は脚部を

欠損した土師器高不である。口径 13,8cmを測り、内外面共にヘラミガキを施現 59は朱彩された土師器

器台であるが、口縁部を欠損している。60は土師器把手付鉢である。復元 (口径 )3■ 4cm、 (器高)15,8cm～、

(最大径 )49,8cmを測り、器面調整は外面口縁部ヨコナ式 体部ハケメ、内面がハケメ、ヘラミガキを施現

口唇部に朱彩痕跡が見られる。67は砂岩製の砥石怠 2面に使用痕跡が認められる。68は暗赤色の四角

柱状の磨石怠 4面磨いている。
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Att L-152m
SD-5Ю

SDお8①

Al:Sic‖ OYR3/1,Si HOYR4/6 粒～0 5cm大  1併 1酬 ～a5cm大 白色粒多 卜中 中―硬 中増
A2:SicHOYR3/1,Si110YR4/6 粒～O Scm大  2併 3朝 ～0 5eln大自色粒中 卜中 中振  中―密
B4iSic110YR3/1,Si 110YR5/6 05-lcm六  2齢 中―軟 中―疎

許式1川滞温沼ゞ:|1群艦ガ生i耐哭布¬!写∵lと1黒士帰
Ⅶγttm兵 :鵠
大鞘5訣盤避
♭
ギ堪
｀
猥:6 5cmA焼
土功―ド沙

SKと 17

At SicHOYR2/2,Si H OYR5/8粒 20～3銚 中―硬 中―密 土器多量出土。
A2:Sic110YR2/3,Si‖ OYR5/8粒 1蝋 中顛  中絡  圭器多量出土。
A31 Sic110YR2/3,Si110YR5/88～ 8omAプロック 2蝋 中‐軟 中一密 土器やや多く出土。
Bl:Si110YR7/8,Sic10YR73 0 6cm大 3嶋 中i軟 密。
Cl:Sil10YR6/儀 SIc HOYR3/21～ 5Cm大ブロック40X 軟 中―疎

Ｄ
ＳＥ
引

S

E卜_ SDヽЮ L=15 6m Ｎ引

SD 580
Al:Si0110YR3/2,si110YR5/6粒 20～25% 中・硬 密 ～0 5om大レ
キ少量含ぉ

A21 Sic110YR3/2.Si‖ OYR5/6粒 1恥 申預  密 ～lom大 レキ少量
含。

81:Sic110YR2/1,Si‖ OYR5/6税～0 5om大 15～ 20% 中‐軟 密 ～
lcm大白色レキ少量合も土器出土。
Ci:Si旧 OYR6/8,Sio110YR2/2粒 ～2om大ジロック 40“ 中‐軟 密
土碧出土。

SK 25/SD-86

Al:SicHOYR2/2,Sil10YR5/1 粒～051“大 2← 3蝋 SL0 5-lcm大 多 中一軟 中―密
A21Sic110YR2/2,Si HOYR5/1 粒～0 5cm大  1蝋 SL0 5-lcmA中  中―歌 中―密
A3:Sio‖ OYR3/“ ドi HOYR5/1 粒～lcm大 30-4蝋  SLl-5cm大中 中―軟 中指
A4:SicHOYR3/3,Si110YR5/1 粒～lcm大 6蝋  SLl-5cln大 申 中―軟 中‐密
A5iSic HOYR3/3,Sic110YR5/1 純～lcln大 40X 中―軟 中

=疎
Bl,Hc10YR4/1→ /1.SL10YR4/6 01→ 5m大 40% LSO卜 lom大礫多 中報  中―嫌
B2:w110YR4/1■5/1,Sic10YR4/6 01刊 2cm大  6郎  LS0 5-lcm大 礫少 中―軟 中―疎
Cl:SrcHOYR2/2,Si HOYR4/4 粒 20“  中と軟 密 ～0 3cn大繰少
02:Hc10YR4/缶 Sicl10YR3/3 粒 1併15Ъ 中―欺 中増  ～lcm大礫少

第 57図 SD-58/SK-17。 25断面図
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土境 (SK)17(第 56～ 60図 )
位置 SD58南側。 平面形 隅丸長方形。 軸方向 N54° E。 規模 長軸 4.3m～、短軸 2.8～ 3.2m。
深さ0,3～ 0,4m。 断面形 U字形。 検出面 VⅢ 層上面。(地山)重複関係 SD58・ SKl17に切られる。
SZ07(SD57)を切る。 壁の状態 緩やかに立ち上がる。 底の状態 ほぼ平坦。
埋土 A～ B層に分けられ、Al～ 2層は黒褐色土に黄褐色シルトや土器を含む。A3層は黒褐色土に黄褐

色シルトブロックや土器を含む。Bl層は黄橙色シルトににぶい黄褐色シルト質埴土を含む。Cl層は明黄

褐色シルトとこ黒褐色ブロック上を多量に含む。 出土遺物 (第 59・ 60図 /表 2)57は須恵器無蓋高不であ
る。脚部を欠損するが復元口径 16.Ocmを測り、口縁中程に平行沈線をめぐら現 61・ 62は土師器高郵怠

不部は口縁が垂直に延びる浅い皿形で脚部は下半～裾で大きく「八」の字状に開くタイプである。61は口

径 13.4cm、 器高 11.8cm、 底径 9,7cm、 郷部高 6.5cm、 脚部高 6.9cmを測り、外面は郵部にハケメ、脚

部にハケメ、のちヘラミガキ、内面は郭部にヘラミガキ、脚部にハケメを施現 62は口径 12.8cm、 器高

10.6cm、 底径 10.2cm、 不部高 5。 lcm、 脚部高 5.5cmを測り、郵部は内外面ともに摩滅しており、脚部は

外面ヘラミガキ、内面ケズリを施現 63は土師器器台で不部を欠損する。64～ 66は土師器甕の底部であ

る。いずれも外面に平行タタキを施現

土l矯 (SK)25(多宮56・ 57図 )
位置 SD58東側。 平面形 円形。 軸方向 N39° E。 規模 長軸 2.3m、 短軸 1.8m。 深さ 0,7m。 断面
形 逆台形。 検出面 VШ 層上面。(地山)重複関係 SZ08(SD86)。 S111・ SD58を切る。 壁の状態 き
つく立ち上がる。底の状態 ほば平坦。 理土 A～ B層に分けられ、Al～ 2層は黒褐色土に褐灰色シルト
や多量の礫を含む。A3～ 5層は暗褐色土に多量の褐灰色シルトブロックと礫を含む。Bl～ 2層は褐灰色

粘土に多量の褐色砂壌土や礫を含む。Cl層は黒褐色土に褐色シルトや礫を含む。C2層は褐色粘土に暗褐

色土と礫を含む。 出土遺物 なし。

(II)SD60。 63(方形区画溝 )

SD(溝 )60・ 63(第 61～ 64図 )
位置 調査区中央西端。 平面形 長方形。 軸方向 N50° W。 規模 北西―南東 24,7m～×北東―南西
15,4m。 溝の内径 】ヒ西―南東 19,6m～×北東―南西 10,2～ 11.2m。 区画内面積 210∬～。区画内施設
なし?陸橋 南 (幅 1.15m。 )に開口。 周溝の幅 1.4～ 3.Om。 深さ (SD60)0.53～ 0.9m。 (SD63)1,36m。
断面形 SD60 ①・SD63は逆台形。SD60 ②～④はU字形。 溝の共有 なし。 重複関係 SZ05(SD83)。
SZ06(SD85)・ S126を切る。 掘込面 肖可平。検出面 VⅢ 層上面。(地山 )
埋土 南西辺 SD631A―B断面 )|ま A～ I層の 9層に大別され、17層に細分される。Al～ 2層は暗褐色土に

黄褐色シルトと礫を多く含む。Bl層は明黄褐色シルトに褐色ブロック土や礫を多く含む。B2層は明黄褐色

シルトに灰黄褐色土を多く含む。B3層は黄褐色シルトに暗褐色土や礫を多量に含む。Cl層は暗褐色土に褐

色シルトと多量の礫、土器を含む。Dl～ 2層は灰黄褐色土に黄褐色シルトブロックを多く含む。El～ 2層

は黒色土ににぶい黄褐色シルトや礫を含む。Fl・ Gl層は褐灰色粘土に多量の黄褐色シルトブロックと炭化

物を多く含む。Hl～ 3層は黄褐色シルト1こ多量の褐灰色粘土ブロックと多くの炭化物を含む。H4層は褐灰

色粘土に黄褐色粘土ブロックを含む。11層は褐灰色粘土に明黄褐色シルトと多量の礫を含む。

北東辺 SD60 ① (C―D断面 )。 ② (E―F断面)および東コーナー SD60 ③ (G―H断面 )、 南東辺 SD60 ④ (I」
断面 )は A～ F層の 6層に大別され、16層に細分される。Al～ 5層は黒色土に灰黄褐色シルトや礫を含

む。Bl～ 2層は黒褐色シルトに灰黄褐色粘土を含む。B3層は黒褐色シルト質埴土に灰黄褐色粘土を含む。

B4層は黒褐色粘土に多量の灰黄褐色粘土を含む。Cl層は黄褐色シルトイこ褐灰色粘土を含む。C2層は暗褐

色土に褐灰色シルト炭化物、多量の礫を含む。Dl～ 2層はにぶい黄褐色土に多量の黄褐色シルトブロック
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SD―G3
Al:SicHOYR3/3,Si HOYR5/6粒 15～20X 硬 密 1～ 3om大 レキやや多く含。
A2:Sic110YR3/缶 Si HOYR5/6粒 10～ 15銘 硬 密 1～ 3cm大 レキ多量に含。
Bl:Si HOYR6/6,SicHOYR4/6 1cm大 ブロック 30“ 中韻  密 ～0 5cm大 レキやや多く含。
B2:Si110YR6/6,Sic110YR72粒  30～ 4叫 中―軟 密。
B3:Si HOYR3/6.Sict10YR3/3粒  50～ 60粥 中鞭  警 1～3om大 レキ多量に含。
Cl:Sic110YR3/3,Si HOYR4/6粒  1鞘 中板  密 ～5cm大 レキ多量に含,土器多量出土。
D■ Sic110YR5/2,Si110YR5/61～ 2om大ブロック 30～40X 中―硬 密。
,2:SicHOYR5/2,Si HOYR5/61～ 2cm木ブロツク 3朝 中と軟 密ょ
El:Sic110YR2/1,Si110YR5/4粒 30～ 40踏 015～ 1● II大白色レキやや多く合, 中―軟 中―密。
E2:Sic110YR2/1,Si‖ OYR5/4粒 1蝋 0.5～ lcm大白色レキ多量に含,中一致 中―密。
F■ HC10YR6/1,Sil?5Y5/61～ 2omkプ ロック 50～60% 軟 中―疎 2～ 5om大炭化物やや多く含。

冊:側盤聯ずIttb諧研II:液究yヶ送露驚越朝
申
ギ乱軟
2ギ
蝦
A4L秒控。

H2:S‖25Y5/6,HC10YR6/11～ 5cln大 ブロックおよび層妹 6蝋 軟 中―疎 0 5cnA炭化物やや多く含。
‖3:SI12.5Y5/缶 HC10YR6/11～ scm大ブロックおよび層状 70～8研 軟 中―疎 0 5cm大炭化物やや多く含。

臀:協群鑑州i!1名 :需♂ぽ那を話『ち免f監賀9酌ク繰多。中―硬中―疎脚ヒ物少量含む。

SD 60 ②

SD-83筋形盾溝 5)

SD‐ 60

A'Sic110YR2/4,Si‖ OYR4/2
中―疎

A2i Sict10YR2/4,Si110YR4/2

中―軟 中一鎌
A3i Sic110YR2/1,Si HOYR4/2

～0■6m大礫中 軟―疎
A4:Sicl10YR2/1,Si‖ OYR72
中―蘇
A5:SicH倒馳狛,Si‖ OYR4/2 粒 20■蝋 ～0 6cm大礫中
～lCn六礫少 中=軟 中―疎

Bl:Si HOYR3/1,‖ ●10YR5/2 20略  軟 中―疎
B2i Si‖ OYR3/1,Hc10YR5/2 40X 軟 中―疎
B3:Sic10YR3/1.Ho10YR5/2 30h 軟 中―疎
B4:HC10YR3/1,Ho10YR3/2 40h 軟 中―疎
Cl:Si12.5Y5/6,Hc10YR4/1 ～lcln大  20路 軟 中―疎
C2/3:Sicl10YR3/4,Si HOYR4/1 粒 10“ 中―欺 中司修 0 6on大
カイ ン少 0争lcm大礫多
Dl:Sicl10YR7a Si HOYR5/8 粒～0 5om大 ,・阿ゥク 靱  中■硬
蛮1 府0 3cln大礫中―多

D2:Sic HOYR4/3,Si‖ OYR5/8 粒～0,5cn大フ・ロック 6叫 中―軟
中―密 ～0 9un大礫中―多
El:Si‖ OYR4/6
Ft SicHOYR3/3,Sic10YR4/6粒 5～琳 軟
レキ少量含,睛C10YR5/1 2ch大 5路含。

F2:Si● 110YR3海 ,Si ЛOYR4/6粒 靭 軟
2cm大 5路含。

粒 10% ～0 2un大 礫多 中―軟

粒 2030路 ～0 2cm大 韓中―多

粒 15゛鶴 ～0 2cm大 礫少

粒 1叫 ～05m大礫中 中―軟

中一疎 ～2cm大

申―疎 HC10YR5/1

第 62図 SD-60断面図 (1)
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A:S o 10YR74,Si110YR5/2
B:Sic H OYR4/3,Sic H OYR6/8

CiSi110YR5/8 Sic110YR4/3

1520% 殻0 5cm大 礫少 軟 蜜
10% 05-lcm大 礫少 軟 密
粒50% 05-lcm大 礫中

SD-98

AtSio 10YR3/2,S l10YR6/6 ～0 5cm大 25-30%
A2:Sio110YR3/2,S HOYR5/8 ～0 5cm大 25-30%
A34:Sicl10YR3/2,Si110YR5/8 ～0 5cm大 25-30%

SK-35

A,S o HOYR3/1,S HOYR5/6 0 5cm大 25% 中―硬 中―密 ～0 3cm大 白色粒少量含。
A2 Sic H OYR3/1,S l10YR5/6 0 5cm大 15～ 20% 中―硬 中―密 ～0 3cm大 白色粒やや多く含,～ lcm大炭化物少量含。
BI Sio H OYR3/2,S HOYR5/605～ lcm大 40% 中―硬 中―密 ～0 3cm大 白色粒微量含,～ 0 3cm大 炭化物少量含。
CI SioHOYR3/2,S l10YR5/605～ lcm大 20% 中―軟 中一疎 ～lcm大白色粒微量含。
C21 Sio 10YR3/2.S l10YR5/605～ lcm大 30～40% 中―軟 中―密 0 3cm大自色粒やや多く含。

0                     2m

第 63図 SD-60他断面図 (2)

や多くの礫を含む。El層は褐灰色シルト。Fl～ 2層は暗褐色土に褐色シルト質埴土や褐灰色粘土ブロック

を含む。 壁の状態 逆台形 (SD60 ①oSD63)ではきつく、U字形 (SD60 ②～④ )では緩やかに立ち上がる。
底の状態 陸橋部付近は深くなる傾向があり、凹凸が多所で見受けられる。

出土遺物 (第 64図・表 2)69～ 71は須恵器必蓋である。口径 12.4～ 13.Ocm、 器高 4.4～ 5,3cmを測
り、いずれも天丼部外面は回転ヘラケズリを施現 72～ 75は須恵器不身である。72～ 74は口径 10,0～

H.Ocm、 器高 4.6～ 4.9cmを測り、75は器高が低く、口径が大きいタイプのものである。回径 14,Ocm、

器高 4.5～ 5,6cmを測る。いずれも底部外面は回転ヘラケズリを施現 76は脚部を欠損した須恵器無蓋

高郷である。外面の不部下半には幅広の平行沈線間に波状文を施現 口径は 12.2cmを測る。77は底部

を欠損しているが土師器小型丸底鉢である。口径 9.4cm、 最大径 10.7cmを測り口縁部内外面はヨコナ武

体部外面はハケメ、内面はナデを施筑 78は有段口縁壺で復元口径 22.4cmを測り、外面には 2条の波

状文を施すと内面には朱彩された痕跡が残る。頸部外面は横方向のヘラミガキ、内面はハケメを施現 79

は円筒埴輪の破片で、突帯は断面三角形を呈し、復元径は 19.6cmを測り、内外面にはヨコハケが見られ

る。80は土師器壷く やや短く外反する口縁部に大きく球状に張った胴部を持ち底部を欠損する。復元 (口
径 )20.Ocm、 (最大径 )26.6cmを測る。81は形象埴輪と考えられる。

備考 これらの事を考えると、古墳時代中期の古墳 (方墳 )である可能性がある。

棺 (SK)4(第 61・ 63図 )
位置 方形区画陸橋部。 平面形 隅丸長方形。 軸方向 N31° E。 規模 長軸 1.46m。 短軸 0.68m。
深さ 0,lm。 断面形 U字形。 重複関係 SZ60を切る。 掘込面 肖町平。 検出面 VШ 層上面。(地山 )
埋土 (降L断面 )・ (M―N断面 )A～ C層の 3層に分けられ、A層は褐色土に灰黄褐色シルトや礫を含む。B

層はにぶい黄褐色土に明黄褐色土や礫を含む。C層は黄褐色シルトに多量のにぶい黄褐色土と礫を含む。

|=15 0mtt R
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第 64図 SD(溝)60出土遺物
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壁の状態 ややきつく立ち上がる。 底の状態 ほぼ平坦。 出土遺物 なし。

土境 (SK)35(第 6卜 63図 )
位置 方形区画内東隅。 平面形 円形。 規模 径 0.8～ 1.08m。 深さ 0,26m。 断面形 U字形。 検出面
VⅢ層上面。(地山)壁の状態 ややきつく立ち上がる。 底の状態 やや窪む。 埋土 A～ C層に分けられ、
Al～ 2層は黒褐色土に黄褐色シルトを含む。Bl～ C2層は黒褐色土に黄褐色シルトブロックを含む。A2・

Bl層には炭化物を含む。出土遺物 須恵器短脚高不の脚部や甕・壷体部破片が出土している。

910S卜 Ol(竪穴住居跡 )

SI-01(第 65・ 69図 )
位置 調査区北西隅。 平面形 方形。 主軸方向 N71° E。 規模 南北 4.lm× 東西 3.5m～。 深さ 床面
まで 0,16m。 柱穴底面まで 0,36m。 重複関係 SZ01(SD64)を切る。 掘込面 肖町平。 検出面 VH層上面。
埋土 A層～ C層まで大きく3層に大別され、Al～ 3層は黒褐色土に明黄褐色シルトブロックや炭化物を

含む。Bl層は黒褐色土に明黄褐色シルト質埴土や炭化物を含む。Cl層は黄褐色土に黒褐色シルトブロック

や褐灰色粘土ブロッ久 少量の礫を含む。 壁の状態 直壁気味に立ち上がる。 床の状態 ほぼ平坦。 施設
火床面 不明。竪穴内土竣 (SK22・ 28)。 SK22は北東隅に位置し、楕円形を呈する。規模は 1.1× 0,73m、

深さ 0。15mを測る。SK28は北西隅に位置し、楕円形を呈する。規模は東西 1.65×南北 0.68m、 深さ0.15m

を測る。 柱穴 14回ほど検出されるが、壁際や (SP747・750)、支柱穴 (SP738)と 考えられる柱穴が配される。
周溝 西・南壁際。

出土遺物 (第 69図 。表 2)須恵器邪蓋が出土している。82は口径 12.2cm、 器高 4.8cm、 83は復元口径

12.Ocm、 器高 3.9cmを測る。いずれも外面天丼部回転ヘラケズリを施すと他に朱彩された土師器壷の体

部破片が出土している。SK22から朱彩された壷体都ふ SK28から須恵器郷蓋、土師器小型丸底鉢の底部、

壷焦 SP737から須恵器邪身く土師器甕体部焦 SP738・ 750から土師器体部ふ SP748か らは須恵器甕

の体部、SP749か らは朱彩された壷の体部等が出土している。SP747からは陶器片が出土していることから

中世の柱穴と思われる。

SD(溝 )フ 1(第 56～ 60図 )
位置 調査区南西端。 平面形 長楕円形。軸方向 N2° E。 規模 全長 2.2m。 幅
断面形 U字形。 重複関係 SЮlに切られる。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VH層上面。
埋土 A～ B層に分けられ、Al～ 2層は黒褐色土に黄褐色シルトや炭化物を含む。

に暗褐色ブロック土や褐灰色粘土ブロックを含む。 壁の状態 緩やかに立ち上がる。
出土遺物 なし。

(IV)SI‐ 02(竪穴住居跡 )・ S峰23(上矯 )

0,8m。 深さ 0.23m。

Bl層は黄褐色シルト

床の状態 ほぼ平坦。

SI‐02(第 66・ 6フ・69図 )
位置 調査区北西端。 平面形 不整長方形。 主軸方向 N20° E。 規模 南北 6.6m× 東西 3.3m～。 深
さ 床面まで 0.06～ 0,24m。 柱穴底面まで 0.21m。 重複関係 SZ02(SD66)を切る。 掘込面 肖町平。 検
出面 VH層上面。 埋土 A層～ B層に分けられ、Al～ 2層は黒褐色土に黄褐色シルトや礫、炭化物を含む。
A2層には土器が多く含まれる。Bl層は黄褐色シルトに黒褐色シルトブロックや多量の礫を含む。 壁の状態
直壁気味に立ち上がる。 床の状態 西側の床面がやや下がる。 施設 火床面 不明。
竪穴内土竣 (SK02-1・ 02-2)は北側に位置する。SK02-1とよ長方形を呈すると思われ、規模は南北 2.5m～
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AlIS cl10YR3/2,S HOYR6/8
A21Sic H OYR3/2.S l10YR6/8

A31Sic110YR3/2,SI11 0YR6/8

BllSic110YR3/2,Sic10YR6/8

Cl:Sicl1 0YR5/6,Sil10YR3/2

SI-01

lCm六フ
・ロック 20-30% 中呵夏 中―密 0 5cm大カホ・シ少

05-lcm大フ
｀
ロック 15% 中一硬 中―密 2cm大カー下ン少

lcm大フ'ロック 5-10% 中―軟 中―密 0 3cm大カー下シ少
lcm大フ・ロック 15% 中―硬 中―密 0 5cm大力II° シ少
～lcm大フ・ロック 15% Hc10YR6/1 1-3cm大  30% 中―軟 中―疎 卜3cm大礫少

Cド

Al:Sicl1 0YR3/2,Si11 0YR5/6

A2:Sicl1 0YR3/2,Si日 OYR5/6

BI S H 10YR5/6,Sic110YR3/3

准

'3彎
7o

カクラン

い152m¬ D

0 5cm大  30% ～0 2cm大 力帯'ン微 中一軟 中一密
0 5cm大  1015% ～0 2cm大 カーホ・ン少 中―ン案 中―密
lcm大 30% Hc1 0YR6/1 ～lcm大 20% 中 中

第 65図  SI-01(竪穴住居跡 )平 。断面図

⑨@
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×0,7m～、深さ0.67mを測りSK02-2に切られる。SK02-2は楕円形を呈すると思われ、規模は南北 1,35m

×東西 1.lm、 深さ0,34mを測る。

竪穴内土崚埋土 (SK02-1)は A′ 層～ E´ 層の 5層に大別され、A´ 1～ 2層は暗褐色土に明黄褐色シルトブ

ロックや多量の礫、炭化物を少量含む。A´2層には焼土粒も含まれる。B´ 1層は黒褐色土で礫や多量の炭

化物を含む。C′ 1層は明褐色シルトに多量の暗褐色土や礫を含む。D′ 1～ 3層は黒色土に褐色シルトブロッ

クや多量の礫、炭化物を少量含む。E´ 1層は黒色土に黄橙色シルトブロックや明赤褐色の焼土ブロックを含

む。 (SK02-2)は A層が堅穴埋土怠 B層が土墳埋土である。Bl～ 3層は黒褐色上に黄褐色シルトブロック

や礫を含む。Bl～ 2層には土器が含まれる。柱穴 竪穴内に 13口、竪穴外では取り囲むように多数検出さ

れる。 周溝 なし。
出土遺物 (第 69図・表 2)84は須恵器郷蓋で復元口径 13.8cm、 器高 4.4cmを測り、外面天丼部に回転
ヘフケズリを施現 85～ 87は須恵器郷身でいずれも外面体部に回転ヘラケズリを施すき竪穴からは須恵器

郷蓋。身・甕、土師器体部破片や朱彩された高郷・壷片が出土している。竪穴内土崚からは波状文のある

無蓋高イ、不蓋。身、甕等の多量の須恵器、朱彩された土師器高郷、器台、壷等が出上している。lTK4作

6C初頭頃 )SP763か らは須恵器甕体部片や土師器片SP764からは須恵器邪蓋、SP801からは須恵器不象

SP782・ 783・ 800・ 816からは土師器片が出土している。

SK(土境 )23(第 66・ 67図 )
位置 調査区北西端。 平面形 不整楕円形。 規模 長軸 4,9m× 短軸 4.6m。 深さ 0,3m。 断面形 皿形。
検出面 VH層上面。 壁の状態 緩やかに立ち上がる。 底の状態 やや凹凸があり西側が下がる。 重複関
係 SZ02(SD65・ 66)を切る。

埋土 A～ B層に分けられ、Al層は褐色土に多量の黄褐色シルトや礫、土器を含む。A2層はにぶい黄褐

色土に黄褐色シルトや礫、土器を含む。Bl層は灰黄褐色土に明黄褐色シルトブロックや礫、炭化物を含む。

出土遺物 5世紀後半～ 6世紀初頭頃の須恵器邪蓋 1・ 身 2、 壷・甕の体部片が出土している。

(V)SI‐ 03(竪穴住居跡 )

SI‐03(第 68・ 69図 )
位置 調査区北西部。 平面形 長方形。 主軸方向 N8° E。 規模 南北 1.9m× 東西 2.7m～。 深さ 床
面から構築土底面まで 0。 14m。 柱穴底面まで 0。 15～ 0,38m。 重複関係 不明。 掘込面 肖町平。 検出面
VH層上面。検出状況 検出時に火床面が検出されたことから、床面がほぼ露出しており正確な竪穴住居跡

の規模は不明である。上述した規模よりは大きいものとなることが想定される。

構築土埋土 Al～ 3層は黒褐色土に黄橙色シルトや礫を少量含み、シルトの含有率の違いによって細分さ

れる。 壁の状態 直壁気味に立ち上がる。 底の状態 南側の底面がやや下がる。 構築面の状態 場所に
よつて凹凸が者しい。 施設 火床面 有り。竪穴内西端やや南寄りに位置し、楕円形を呈し東西 0.5m、 南
北 0.4mを測る。赤褐色を呈し堅くしまっており、4cm程の深さまで浸透する。

竪穴内土崚 (SP865が該当)竪穴内西端やや東寄りに位置し、火床面と隣接する。方形を呈し東西 0.6m、

南北 0.62m、 深さは 0。 19～ 0,26mを測り、東側が低くなっている。埋土は黒褐色土に多量の明黄褐色シ

ルトブロックや炭化物を少量含む。出土遺物は須恵器郷蓋・」歎 土師器体部破片が検出されている。

柱穴 竪穴内に柱穴・ピットは 13日、竪穴外壁際には4～ 5口検出される。 周溝 なし。 出土遺物 (第
68・ 69図 /表 2)88は須恵器郵身である。口径 10.8cm、 器高 4.9cm、 最大径 13.4cmを測り、外面底

部には回転ヘラケズリを施し重ね焼きの際に付いた火欅が残る。竪穴住居内の南側やや西寄りの床面直上

から出土し、他には須恵器邪蓋、土師器高郵等のが破片が出上している。柱穴からは SP863・ 868から土

師器体部焦 SP864・ 866・ 887から土師器壷の体部片が出土している。
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(Vり SI‐04・ 05(竪穴住居跡 )

S卜04(第 3図 )

位置 調査区東側北端。 平面形 正方形。 主軸方向 N47° E。  規模 引ヒ西―南東 3.2m× 南西―北東
3.35m～。 深さ 床面から構築土底面まで 0.22m。  柱穴底面まで 0,25～ 0.30m。 重複関係 なし。掘
込面 肖Jtt。 検出面 VIII層上面。(地山 )

埋土 Al～ 2層に細分される。黒褐色土に明黄褐色シルトブロックを含む。 壁の状態 やや緩やかに立ち
上がる。 床の状態 ほぼ平坦。 施設 火床面 なし。 柱穴 ピットが南東壁際に6口検出される。 周溝
なし。 出土遺物 タタキ甕、壷、高邪等の体部片が出土している。庄内式併行期と思われる。

S卜05(第 3図 )

位置 調査区中央北端。 平面形 方形。 主軸方向 N65° E。  規模 ゴヒ西―南東 猛5m～×南西―北東 4.3m
～。 深さ 床面まで0,24～ 0,42m。 柱穴底面まで 0.25～ 0,47m。 重複関係 なし。 掘込面 肖J平。 検
出面 VIII層上面。(地山)検出状況 既に床面が露出または削平されており(火床面削平 )、 掘込地業を
精査した。 構築土埋土 A～ D層の 4層に大別され、Al～ 2層は黒褐色土に多量の黄褐色シルトブロッ
クと礫、炭化物、橙色の焼土粒を少量含む。Bl層は明黄褐色シルトに多量の黒褐色ブロック土と礫、炭化物、

橙色の焼土粒を少量含む。Cl層は黒褐色土に多量の明黄褐色シルトブロックや炭化物を含む。Dl層は明

黄褐色シルトに黒褐色ブロック土や炭化物を含む。 壁の状態 直壁気味。 底の状態 ほぼ平坦。 施設 柱
穴 竪穴内に 15回検出され、壁際に等間隔に配置される。竪穴外の周囲にも検出される。 周溝 なし。 出
土遺物 須恵器邪蓋・」歎 甕、土師器壷、甕等の体部片が出土している。

(ⅥりSI‐ 06・ 0フ (竪穴跡。竪穴住居跡 )/S降 83(土墳 )

S卜06(第 70～フ1図 )
位置 調査区中央北側。 平面形 長方形。 主軸方向 N64° E。  規模 ゴヒ西―南東 2.4m X南西―北東
1.9m。 深さ 床面まで 0,14m。 重複関係 SЮ7を切る。 掘込面 肖J平。 検出面 VⅢ 層上面。(地山 )
埋土 A～ B層分けられ、Al～ 2層は黒褐色土に橙色シルトや多量の礫、炭化物を少～中量含む。B層は

黒褐色土に多量の橙色シルトブロックや炭化物を少～中量含み、堅くしまりがあることから掘込地業を行なっ

た貼床構築土と考えられる。 壁の状態 緩やかに立ち上がる。 床の状態 やや凸凹がある。
出土遺物 竪穴の北半部から須恵器郵蓋・」歎 波状文を施した無蓋高不、土師器壷の回縁部、甑等の破片

が出土している。

S卜07(第 70～フ8図 )
位置 調査区中央北側。 平面形 不整方形。 主軸方向 N75° E。  規模 】ヒ西―南東 猛4m×南西―北東
7.5m。 深さ 床面まで 0.17～ 0.34m。 床面～構築土底面まで 0,18m。 重複関係 SЮ6に切られる。掘込

面 肖町平。 検出面 VIII層上面。(地山 )
埋土 A～ E層の 5層に大別され、D～ E層は掘込地業の貼床構築土である。Al層は黒褐色上に暗褐色シ

ルトや礫、炭化物、土器を含む。Bl層は黒褐色土に褐灰色シルトや礫、炭化物、土器を含む。Cl～ 4層

は黒褐色土ににぶい黄褐色シルトや炭化物、多量の上器、明赤褐色の焼土粒を含む。Dl層は灰色シルトに

暗褐色土や炭化物、黄褐色の焼土粒を含む。D2層は灰色シルトに多量の黄褐色シルトブロックを含む。D3

層はDl層に類似。El層は黒褐色土に黄褐色シルトブロックや炭化物、明赤褐色の焼土粒、土器を含む。

壁の状態 緩やかに立ち上がる。 床の状態 床面はあまり堅くしまっておら成 員占床部分にやや凹凸がみら
れる。 施設 火床面 なし。 柱穴 竪穴内に18口検出され、壁際に集中する。竪穴外の周囲にも多数検出
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されるが、竪穴住居跡との関連性は不明である。 周溝 一部北側にみられる。
出土遺物 (第 72～ 78図・表 3・ 4・ 10)98～ 112は須恵器邪蓋である。口径 11,6～ 14.8cmを測るが、

11～ 12cm代が最も多い。器高は4,0～ 5.5cmである。いずれも外面天丼部回転ヘラケズリを施現 104

は天丼部に重焼きによる火欅が見られる。113～ 123は須恵器郷身である。115は底部外面にヘラ描きが

なされ、記号の「∠的 に類似する。また、朱彩も見られ、口縁部に蓋が融着している。いずれも口縁部は体

部中程からやや内湾気味に立ち上がり、体部には回転ヘラケズリを施す志口径 9.4～ 12.6cm、 器高 4.4～

5.7cm、 最大径 12.0～ 15.2cmを測る。124～ 128は須恵器有蓋高郷の蓋である。128はやや大型の不

蓋で回径 14.lcm、 器高 6.4cmを測り、124～ 127は口径 10,4～ 11.8cm、 器高 4.6～ 5,3cmを測る。い

ずれも外面上半には回転ヘラケズリを施筑 129～ 138は有蓋高不怠 いずれも短脚である。脚部には透

孔が有るものと無いもの (136)の大きく2種類に分かれ、さらに透孔が有るものでも透かしが台形または長

方形を呈するもの (129～ 133・ 1350138)と 円形 (137)のものとがある。郷部はいずれも外面下半に回転

ヘフケズリを施している。その他には131は脚部外面に脚部外面にカキメが施され、133は不部の受けに蓋

の先端が融着する。概ね口径 9,4～ 10.4cm、 器高9,4～ 9.6cm、 最大径 H.8～ 12,7cm、底径 7,7～ 9.2cm、

不都高 4,3～ 4.7cm、 脚部高 3.9～ 5。 lcmを測り、透孔はすべて 3孔である。139は底部を欠損するが

須恵器短頸壷である。直口する短い口縁部と体部上半に最大径を有し大きく張る胴部を有する。復元 (口

径 )8,Ocm、 (器高 )猛4cm、 (最大径)12.Ocmを 測り、外面体部下半に回転ヘラケズリを施現 140～ 143

は須恵器無蓋高不である。140・ 141は短脚(142・ 143は脚部を一部欠損する。いずれも台形の透了Lが

見られ、1400143が 4孔、141・ 142が 3了[である。不部は 143が小型で器形的に長脚タイプに付く郷部

を呈する。復元 (口径 )11.9Cm、 不都高 4.2cmを測る。141～ 143は不部外面に波状文を施すが、140に

は見られない。いずれも郷部は椀形で口縁部がやや外反して大きく開き、外面下半に回転ヘラケズリを施現

140～ 142は概ね口径 14.0～ 16.Ocm、 器高9.5～ 11.2cm、 底径 8.2～ 10.4cm、 郵部高 4.4～ 5。 8cm、

脚部高 5.1～ 5,9cmを測る。144～ 147は須恵器壷・甕の口縁部怠 148は底部である。146・ 147は口

縁部外面に波状文を施し、145はカキメを施現 144は体部上半の内外面にタタキを施している。復元口径

は 144は 26.6cm、 145は 20,8cm、 146は 54.4cm、 147は 42.8cmを測る。148は外面に平行タタキを

施現

149～ 156は石製品で砥石である。149は楕円礫で 2面に使用痕が認められる。150は直方体で片側を

欠損しており、条痕、擦痕、窪みが多数見られ 4面に使用痕がある。1511ま緑色凝灰岩製で 3面に使用痕

がある。152～ 154は砂岩系で152は 4面使用、153は楕円形でV字状の深い条痕がある。154は 3面使用、

155は四角柱状で3面を使用している。156は大型の砥石で5面に使用痕跡が認められ、火熱を受けている。

全長 27.5cm～、幅 12.9cm～、厚さ 6。8～ 10.4cm、 重量 5,2kgを測る。S107の西調査区部分床面直上

から出土している。これら以外にも土師器壷・甕の回縁部や椀、把手付鉢、甑、高郷等が出土している。

SK(土墳 )83(第 70。 フ1図 )

位置 SЮ7東側に隣接。 平面形 楕円形。 主軸方向 不明。 規模 南北 1.6m× 東西 0,9m～。 深さ
0.58～ 0。93m。 重複関係 SЮ 9。 SD193に切られる。SЮ7を切る。 掘込面 肖町平。 検出面 VⅢ 層上面。

(地山 )

埋土 A～ D層までの大きく4層に大別され、Al～ 2層は暗褐色土に明黄褐色シルトや少量の礫を含む。

Al層からは土器が少量出土している。Bl層は黒褐色土に黄褐色シルトブロックや礫、土器を少量を含み、

明赤褐色の焼土粒を僅かに含む。B2層は黒褐色土に黄褐色シルトブロックを含む。Cl層は明黄褐色シルト

に多量の褐灰色シルトブロックを含む。Dl層は黒褐色土ににぶい黄橙色シルトブロックを含む。

壁・底の状態 直壁気味に立ち上がり、やや底がくぼむ。

出土遺物 6世紀前半頃 (MT15)の須恵器不身が出土しているほかに、須恵器甕の体部破片や土師器甕の

体部破片(やや上げ底状の底部が出上している。
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Al:Sic‖ OYR3/2,Si17 5YR6/3粒～0 4cm大 10～15% 中一軟 中―密 05～ lcII大砂礫多量に含。lom大炭物少量含。
A2:Sic‖ OYR3/2,Si17 5YRG/8粒～0 4on大 15～2叫 軟 中―疎 05～ 10m大砂礫中～多量に含9 1cm大媒化物中量含,
Dll Sicl10YR2/2,Si17 5YR6/81～ 3o市大ブロック40～ 50%中―硬 密 05～ lom大炭化物少～中量含む。 (掘込地柴)

SI-07

A,SicHOYR3/1,Si110YR3/4粉 状30% 中―軟 中W雪  lcm大 炭化物少～中量,2～3om大レキ少量含。土器やや多く出土。
Bl:Sic110YR3/2,Si110YR4/1粉 状30～4叫 軟 中一脅 05～ lcm大波化物中量.～ lcm大 レキ少～中量含。土器少量出土。
01:Sic110YR3/1,Si HOYR4/3粉 ～粒状3郎 軟 中―密 Si15VR5/805～ lcm大焼土粒多量,～ lCm大炭化物少二含。土器やや多く出土。
C2:SicHOYR3/1,Si110YR4/3粉 ～粒状15～2蝋 軟 中―密 Si15YR5/805～ 16m大焼土粒やや多い,～ lom大炭化物少～中量含。土器やや多く出土。
C3:SicHOYR3/1,Si HOYR73粉 ～粒状20～3郎 軟 中―宙 Si15YR5/805～ lcm大焼土独少量,～ 10mA炭化物やや多く含。土器やや多く出上。
D■ S‖ N70,Sic110YR3/3粒 状20～25%中預  密 Si110YR5/8 0 5cm大 焼土粒 1596程度合,0 5cm六確化物少量含。 (以下報込地業)
D2:Sil N4/0,S,HOYR5/81～ 5cm六ジロック40～ 50略含,中祖  中増
D3:Dl層 と類似。
El:Sic110YR3/2,Si HOYR5/81～ acm大 プロック20路 硬 密 Si15YR5/8粒 ～0 5cm大少量含,～ O SCm大 炭化物やや多く含。土器少量出土。

SK83
Al:SicHOYR3/3,Si HOYR6/6粒 状 20～ 25% 中―硬 密 ～0 1cm大レキ少量含。土器少量出土。
A2,Sic11 0YR3/3,Si HOYR6/6粒 状 10～1郎 中―軟 中―密 ～0 1cm大 レキ少量含。
Bl:Sic110YR3/1,Si‖ OYR5/605～ lom大粒 20略  中鞭  中―密 Scm大 レキ少量含。Si15YR5/8焼 土粒僅かに含。上器少量出土。
B2:Siol10YR3/1,Si‖ OYR5/605～ lom大粒 3蝋 軟 中―疎
01:Sil10YR6/6,Si‖ OYR4/11～ 3cm大 ブロック 4齢 中―硬 密
Dl:Sic110YR3/1,Sil10YR6/405～ 3cm大ブロック 3鶴 中―硬 密

第 71図 Ы-06・ 07/SK-83断面図
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(Ⅵ Iり SI-08・ 09(竪穴住居跡 )

S卜08(第 フ9・ 80図 )                   ′

位置 調査区中央北端。 平面形 不整方形 ?。  主軸方向 N14° E。  規模 南北 3.7m～×東西 6.8m。
深さ 床面まで0.23～ 0.36m。 重複関係 SK79とこ切られる。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VIII層上面。(地山)
埋土 A～ C層までの 3層に大別され、Al～ 2層は黒褐色土に黄褐色シルトや礫を多量に含み,Al層から

は土器が出土している。Bl層は黒褐色土に明黄褐色シルトブロックや礫を少量含む。Cl層は黄褐色シルト

に黒褐色ブロック土を多く含む。 壁の状態 やや緩やかに立ち上がる。 床の状態 床面はあまり堅くしまっ
ておら或 貼床はない。やや西側が低くなっている。 施設 火床面 なし。 柱穴 竪穴内に 23日、壁際に
10口検出され、竪穴外の周囲にも多数検出されるが、堅穴住居跡との関連性は不明である。 周溝 なし。
出土遺物 朱彩された器台。高郷の破片や、壷口縁部、タタキ甕の体部破片等が出土している。(庄内式

併行期④SK79からは 7世紀後半頃 lTK46)の 完形の須恵器邪身が出土している。柱穴からは SP1332・

1333・ 1337・ 1340からタタキ甕体部、底部焦 SP1342か ら土師器甕体部ふ SP1344か ら朱彩された器

台、ハケ甕の体部ふ SP1338・ 1345からも朱彩された器台 。高邪。壷体部片、SP1334～ 1336・ 1346か

ら体音Б片が出土している。

S卜09(第 フ9～ 81図 )
位置 調査区中央北側。 平面形 方形～長方形。(北東部に張出しが認められる。)主軸方向 N5° E。
規模 南北 3.3m× 東西 3.2～ 3.64m～。 深さ 床面まで0.5～ 0,73m。  掘込底面まで 0。7～ 1,Om。

重複関係 SK82に切られる。SK83を切る。 掘込面 肖J平。 検出面 VIII層上面。(地山 )。
埋土 A～ E層までの 5層に大別され、D・ E層は貼床構築上の掘込地業である。Al～ 2層は黒褐色土に

黄褐色シルトや少量の炭化物、土器を含む。A3層は暗褐色土に褐色シルトブロックや多量の白色礫を含む。

A4～ 5層は黒褐色土に黄褐色シルトブロックや少量の炭化物、焼土粒を含む。Bl層は暗褐色土に多量の

黄褐色シルトブロックや少量の炭化物を含む。Cl層は褐灰色土に黄橙色シルトブロックや白色礫、土器をや

や多く含む。Dl～ 2層は褐灰色土に明黄褐色シルトブロックや炭化物を含み、Dl層からは土器が多量に出

土している。El層は黒褐色土に明黄褐色シルトブロックや少量の炭化物を含む。E2層はにぶい黄褐色土に

明黄褐色シルトブロックや少量の炭化物を含む。 壁の状態 直壁気味に立ち上がる。 床の状態 床面はあ
まり堅くしまっておら或 貼床部分にやや凹凸がみられる。 施設 火床面 なし。 柱穴 竪穴内に6口検出さ
れ、壁際に集中すると堅穴外の周囲にも検出されるが、竪穴住居跡との関連性は不明である。 周溝 なし。
出土遺物 (第 81図・表4)157は天丼部を欠損した須恵器郷蓋である。復元 (口径)13.Ocm、 器高4.2cmを測る。

158は有蓋高邦の蓋である。口径 12.5cm、 器高5,lcmを測る。いずれも外面天丼部に回転ヘラケズリを施現

159～ 161は郭部を欠損するが短脚の須恵器高郷である。脚部透孔は159が孔径 0.2～ 0.7cmの楕円刺突怠

160が孔径 1.Ocmの円形、16と が台形でいずれも3孔である。161は脚部にカキメを施現 脚部高 3,7～ 5,Ocm、

底径 8,4～ 9.2cmを測る。162は土師器高郵で脚部を欠損する。イ部は須恵器無蓋高lTh同様、大きく深い

邪部で外面下半に沈線による段を有し、内外面にヘラミガキを施すき復元口径は14,9cmを測る。163も土師

器高郷で、口縁部・脚裾部を欠損するが、裾部は大きく屈曲して開くものと思われる。164は須恵器甕の回縁

部怠 復元口径 23.5cmを測る。165は土師器郷身で段や稜がなく、底面からカーブを描きながら口縁が直

立する。復元口径 12.6cm、 器高 4.2cmを測り、口縁部は内外面ともにヨコナ犬 外面体下半は手持ちヘラケ

ズリ、内面ハケメを施している。166は土師器壷底部ム 内外面にはハケメを施現 167は土師器把手付鉢怠

体部下半～底部を欠損する。口径 (20,3cml、 器高 11.6cm～、最大径 30,4cmを測る。その器形は短く「く」

の字に開く口縁部と大きい球状の胴部、胴部中程から2つの棒状の把手が付く。把手は手持ちヘラケズリで

調整され、口縁部は内外面ともにヨコナ式 胴部は外面がヘラミガキ、内面がナデを施現 168・ 169は土師

器タタキ甕の底部と思われる。外面は平行タタキ、内面はヘラナデを施現
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Sic HOYR3/1,Si HOYR5/8～ 0 5cm大  3螂 中―硬 中―密 02～ lcm大 レキ多量に含。土器出土。
Sic HOYR3/1,Si‖ OYR5/8～ 0 5cm大  15Ъ 中預  中一軟 05～ l clH大 レキやや多く含。
Sic110YR3/2,Si HOYR6/805～ lom大  2銚 中―軟 密 ～0 5cm大 レキ少量含。
Si HOYR5/8,Sic110YR3/21～ 3om大 ブロック 30～40X 中―軟 中―疎

L 15 0m

日48mttDCト SI-09

剌:Slc14 0YR3/2,割 10YRS/6α 6cm大 20γ25%中致中筆転翠配鶏続暫埓留躍者:窃建だ赫爺摯
。

A2:Sicl1 0YR3/2,S洲 10YR5/6 0 5cm大 15%   中―軟 中―密
A3:Sicl1 0YR3/3,S‖ 10YR4/605～ 2cm大 10～ 15% 中・軟 密 ～0 5cm大 白色レキ多量含。
A4:Sic11 0YR3/2,S‖ 10YR5/81～ 3cm大  20% 軟 中―密 ～0 2cm大 自色レキ少量合,～0 5cm大炭化物および焼土粒少量含。
A5:Sid10YR3/2,S‖ 10YR5/8 1cm大  5～10% 軟 中‐密 ～02c前大白色レキ少量合,～0 5cm大炭化物少量含,焼土粒やや多く含む。
Bl:Sicl1 0YR3/3,S‖ 10YR5/60.5｀ 2cm大ブロツク 40～50% 中―軟 中―密 0.5cm大炭化物少量含。
Cl:Sic11 0YR4/1～ 5/1,S‖ 10YR7/805～ lcm大ブロック 20% 0 5cm大白色レキやや多く合、上器やや多く出土。
Dl:Sid1 0YR4/1,Sl1 0YR6/81～ 3cm大ブロック 50% 中頼 密 ～9 5cm大炭化物少量含 土器多量出上。(以下 掘込地業)
D2:Sic‖ OYR4/1,SW1 0YR6/81～ 3むm大ブロツク 20% 中硬  密 ～0 5cm大炭化物僅かに合o
ElI Sic11 0YR3/1S刊 10YR7/61～3cm木プロツク 30～40% 中―歌 中―密 0 5cm大炭化修少量含。
E21 Sicl1 0YR4/3,S刊 10YR7/61～3cm大ブロック 20～30% 中硬  中一密 0 5cm大 炭化物少量含。

SK-33 SI-09

一暴
一
隷
慧

誨
残

薄
炒

れ
”

藤

撃鉾
一

SW

十印飾 引H

SicHOYR3/2,Si HOYR76 0 5cm大 3齢 中一軟 中部雷 05～ 2cm大 レキやや多く合,lom大炭化物多量合,上器多量出土。
Sic110YR2/2,Si HOYR6/6～ 2cm大プロック 30～40% 中―軟 中―疎 ～0 5om大白色レキ少量含,05～ lom大炭化物多量含。
Sic110YR2/2,Si110YR6/6～ lcm大プロック 20“ 中■致 中―疎 ～0 5cm大 白色レキ少量含,05～ lcm大炭化物やや多く含。
SioHOYR2/2,Si110YR7/6～ lcm大プロッタ 10～ 15鶴 軟 中―疎 ～05c耐大白色レキ少量合,～ 0 5cnlk炭 化物少量含ё
Sic110YR2/1,Si HOYR6ノ 8o5～ 5cm大ブロック 40“ 中―軟 中―密 Si15YR5/3 0 5cm大焼土粒僅かに合,～0 5om大 炭化物やや多く合,土器少量出土。

第 80図  S卜08・ 09断面図
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(lX)SI-10(竪穴住居跡 )

SHO(第 82～ 83図 )
位置 調査区東側北端。 平面形 方形。 主軸方向 N52° E。 規模 】ヒ西―南東 3.8m～×南西―北東 3.2m
～。 深さ 床面まで0.43～ 0.5m。 重複関係 なし。 掘込面 なし。 検出面 VⅢ 層上面。(地山 )。
埋土 A～ B層に分けられ、Al層は黒褐色土に褐色砂壌土や多量の礫を含む。Bl層は黒褐色土ににぶい

黄褐色シルトブロックや礫を多量に含む。 壁の状態 やや直壁気味に立ち上がる。 床の状態 砂礫層が床
面になっており、ほぼ平坦である。 施設 火床面 不明。 柱穴 竪穴内には検出さげ 、竪穴外周壁際に直
径 0.2～ 0.3m程の柱穴が 4口ほど見られる。 周溝 なし。
出土遺物 (第 83図・表 4)170～ 171は土師器小型丸底壷である。170は回縁部から体部上半を欠損する。

外面はハケメ後ヘラミガキ調整、内面はナデを施現 171は完形で直線的に外上方に延びる国縁部とやや扁

平な球状を呈する胴部が付く。口径猛8cm、 器高 8.Ocm、 最大径 8.4cmを測る。口縁部は内外面ともにヨ

コナ犬 胴部外面はヘラミガキ、内面はナデを施現 172は土師器河ヽ型無孔器台で、受部が欠損する。脚

部は大きく「八」の字状に直線的に開く。外面は精緻なヘラミガキ、内面はハケメを施現 170～ 172は古

墳時代前期に盛行するいわゆる小型精製三器種である。173は底部を欠損した土師器有段回縁壷怠 口縁

部を内側に肥厚させて面をもたせたもの怠 山陰系の特徴を有する。その器形は有段口縁に大きな球状の

胴部が付き復元 (口径 )29.6cm、 器高 22.7cm～、最大径 30.6cmを測る。日縁部は内外面ともにヨコナ武

胴部は外面がハケメ、内面がハケメ後ヘラナデを施現

(X)SI-11(竪穴住居跡 )/SK‐24(土境 )

SI‐ll・ SK‐24(第 84・ 85図 )
位置 調査区南西部。 平面形 方形。 主軸方向 N83° E。 規模 南北 4.Om× 東西 3.6m深さ 床面か
ら構築土底面まで0.13～ 0。 17m。 柱穴底面まで 0。18～ 0,48m。 重複関係 SZ8(SD86)を切る。SD60・
SK24・ 25に切られる。 検出状況 検出時に火床面が検出されたことから床面がほぼ露出しており、正確な
竪穴住居跡の規模は不明である。また、重複関係においてもSK24は構築土を掘込んでいるが、竪穴北東

隅にほぼ同じ主軸 (N2° W。 ―N88° E。 )で位置するため、竪穴内土墳と考えられる。このように想定すると、

東西の規模は4.2mと考えることも可能である。 掘込面 なし。 検出面 VШ 層上面。(地山 )。 構築土埋
土 E～ G層の 3層に大別され、A～ D層は床面から掘込まれた柱穴の埋土である。El～ 2層は暗褐色土

に明黄褐色シルトブロックと明赤褐色の焼土粒をやや多く含む。Fl層は褐灰色～黒褐色土に黄褐色シルトや

多量の白色礫、炭化物、土器を含む。Gl層は褐灰色粘土に多量の黄褐色シルトや白色礫を含む。 壁の状
態 直壁気味に立ち上がる。 床面の状態 ほぼ平坦。 構築面の状態 あまり凹凸は見られない。 施設 火
床面 2箇所有り。(焼± 1)は SK24に隣接し、不整楕円形を呈し長軸 0.4m、 短軸 0。35mを測る。明赤褐

色を呈し堅くしまっており、3cm程の深さまで浸透する。(焼± 2)は竪穴内東端やや南寄りに位置し、楕

円形を呈し東西 0.3m、 南北 0.4mを測る。明赤褐色を呈し堅くしまっており、4cm程の深さまで浸透する。

竪穴内土崚 (SK24)竪穴内北東隅に位置し火床面 (焼± 1)と隣接する。長方形を呈し東西 1.Hm、 南北

1,28m、 深さは 0.23～ 0.54mを測り、底面は凹凸が著しく北側が浅くなっている。埋土はA～ C層の3

層に大別され、Al層は暗褐色土に褐灰色粘土や多量の礫を含む。Bl～ 3層は灰黄褐色土に黄橙色粘土ブ

ロックや礫を多く含む。Cl～ 2層はにぶい黄褐色土に褐灰色シルトや炭化物を含み、C2層には焼土粒も少

量含む。C3層は褐灰色シルト質埴土に多量の黄橙色砂壌土や礫を含む。出土遺物は須恵器郭家 甕体部ふ

土師器壷体部、底部片が出土している。いずれも5世紀後半から6世紀初頭頃のものである。

柱穴 竪穴内に柱穴・ピットは4回、竪穴内外壁際には 5口検出される。竪穴住居跡南北断面に土師器甕

を伴う主柱穴と思われる柱穴の埋土は、A～ D層の 4層に大別される。Al～ 2層は黒褐色土に黄褐色シル
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第 83図 SI(竪穴住居酬 10出土遺物

卜と少量の炭化物を含む。Bl～ 2層は黒褐色土に黄褐色シルトや褐灰色粘土や礫、炭化物を含む。Cl～

3層は暗褐色土に黄褐色シルトブロックや礫を含む。Dl層は褐色土に褐灰色ブロック土や礫、橙色の焼土粒、

炭化物を少量含む。 周溝 なし。 出土遺物 須恵器郵身 (多数 )、 高邪、鉢、壷口縁部、甕体部片が出土
しており、いずれも5世紀後半～ 6世紀初頭頃のものと思われる。SP121から須恵器郵蓋、土師器壷の体

音隅武 SP124か ら土師器壷の体部ふ SP136から土師器高邪口縁部、SP128・ 160から土師器甕の体部ふ

SP920から朱彩された壷の底部片が出土している。
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SI― 刊1/pit A
AI Sicl10YR2/2,S‖ 10YR5/6
A21 Sicl10YR2/2,Sil10YR5/6
Bl: Siol10YR3/21 Sil10YR5/6

B21 Sicl10YR3/2,Sil10YR5/6

Cl: Sic11 0YR3/3.Sil10YR5/6

3cm大 20～30% 中―硬 密 ～0 1cm大 白色粒かなり多。～0 3cm大 炭化物少量含。
3cm大 20% 中―硬 密～0 1cm大 自色粒多量に含.～ 0 3cn太 炭化物少量含。
3om大 15～ 20% HC10YR4/120% 中―軟 中―密 ～0 5cm大 自色レキかなり多.～ 0 5cm大 炭化物少量含。
3om大 10% HC10YR4/110% 軟 中―疎 ～lcm大 自色 レキおよび～lcm大炭化物やや多く含。
5～ lcm大 20% 中―軟 中―密 ～0 1cm大 自色粒およびlCm大 レキ少量含。

C2:Sic H OYR3/31Si HOYR5/6 1cm大 10～ 15% 軟 中―疎 lCm大 レキやや多く含。
C3:S cHOYR3/3,Si H OYR5/605～ lcm大 5% 軟 疎 lcm大 レキやや多く含。
SI-11

Dl:S c110YR74,Sicl10YR4/105～ lcm大 10～ 20% 中―硬 中―密 lcm大 レキやや多く含。S 75YR6/8 0 5cm大 焼土粒および炭化物少量含
El:Sicl10Yr3/4,Si110YR6/8粒 15～ 20踏 中―硬 中―密 ～0 2cm大 白色粒少量含,S15YR5/8 0 3cm大 焼土粒やや多く含。
E2:Sic H OYR3/4,Si110YR6/8～ 5om大ブロック 15～ 20% 中―硬 中―密 ～0 4cm大 自色レキやや多く合,,Si 5YR5/8 0 3cm大焼土粒やや多く含。
FI SicHOYR4/1～ 3/1,Si H OYR5/6～ 0 5om大 15～ 20%中 ―硬 中―密 02～ lcm大白色レキ多量含,～ lcm大炭化物少量含.土器少量出土。
G,HC10YR4/1,Si110YR5/6～ 0 5om大 40% 中―軟 中―疎 02～ lcm大白色レキ多量含。

N

G卜 sK 24

S

H5帥
引
H 
鳥 塩 ;滸昭湾刊 研賄洵 粒 朽～釣‰中硬 密 01～0発n大 レキ多量に含。
Sic110YR4/2,HC10YR78～ lcm大プロック 40% 中―軟 中―疎 01～ 0 7cm大 レキやや多く含。
Sic110YR4/2,HC1 0YR7/8～ 0 5cm大  20% 中―軟 中―密 01～ 0 7om大 レキやや多く含。
Sic H OYR4/2.HC1 0YR7/8～ 0 5cm大  15% 中―軟 中一密 01～ 0 7cm大 レキやや多く含。
Sic H OYR5/3,Si H OYR5/1粒 20～ 30挑  中―軟 中―密 ～0 1cm大 炭化物やや多く含。
Sic110YR5/3 Sil10YR5/1粒 30～ 40路 中―軟 中―密 ～0 5cm大炭化物および焼土粒少量含。
Sic10YR5/1 SL10YR7/8～ 0 3cm大 40%中 ―軟 中一疎 02～ 0 5om大 レキ多量に含。

第 85図 SK-24断面図

(Xり SI-12(竪穴住居跡 )/SK56(土墳 )

SI-12(第 86・ 8フ 図 )

位置 調査区中央南側。 平面形 正方形。 主軸方向 N56° E。  規模 ゴヒ西 ―南東 5,6m× 南西 ―北東
5.2m。  深さ 構築底面まで 0,03～ 0.lm。  重複関係 SZ05(SD83)を切る。SK45・ 50に切られる。 掘
込面 肖Jtt。 検出面 VIII層上面。(地山 )
検出状況 検出時には床面が削平されており、掘込地業構築土と周溝の一部が残存する状況であった。

構築土埋土 A層のみ残存し、黒褐色土に多量の明黄褐色シルトブロックや多量の炭化物を含む。 壁の状
態 やや緩やか。 床の状態 地山が床面になっており、ほぼ平坦である。 施設 火床面 不明。 竪穴内土
崚 (SK56)は東隅に位置しSK50と隣接する。楕円形を呈し北西―南東 (長軸 )1,73m、南西 北東 (短軸 )1.13m、

深さは 0.15～ 0.20mを測り底面はほぼ平坦である。埋土は単層で、黒褐色土に明黄褐色シルトブロックを

含む。遺物の出土は須恵器有蓋高不 (第 87図 178)や土師器片が出土している。。

柱穴 竪穴内には直径 0.3～ 0.4m程の主柱穴がやや北西寄りに 4口、四隅にやや小さめの支柱穴が 4回、

竪穴内外周壁際に直径 0,15～ 0.2m程の柱穴が約 20日程度見られる。主柱穴の柱間寸法は北西―南東

2.53m、 南西―北東 2.33m、 深さは構築面から0.2～ 0.22mを測り、埋土は黒褐色土を呈する。また、支

柱穴の深さは 0,16～ 0,19m、 周壁際の柱穴は 0.08～ 0.15mを測る。周溝 4辺に見られるが、南から東

辺にかけて削平のため一部見られなくなる。周溝の幅は 0,15～ 0.28m、 深さは 0,03～ 0,lmを測る。

出土遺物 (第 87図・表 4)174・ 175は須恵器イ蓋である。天丼部を一部欠損するが、その器形は天丼が

平らで器高が低く、口径が大きい扁平な形が特徴である。復元 (口径 )12.8～ 13.4cm、 器高 3.8～ 4,Ocm

を測り、天丼部外面に回転ヘラケズリを施現 174は住居内の支柱穴 SP957か ら出土している。 176・ 177

は須恵器必身である。176は住居内SP959から出土しており、復元 (口径)9.6～ 11,Ocm、 器高 4.0～ 4.4cm、

最大径 11.4～ 13.2cmを測り、底部外面に回転ヘラケズリを施現 178は SK56出土の短脚の須恵器有蓋

高郭である。口径 10.3cm、 器高 8.4cm、 最大径 12.6cm、 邪部高 4.6cm、 脚部高 3.8cmを測り、脚部の

透孔は台形で 4孔である。 179は須恵器壷の口縁部である。復元口径 14.Ocmを測り、2条の波状文をめ

ぐら・先 180は同じく須恵器壷の体部である。最大径は体部上半に持ち、やや肩が張る。21,4cmを測り、

内外面にカキメ、外面の肩部に波状文がめぐる。 1811よ SP957出土の土師器壷の口縁都～体部上半である。

これらの特徴から5世紀中頃 (TK208)の ものと考えられる。SK50からは須恵器甕の体部ふ 土師器ふ

SP953から須恵器不身、SP954・ 958から土師器点 SP961か ら土師器壷の体部片が出土している。
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Cトー        SI-12                   L=15 0m    _引 D

S112 A!Sio H OYR3/2,S HOYR6/805～ lcm大  30～ 4齢 中―軟 中―密 ～0 5cm大炭化物やや多く含。 (掘込地業)床面は削平。

SK45 A■ Sic H OYR3/2,Sil1 0YR5/805～ lcm大 5～恥 中―硬 中―密 ～0 2cm大 自色レキ少量含。
A2:S cHOYR3/2,S1110YR5/805～ lcm大 15～ 20路 中―硬 密 ～0 2cm大 白色レキやや多く含。
A3:Sic110YR3/2,Si H OYR5/805～ lcm大 20～30% 軟 密 ～0 2om大 自色レキ少量含。
BI SicHOYR3/2,Si H OYR5/61～ 2cm大ブロック 30% 中―軟 中―疎
B2:S cHOYR3/2,S HOYR5/61～ 3cn大 ブロック 40～60% 中―軟 中―密
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第 87図 Ы(竪穴住居跡)12/SK-56出 土遺物

(� l)SI-13・ 14(竪穴住居跡 )/SK-36・ 52・ 53・ 58(土境 )/SP‐975(柱穴 )

SI‐13(第 38～ 90図 )
位置 調査区中央南側。 平面形 正方形。 主軸方向 N67° E。 規模 】ヒ西―南東 4.Om× 南西 北
東 4.Om。  深さ 床面まで0,05～ 0,13m。 柱穴底面まで 0.2m。 重複関係 S114・ SK54に切られる。
SZ09(SD100)を切る。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VIII層上面。(地山)埋土 A～ B層に分けられ、Al層
は黒褐色土に黄褐色シルトブロックや明赤褐色の焼土ブロックを含む。Bl層は黒褐色土に明黄褐色シルトブ

ロックと褐灰色粘土ブロックを含む。 壁の状態 直壁気味。 床の状態 地山が床面になっており、ほぼ平坦
である。 施設 火床面 不明。 竪穴内土崚は SK51が該当する。SK51は住居内南隅に位置する。不整円形
を呈し径 1.2～ 1,33m、 深さは 0.3mを測り底面はほぼ平坦である。埋土は 3層に細分され、Bl～ 3層は

黒褐色土に黄褐色シルトと多量の礫や土器、炭化物を含む。出土遺物は須恵器邪蓋・J歎 甕体部片く土師

器甕口縁部、体部片等が出土している。(5世紀末～ 6世紀前半 )。

柱穴 竪穴内には直径 0.2～ 0,3m程の柱穴が 13口、四隅や周壁際に直径 0.2～ 0.3m程の柱穴が 5口

程度見られ、竪穴周辺にも10口程度見られる。埋土は黒褐色上に多量の黄褐色シルトを含む。深さは0.07

～ 0.19mを測る。 周溝 西側の北西辺・南西辺の 2辺に見られるが、東側には見られない。周清の幅は 0,07
～ 0.26m、 深さは床面から～ 0.06mを測る。 貼床 不明。

出土遺物 (第 90図・表 5)194は須恵器不蓋で復元 (口径 )12.Ocm、 器高 4.6cmを測る。195はつまみ
の付く有蓋高郵の蓋で口径 H.6cm、 器高 5.6cmを測る。189は須恵器壷の口縁部～体部上半で体部外面

に平行タタキを施現 この他に土師器壷、高不片等が出土している。柱穴からの出土遺物はない。

-125-



SK(土境 )54(第 88～ 91図 )
SK54は住居内東隅に位置する。不整楕円形を呈し長軸 1.34m、 短軸 0.97m、 深さは 0.19mを測り底面

はほぼ平坦である。埋土は単層で Dl層は黒褐色～褐灰色土に黄褐色シルトや明赤褐色の焼土粒を含む。

出土遺物 (第 91図 196・ 197・ 表 5)は 196は土師器鉢怠 平底で逆「ノⅦ の字状に口縁が延びる。口径

14.3～ 15.Ocm、 器高 猛9～ 8.9cm、 底径 7.5～ 8.5cmを測り、内外面共にヘラナ犬 体部下端～底部外

面に手持ちヘラケズリを施現 また、底部に木葉痕が残る。 197は土師器浅鉢で丸底を呈し口縁部が屈曲

して水平になる。口径 43.5cm、 器高 10,9cmを測り、外面から口縁部内面まで丹塗りの痕跡を残すj口縁

部は内外共にナ式 体部も内外ともにハケメを施すとその他に須恵器邪蓋 。身、高郷、甕、土師器壷 。甕

の口縁部、高郷片が出土している。

SI… 14(第 88～ 90図 )
位置 調査区中央南側。 平面形 長方形。 主軸方向 N28° E。  規模 】ヒ西 ―南東 3.9m× 南西 ―北
東 5.5m。  深さ 床面まで 0,05～ 0。 17m。 柱穴底面まで 0,06～ 0.4m。  重複関係 S113・ 53を切る。
SK36。 54に切られる。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VIII層上面。(地山)埋土 A～ C層に分けられ、Al～
3層は黒褐色土に黄橙色シルトブロックや明赤褐色の焼土粒を含む。Bl～ 2層は黄橙色シルトに灰黄褐色

ブロック土を含む。Cl層は暗褐色土に多量の黄褐色シルトブロックや礫、明赤褐色の焼土粒をやや多く含

む。(周溝埋土 )壁の状態 直壁。 床の状態 地山が床面になっており、ほぼ平坦である。 施設 火床面
竪穴内北西辺やや南寄りに位置し、楕円形を呈し長軸 0.45m、 短軸 0.38mを測る。明赤褐色を呈し堅くし

まっており、3cm程の深さまで浸透する。また、壁からは約 0.5m程離れているが、壁から垂直に火床面を

挟み込む形で 0.44m程のかまど(造付け)の袖が伸びている。北側には見当たらないが周溝が切れている

箇所が存在することから、この位置に袖が付いていたものと推察される。 竪穴内土崚は袖の南に隣接する
SP964と南隅の SP933、 竪穴内中央の SK57が該当する。SK57は精円形を呈し長軸 1,32m、 短軸 1.03m、

深さは 0,14mを測り底面はややくぼむ。埋土は単層で黒褐色土を呈し、須恵器郷身 (第 90図 186)や土師

器甕底部片を出土する。SP933は不整円形を呈し直径 0.8～ 0.85m、 深さ0.07mを測り底面は平坦であ

る。埋土は単層で黒褐色土を呈し、土師器直口壷の破片が出土している。SP964は不整楕円形を呈し長軸

0,7m、 短軸 0.5m、 深さ 0.28mを測り、底面はほぼ平坦である。埋土は単層で暗褐色土に黄褐色シルトを

含み、多量の明赤褐色の焼土粒と炭化物を多く含む。復元 (口径 )13.8cm、 器高 4,3cmを測る扁平で口径

の大きい須恵器郵蓋 (第 90図 184)が出土している。 柱穴 竪穴内には直径 0.3～ 0.5m程の主柱穴が四
隅や周壁際に 4日、直径 0.2～ 0.3m程の柱穴が約 20日程度見られる。主柱穴の埋土は黒褐色土に明黄

褐色シルトブロックや炭化物を含む。深さは 0,H～ 0.2mを測る。主柱穴 SP931からは須恵器甕の口縁部

～体部上半、土師器把手付鉢の口縁部～体部上半が出土している。 周溝 かまどの袖・貯蔵穴 (SP964)を
除く4辺壁際にめぐる。周清の幅は0.1～ 0.22m、 深さは床面から～ 0,1lmを測る。 貼床 不明。
出土遺物 (第 90図・表 4・ 5・ 10)182・ 183は須恵器必蓋である。口径 11.6～ 11.8cm、 器高 4.1～ 4.3cm

を測り、天丼部外面は回転ヘラケズリを施曳 185は須恵器郷身である。口径 10.2cm、 器高 5。 lcm、 最大

径 12.2cmを測り、底部外面に回転ヘラケズリを施現 188は須恵器壷の口縁～体部上半怠 口径 15.9cm

を測り体部外面に平行タタキを施現 190は日径 12.Ocm、 器高 4.8cmを測る有蓋高邦の蓋である。 191

は有蓋高邪である。口径 10.4cm、 最大径 12.lcm、 不部高 4.lcmを測り、脚部には長方形の透孔が 3つ

ある。 192は板状の砥石怠 3面に使用が認められる。 193は滑石製紡錘車で断面台形、オリーブ灰色を

呈し、上底 2.2cm、 下底 4.Ocm、 厚さ 1.5cm、 貫通孔 0,6cm、 重量 42gを測る。この他に須恵器高郵脚

部 (円径 3孔 )。 甕片く土師器壷・甕回縁部片、器台、高郷、鉢、甑等の破片が出土している。

SK(土墳 )36・ 52・ 53・ 58(第 88・ 90図 )
SK36は S114の南隅を切っており楕円形を呈する。長軸 2.06m、 短軸 1,66m、 深さ0,18mを測る。埋土
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Cト

SI-14(新 )

SIヽ 3

S114

い15 0m ttD

Sl 13

Ai SicHOYR3/2,Si110YR5/6～ 0 2cm大 25～3銚 中預  密
Si15YR5/805～ 3cm焼土ブロック 20% ～0 2om大 白色
レキやや多く含。

811 Sic‖ OYR3/2,Si110YR6/605～ lom大 15～ 2蝋

HC10YR5/1,05～ lcm大 20～ 40路  中―軟 密。

SK-51

8,Sic HOYR3/2,S‖ 10YR5/6～ 0 5cm大 2銚 中―硬 密 ～
0 5on大 自色レキ多量に合,～ lCm大炭化物多量に合,土器
多量出土。

B2:Sic HOYR3/2,S‖ 10YR5/6～ 0 5cm大 15～20% 中―硬 中―
密 ～0 3cm大 白色レキやや多く合,～ lCm大決化物少量合
土器やや多く出上。
B3:Sic H OYR3/2,Sil10YR5/6～ 0 5cm大 30%  中―軟 中一疎
～0 3om大 白色レキやや多く含,～ 10m大炭化物やや多く含

SK-54

Dl:Sic H OYR3/1～ 4/1,Si‖ OYR7/803～ 0 8om大 20%
,S‖ 5YR5/8～ 0 2cm大焼土粒微量に合,中―軟 中―密
Pit

Sic110YR3/2,Si HOYR5/6～ 0 3cm大 50～6齢 硬 密 ～0 2cm
大白色レキ少量含。

▼ Pit

い150m
引
F

Gト L150m ~IH

▼                   ▼

I片 卜 150m  ―引
」

SI-14

At SicHOYR2/3,Si HOYR5/605～ 3om大ブロック 2蝋 中―軟 中―密 Si15YR5/8～ 0 3cm大焼土粒少量含,～ 0 5cm大 白色レキ少量含。
A2:Sic11 0YR2/i Si110YR5/605～ 3om大ブロック 25～3蝋 中―軟 中―密 Si15YR5/8～ 0 3om大焼土粒やや多く含,～ 0 5cm大 自色レキやや多く含。
A3:Sic110YR2/3.Si HOYR5/6 0 5cn大  15～ 20X 中―硬 中―密 Si15YR5/8～ 0 3om大焼土粒少量含,～ 0 5cm大 白色レキ少量含。
Bl:Si HOYR5/6,SicHOYR5/205～ lcm大 15%中―軟 密
B2:Si HOYR5/6,SicHOYR5/205～ lcm大 30～40略 中―軟 中―疎
Cl:(周溝)Sic HOYR3/3,Si‖ OYR5/6～ 5/805～ lcm大 30% 軟 中一疎 Si15YR5/8～ 0 5om大焼土粒やや多く合,～ 0 5om大 白色レキやや多く含
Dl:(柱穴)SicHOYR3/3,Si HOYR5/6 0 5om大 15% 中―軟 密 Si15YR5/8～ 0 5cm大焼上粒多量に合,0 3cm大 炭化物やや多く含。
SP931

B｀

「
Sic119YR3/2,S H 10YR6/802～ 0 5cm大粒 2蝋 中―軟 中―密 010m大 自色粒少量合,0,3cm大 炭化物少量含。

B｀ 21 SicHOYR3/2,Si H OYR6/805～ lcm大 25～ 30%中―軟 中―密 0 1Cn大 白色粒微量合,06～ lcm大炭化物やや多く含。
C｀ 1:Sio110YR3/2,Si H OYR6/805～ lcm大 3銚 中―硬 中―密Si15YR5/805～ lcm大焼土粒多量に含,05～ lcm大炭化物やや多く含。

第 89図 SH3・ 14断面図

||II
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182(S卜 14)

|

0         1:2

183(S卜 14)

188(S卜 14)

189(S卜 13)

193(S卜 14)
※192・ 193は1/2

10cm

187(SK-52)

190(S卜 14)

191(S卜 14)

194(SI-13)

195(S卜 13)

0      1:3    10cm

第 90図 Ы(竪穴住居腑 13・ 14/SK52・ 54・ 57出土遺物

184(S卜 14)

185(S卜 14) 186(SK-57)

196(S卜 13)

』 Ь
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第 91図 SK(土壊)54出土遺物

はA～ B層に分けられ、A層は黒褐色土に黄褐色シルト、B層は明黄褐色土に灰黄褐色土を含む。壁は

直壁で底面は平坦である。出土遺物は須恵器郷蓋、甕、土師器壷、把手付鉢等の破片が出土している。

SK52は S114の南東に位置し楕円形を呈する。長軸 1.54m～、短軸 1,33m、 深さ0.18mを測る。埋土は

Al～ 2層で、黒褐色土に黄褐色シルトや多量の礫を含み、明赤褐色の焼土ブロックと炭化物を少量含む。

壁は緩やかで底面はやや凹凸がある。出土遺物は須恵器雰身 (第 90図 187・表 4)や蓋、短脚の有蓋高郷、

土師器鉢・甕の口縁部や体部片等が出土している。SK53は Sl14の南東辺に切られている。長楕円形を呈し、

長軸 2,7m～、短軸 1,42～ 1.67m、 深さ 0。 18mを測る。埋土はA～ B層に分けられ、Al～ 2層は暗褐色

土に黄褐色シルトと褐灰色粘土を含む。Bl層は黒色土に多量の明黄褐色シルトブロックと礫を含む。壁はや

や緩やかで底面はほぼ平坦である。出土遺物は須恵器郷蓋、高郵短脚脚部、高邪イ部、小型壷、土師器

器台等の破片が出土している。SK58は S114の南隅に隣接し不整方形を呈する。1辺 1.02～ 1,12m、 深さ

0。 13mを測る。埋土はA～ B層に分けられ、Al層は黒褐色土に褐色シルト、Bl層は黒褐色土に褐灰色シ

ルトと少量の明赤褐色の焼土粒、炭化物と礫を多く含む。B2層は黒褐色土に褐灰色シルトと少量の炭化物

を含む。壁は緩やかで底面はやや凹凸がある。出土遺物は土師器壷の体部片が出土している。

(�りSI-15(竪穴住居跡 )

SI‐ 15(第 92図 )
位置 調査区中央南端。 平面形 正方形。 主軸方向 真北。 規模 東西 5.Om×南北 4.6m。 重複関係
SZ8～ 10(SD97・99)を切る。 深さ 床面まで0,02～ 0.14m。 柱穴底面まで 0。 12～ 0,3m。 掘込面 肖Jtt。
検出面 VⅢ層上面。(地山 )

埋土 A～ D層の4層に大別されるが、B層は火床面の焼土層、C～ D層は貼床構築土である。Al～ 2層

は黒褐色土に黄褐色シルトブロックと明赤褐色の焼土粒、炭化物、土器を含む。Bl層は明赤褐色の焼土に

黒褐色土を少量含む。Cl層は黒褐色土に多量の黄褐色シルトや礫を含む。Dl層は褐灰色粘土に多量の褐

色シルトや礫を含む。 壁の状態 やや直壁気味に立ち上がる。 床面の状態 やや凹凸がある。
施設 火床面有り。(焼土 )は竪穴内西側中央の壁から0.5mに位置し、楕円形を呈し長軸 0.88m、短軸 0.6m

を測る。明赤褐色を呈し堅くしまっており、7cm程の深さまで浸透する。 竪穴内土竣は堅穴内北東隅の
SP977と中央北側のSK65が該当する。SP977は長楕円形を呈し北西―南東 (長軸 )1.27m、南西 北東 (短

軸 )0,77m、 深さは 0,24mを測り底面はほぼ平坦である。埋土はAl～ 3層に細分され、黒褐色土に明黄

褐色シルトブロックや炭化物を含む。出土遺物は土師器小型壷の口縁部や体部片が出土している。SK65は

不整方形を呈し、北西一南東 (長軸 )0.81m、 南西―北東 (短軸 )0。73m、 深さは 0.15mを測り底面はほぼ

平坦である。埋土は黒褐色土に黄褐色シルトと炭化物を含む。出土遺物は土師器体部片が数点出土してい

る。 柱穴 竪穴内には直径 0.6～ 0,8m程の柱穴が 3口、直径 0.2～ 0,3m程の柱穴が 15口、竪穴外周
壁際に多数の柱穴が見られる。深さは床面から0.1～ 0,3mを測り、埋土は黒褐色土を呈する。 周溝 東辺
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Cト SI-15 L=150m ttD

SI-15

Al:Sic11 0YR3/2  Si110YR5/6

A2:Sic11 0YR3/1  Si110YR5/6

Bl:Si15YR5/8  Sic110YR3/2

Cl:Sic11 0YR3/2  Sil10YR5/6

Dl:HC10YR5/1  Si110YR4/4

SK-65

Al : Sic11 0YR3/2,Si110YR5/8

A2 : Sic11 0YR3/2,Si110YR5/8

A3 : Sic11 0YR3/1,Si110YR5/8

Pit       l l ll      l■

02-0 3cm大 20% 0 2cm大 自色礫中～多 0 3cm大方―ホ
ヾ
ン少 Si15YR5/8 0 3cm大 (焼土塊)少～中 中～疎 中～密 土器中

1 2cm大  20-25% 0 2cm大 自色礫 微 中～多～0 3cm大 カーホ'ン微 Si 5YR5/80 3cm大 (焼土)少 中～疎 中～密 土器中
粒 1015% 疎―密 (火床面 )
02～ 0 3cm大  4050% 03～ 0 5cm大 白色礫多 中～疎 密 (床構築土)
粒 40% 牧 兎 05～ lcm大礫少 (床構築土 )

0 5cm大  1015% 0卜 0 2cm自 色礫少 ～0 2cmカ ホ'ン少 中―軟 中―密
0 5cm大  25% 0 1 0 2cm白 色礫微 ～0 5cm力 tiン少 中―軟 中―密
0 5cn大  57% 0卜 0 2cm白 色礫少 0 5 1cm方 ホ・ン中 軟 中―密

第 92図  SI-15平・断面図
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以外の 3辺に見られるが、所々途切れる。周溝の幅は 0.08～ 0.23m、 深さは 0.08～ 0.2mを測る。 出
土遺物 土師器壷の回縁部、体部、器台 。高邪、甑片が出土している。SP976からは土師器小型壷の口
縁部や体部、SP978から土師器高必が出土している。

(� Iり SI-16～ 18(第 3図 )

S116～ 18は調査区中央に位置し、平面形は方形を呈する。それぞれの主軸方向・規模はS116が N44° E、

北西―南東 3.6m、 南西―北東 3.9m、 深さ0,08m、 S117が N57° E、 北西―南東 3.8m、 南西―北東 1,8m～、

深さ0.07m、 S118が N37° E、 北西―南東 2.3m、 南西―北東 2.lm、 深さ0.13～ 0.21mを測る。重複関

係はS116が S117を切り、S116～ 18が SZ13(SD94)を切る。いずれも掘込面は削平され、検出面はVIII

層上面 (地山)である。埋土はS116は単層で黒褐色土に明黄褐色シルトや礫を含む。S117も単層で黒色土

ににぶい黄褐色シルトや礫を含む。S118は Al～ 2層に細分され、黒褐色土に黄褐色シルトや少量の炭化

物を含む。S116は一部周溝を持ち竪穴内北隅に楕円形土墳 (SK49)を有し、直径 0。 1～ 0.6mの柱穴 13口

検出された。火床面はなく、出土遺物は須恵器郵蓋、波状文を施した高邪、甕体部、土師器椀・壷等の破

片が出土している。S117も西・北側に周溝を持つ。竪穴内に火床面・土墳はなく柱穴も1回のみである。ま

た、床構築土が約 0。2mの深さへ 出土遺物は土師器片が数点出土したのみである。S118は周溝・火床面。

床構築土・土憤はなく、竪穴北東辺寄りとこ直径 0.4m前後の主柱穴が 1口、直径 0.2mに満たない小ピット

が 9口ほど北西辺際に集中して検出された。床面はほぼ平坦で、出土遺物は6世紀代の須恵器不身(土師
器片が出土している。

(XⅣ)S同 9(竪穴住居跡 )

SI‐ 19(第 102図 )

位置 調査区中央南側。 平面形 方形。 主軸方向 真北。(S115と同様。)規模 東西 3.8m× 南北 3.5m。
重複関係 SZ12・ 14・ 15(SD223・ 235・ 242。 244)。 SK122を切る。 深さ 床面まで 0.09～ 0,17m。 床
面から柱穴底面まで 0,07～ 0.35m。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VIII層上面。(地山)埋土 Al～ 2層に
細分されるが、Al層は黒褐色土に褐色シルトや礫、明赤褐色の焼土ブロックを含む。A2層は黒褐色土に

褐色シルトと多量の礫を含む。 壁の状態 直壁気味に立ち上がる。 床面の状態 ほぼ平坦。 施設 火床面
有り。(焼土 )は堅穴内北壁中央やや西寄りに位置し、不整楕円形を呈し東西 0,98m、 南北 1.Omを測る。

明赤褐色を呈し堅くしまっており、4cm程の深さまで浸透する。 竪穴内土崚 なし。柱穴 竪穴内には直径
0.3～ 0.4m程の主柱穴が 3口、他に9口、堅穴外周辺に多数の柱穴が見られる。埋土は黒褐色上である。

周溝 なし。 床構築土 なし。 出土遺物 土師器壷の口縁部、甕の体部、高不片が出土し、SP1460か ら
は土師器壷ふ SP1464・ 1479から土師器体部片が出土したのみである。

(XV)SI‐20～ 26(堅穴住居跡 )(第 3・ 94図 )

S120～ 22は調査区中央南端に位置しており、井戸や土墳群が多数重複している箇所である。平面形は

いずれも方形を呈し、主軸方向・規模は S120が N24° E、 北西―南東 3.4m、 南西―北東 3.9m、 床面まで

の深さ0.12～ 0。 21m、 S121は N78° E、 南北 2.6m、 東西 2.2m、 床面までの深さ0.06～ 0.13m、 S122

は N60° E、 北西一南東 3.8m、 南西―北東 3.9m、 床面までの深さ0.12～ 0.16mを測る。重複関係は

S120が SK131に切られ、SZ15(SD242)を切る。S121は SE03に切られ、SK129を切る。S122は SE02に

切られ、SD220を切る。いずれも掘込面は削平され、検出面はVIII層上面 (地山 )である。埋土は S120

がA～ C層の 3層に分かれ Al層は黒褐色土に褐灰色土や多量の礫を含む。A2層は橙色シルトに黒褐色
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SD-242

SK-122

S c H OYR4/3,S HOYR4/6 1cm大 30～40% 硬 密
～0 2cm大 レキ少量.1～ 3cm大 レキやや多く含。
S c H OYR3/1,Si 10YR4/4 0 5cm大 20% 硬 中―密
～0 2cm大 レキやや多く含,lom大 レキ少量含。
S c H OYR3/2,Si H OYR4/1 lcm大 40% 中―軟 中―疎
lcn大 レキ少量含。
S c110YR4/1,Si 10YR6/605～ lcm大 30～ 40鴨 軟 中―疎
～0 2om大 自色粒少量含。
S c H OYR3/1,Si 10YR5/3 0 5cm大 20～ 30%Si 10YR5/1
lom大 30% 中―軟 中―密。
S c110YR3/1,Si 10YR5/3 0 5om大 15%Si 10YR5/1 lcm大
30～40% 中―軟 中―密。
Sicl10YR3/1,Si 10YR5/3 0 5cm大 10～ 15%Sil10YR5/1

SD-244

Ｎ
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〓
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Ｓ
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匡
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Aト SD-19

SP l

S

Cトー S119

▼

SI-19

A,Sic H OYR2/2,Si 10YR4/6粒 ～0 3om大 15～ 20%
土器出上。

A2i S cHOYR2/2,Si 10YR4/6粒 ～0 3cm大 25～30%

S卜01 S C 10YR3/2主体

中―硬 中―密 ～0 2cm大 自色粒やや多く含,3cm大 レキ少量含,S15YR5/8～ 3cm大焼上ブロック 20%含 ,

中―硬 中―密 ～0 2cm大 白色粒やや多く含.1～ 5cm大 レキ多量含,

第 93図 SH9平・断面図
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シルト質埴土と炭化物を含む。A3層は黒褐色土に褐灰色土や炭化物を含む。Bl層は黒褐色土に多量のオ

リーブ灰シルト質埴土や礫を含む。Cl層は黒褐色土に褐灰色シルトや礫を含む。S121は A～ B層に分かれ、

Al層は黒褐色土に黄褐色シルトや礫を含む。Bl層は黄褐色シルトに多量の黒褐色ブロック土を含む。S122

はAl～ 2層に細分でき、Al～ 2層は黒褐色土に黄褐色シルトや多量の礫を含む。S120は周清・火床面。

床構築土・土墳はなく、竪穴には直径 0,45～ 0,6mほどの柱穴が 3口、直径 0.2～ 0.3mほ どの柱穴が9

口検出された。床面は南東側がやや低く、出土遺物 (第 94図 198～ 200・ 表 5)は 198が須恵器郵蓋で

口径 14.4cm、 器高 5。4cmを測り、天丼部外面に回転ヘラケズリを施現 199は口縁部が短く外反する土師

器壷の口縁部～体部上半である。口縁部外面はヘラミガキ、内面はハケメ、体部外面はハケメ、内面はナ

デを施現 200は土師器器合で邪部を欠損する。ほかに須恵器甕の体部片(土師器高郵、甕、壷片が出土
している。S121は南辺に周溝を持ち堅穴内中央北東寄りに長軸 1.lm、 短軸 0.7m、 深さ0,3mの楕円形土

墳を有する。柱穴は堅穴北側に 6口検出され、直径 0.2～ 0.4mを測る。火床面はなく、床面はほぼ平坦怠

深さ0.23～ 0.3mの床構築土を持つ。出土遺物は須恵器甕の体部片く土師器片が出土している。S122は

周清・火床面。床構築土。土墳はなく、竪穴内に直径 0.2～ 0.4m前後の柱穴が 10日、壁際に4口検出さ

れた。床面は南東側が沈下し、出土遺物はない。

S123～ 25は調査区中央東側に位置し、平面形はいずれも方形を呈し、主軸方向。規模は S123が N84°

E、 南北 3.Om、 東西 3.Om、 床面までの深さ0.18m、 S124は N50° E、 北西―南東 4.9m、 南西―北東 4.lm

～、床面までの深さ～ 0,17m、 S125は N37° E、 北西―南東 2.9m、 南西―北東 3.3m、 床面までの深さ0.07

～ 0.25mを測る。重複関係はS123が S124を切り、S123・ 24は SZ13・ 19(SD202・ 204)を切る。

S125は SZ13(SD202)を切り、SD201に切られる。いずれも掘込面は削平され、検出面はⅥH層上面 (地山 )
である。埋土は S123が A～ B層に分かれ A層は黒褐色土に褐灰色シルトと褐灰色粘土ブロッ久 多量の礫
を含む。Bl層は黒褐色土に多量の黄褐色シルトブロックと褐灰色粘土ブロックを含む。S124は A～ C層に

分けられ A層は黒褐色土に黄橙色シルトや礫、土器を含む。B層は黒褐色土に黄橙色焼土ブロックと多量

の土器を含む。C層は黒褐色上に明黄褐色シルトブロックを含む。S125は A～ C層に分けられ、A層は黒

褐色土に褐色シルトを含む。Bl・ B2層は黒褐色土に明黄褐色シルトを含み、B2層には褐灰色粘土ブロック

も含む。B3層は黒褐色土に黄褐色シルトを含む。C層は黒褐色土に黄褐色シルトブロックを含む。S123～

25は火床面・周清・床構築土。土墳 (S123を除く)は検出されていない。S123は竪穴内東壁際に直径 0,9m

程の楕円形を呈する土墳を有し、堅穴中央に直径 0.6mの主柱穴、南北の壁際に4回のピットを検出した。

床面はほぼ平坦怠 出土遺物は 5世紀末～ 6世紀初頭頃の須恵器邪蓋、短脚の高不、土師器壺の回縁部

が出土した。S124は直径 0.2～ 0.5mの柱穴を 13口検出した。床面はほぼ平坦で出土遺物は須恵器郷蓋、

波状文の入った壷口縁部、土師器壷の口縁部が出土した。S125は直径 0.25～ 0.5mの柱穴を壁際に 5口

検出した。床面はやや凹凸があり、出土遺物はない。

S126は調査区中央西側の方形区画 (SD60)に切られており、平面形は方形を呈するものと思われる。規模

主軸方向は N52° E、 北西―南東 4.5m、 南西―北東 1.6m～、床面までの深さ0.12～ 0.28mを測る。掘

込面は削平され、検出面はVIII層上面 (地山)怠 埋土はA～ B層に分けられ、Al～ 2層は黒褐色土に

黄褐色シルトブロックや礫、炭化物を含む。Bl層が黄褐色シルトに黒褐色ブロック土や礫を含む。火床面や

床構築土は検出され或 竪穴南西隅に直径 0,8m前後、深さ0.27mの円形土墳 (SK35)を有する。柱穴は

直径 0,15～ 0.3mで 10回検出した。床面はほぼ平坦へ 出土遺物は須恵器郵蓋、波状文嫉 った壷、甕

片や土師器郷、壷、甕片等が出土した。SK35からは須恵器短脚高郵、壷、甕片が出土している。

(XVり SE-02・ 03(井戸 )

SE‐02(第 3・ 95-98図 )

位置 調査区中央南端。 平面形 円形。 規模 直径 1.76m。  深さ 1.27m。  断面形 V字形。 重複関係
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S122。 SD220を切る。 掘込面 肖町平。 検出面 VШ 層上面。(地山)埋土 A～ G層の 7層に大別され、
13層に細分される。Al層は黒褐色土に黄褐色シルトや礫、明赤褐色の焼土粒を少量含む。Bl層は黄褐色

シルトに褐灰色シルトや礫、明赤褐色の焼土粒を含む。Cl～ 3層は暗褐色土に褐灰色粘土や礫を多量に含

み、明赤褐色の焼土粒や土器を含む。Dl～ 2層は黒褐色粘土に褐色シルトや土器、少量の礫を含む。El

～ 3層は黒色粘土に褐色シルトや礫を含む。E2層から多量の須恵器甕片が出土する。Fl層は黒色粘土に

にぶい黄橙色粘土ブロックや礫を含む。Gl層は黒色土に明黄褐色シルトブロックや礫、土器を含む。G2層

は黒色粘土に明黄褐色シルト質埴土を含む。

出土遺物 (第 96～ 98図・表 5)201は須恵器ハソウである。口縁部先端を欠損するが口縁部と沈線に挟

まれた体部に波状文を施し、体部の波状文の上から径 1.2cmの貫通孔を 2つ開けている。体部最大径は

15,Ocmを測る。また、体都下半外面に平行タタキ痕が一部残る。202は完形の須恵器壷である。口縁部

はやや短く「く」の字に外反し、端部に凹面をもつ。体部最大径は上半にありやや肩が張る。口径 14,Ocm、

器高 18.4cm、 最大径 19,6cmを測り、体部外面はタタキ、ナデを施現 また、回縁部外面には鳥肢状のヘ

ラ描き記号が見られる。203～ 210・ 215・ 217・ 218・ 220は土師器壷である。203は口縁部が短く外反

し体部最大径は中央にあり大きく張り横長の楕円形を呈する。口径 12.8cm、 器高 176cm、 最大径 19.Ocm

を測り、回縁部は内外ヨコナ犬 体部外面はハケメを施現 206は回縁部のみ怠 口唇部が打ち欠かれる。

2H～ 214・ 216・ 219・ 221は土師器甕である。212・ 216は器面に火熱を受けている。219は体部中央に

最大径を有しやや縦長の楕円形を呈す体部に「く」の字に直口する短い口縁部が付く。復元 (口径 )20。7cm、

器高 31,7cm、 最大径 26.3cmを測り、口縁部は外面がハケメ後ヘラミガキ、内面がハケメ、体部は内外面

共にハケメを施現 222は土師器邪身怠 223は土師器高郷である。

SE‐03(宕宙3・ 95。 96・ 99・ 100図 )

位置 調査区中央南端。 平面形 楕円形。 主軸方向 N67° E。 規模 長軸 2.Om。 短軸 1.45m。  深さ
1.53m。  断面形 U字形。 重複関係 S121・ SK129を切る。 掘込面 肖J平。 検出面 VШ 層上面。(地
山)埋土 A～ D層の 4層に大別され、10層に細分される。Al～ 2層は黒褐色土に褐色シルトや礫、少
量の炭化物を含む。A2層は橙色の焼土粒を少量含む。Bl層は黒褐色土に多量の褐灰色粘土や少量の礫、

炭化物を含み、土器をやや多く出土する。Cl～ 3層は褐灰色粘土に黒褐色ブロック土や多量の礫を含む。

C2・ 3層から多量の土器が出土する。Dl～ 2層は黒褐色粘土に褐灰色土を含む。D3～ 4層は黒褐色粘土

ににぶい黄褐色砂壌土を含む。 壁 。底の状態 底面は中心がややくぼみ、壁は直壁気味である。
出土遺物 (第 96図 204・ 205/99～ 100図 /表 4・ 5)204は完形であるが口縁部の一部が欠損し、器

面は火熱を受けてほぼ剥離する。球状の体部に短い直回する口縁が付く。口径 10.2cm、 器高 14.6cm、 最
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SK-132

A,Sic H OYR4/1.S‖ 10YR3/4粒～塊 20% 中―軟 密 ～0 2cm大 自色粒少量含,lcm大 レキやや多く含。
B'HC10YR4/1,S HOYR4/6 0 5cm大 30% 軟 中―疎 03～ lcm大 レキ少量含。
B2:HC10YR4/1,Si110YR76 1cm大 30～40% 中一軟 中―密 0 5cm大 レキ少量含。
Cl:HC10YR3/1,S HOYR8/805～ lcm大 40% 軟 中―密 ～0 3cm大 レキ少量含。

■|    ト

～0 2cm大 自色粒および1。m大 レキやや多く含。土器少量出土。
中―軟 中―密 ～0 2cm大 白色粒および1。m大 レキ少量含。

SK-131

Al:Sic 10YR3/3,S H 10YR6/6粉 25% 中―軟 中一密
A21 SicHOYR3/3,S110YR7/8 1cm大 ブロック 30～
40% 軟 疎

CC W

SK-133

A「 Sic H OYR3/2.HC10YR5/1 lcm大 ブロック 20～ 30%Si旧 OYR5/005～ lcm大 10～ 15% 中―硬 中―密。
BI SicHOYR3/2,HC10YR4/11～ 3om大 ブロック 20% Si 10YR5/005～ lcm大 15% 中一硬 中―密。
B2i SicHOYR3/2.HC10YR4/11～ 3om大 ブロック 15～20%Si 10YR5/005～ lcm大 20～25% 中―硬 中―密。
B3i SioHOYR3/2.HC10YR71 1～ 3cm大ブロック 15% Si H OYR5/005～ lcm大 5～ 10% 軟 中―密。
Cli SicHOYR3/2.Si H OYR5/61～ 5cm大ブロック 40～ 50%‖ C10YR5/1 0 5cm大 20銘 中―軟 密。

朝
「

４

卜

SK-134

Ai S c110YR3/2,Si110YR4/6 0 5cm大 10% 硬 密
A2:S c 10YR3/2,Si110YR4/605～ lcm大 25～ 30批

SE-03
L=14 4m

SE-02

At Sic日 OYR3/2,S HOYR5/6 0 5cm大 10～ 15監 中―硬 密 ～0 3cm大 白色レキおよび2～ 5cm大 レキやや多く含,S12 5YR5/8 0 5cm大 焼上粒少量含。
Bl:S HOYR5/6,S HOYR5/1 0 5cm大 20～30% 中―軟 中―密 lcm大 レキ少量含む Si 2 5YR5/8 0 5cn大 焼土粒少量含。
Ct S c110YR3/3,HC1 0YR5/1～ 4/1 0 5cm大 20～ 30挑 中―軟 中―密 1～ 5cm大 レキやや多く含,S12 5YR5/8 0 5cm大 焼上粒少量含,上器出土。
C2:S o 10YR3/3,HC1 0YR5/1～ 4/1 0 5cm大 40～ 50% 軟 中―疎 1～ 5cm大 レキ多量に含,Si12 5YR5/8 0 5cn大 焼土粒やや多く含 土器多量出土。
C3:S c 10YR3/3,HC1 0YR5/1～ 4/1 0 5om大 30% 中―軟 中―疎 ～0 2cm大 自色粒やや多く合,5om大 レキ少量含,S12 5YR5/8 0 5om大 焼土粒少量含,上器出上。
D,HC10YR3/1,Si H OYR4/4 0 3cm大 30～40% 軟 中―密 ～0 2cm大 白色粒および1～ 5om大 レキ少量含,上器出土。
D2:HC1 0YR3/1,S‖ 10YR4/405～ lcm大 20% 軟 中―密 ～0 2cm大 自色粒微量および1～ 2om大 レキ少量含。
El:HC10YR2/1,Si 10YR4/6 0 5cm大 15% 中―硬 密 ～0 1cm大 白色粒少量およびlcm大 レキやや多く含。
E21 HC10YR2/1.Si H OYR4/6 0 5cm大 20～25% 中―軟 密 ～0 1cm大 自色粒微曇,lCm大 レキ少量含,20cm大 レキ少量含.須恵器嚢片多量出上。
E3:HC10YR2/1,Si H OYR4/6 0 5cm大 10% 軟 密 ～0 1cm大 自色粒微量,1～ 2om大 レキやや多く合, 上器出土。
Fl:HC10YR2/1.HC10YR6/41～ 3om大 15% 軟 密 1～ 3cm大 レキやや多く含。
G,Sio H OYR2/1,Si 2 5Y7/6～ lom大 20% 中―軟 中―密 ～0 2om大 白色粒および1～ 3cm大 レキ少量含,土器 (庄内萎)出土。
G2:HC10YR2/1,S c2 5Y7/6～ lom大 15～ 20%軟 中―疎

SE-03

Al:Sic110YR3/2,Si 10YR4/6 0 3on大 20～25% 硬 密 0 5cm大 炭化物少量含,～ lcm大 レキやや多く含。
A2:Sic HOYR3/2,S HOYR4/6 0 3om大 10% 中―軟 中―密 lcm大炭化物少量含.～ lcm大 レキ多量に含I Si 5YR6/8 0 5om大 焼上粒少量含。
Bt Sic110YR3/2,HC10YR4/1粉 30～50% 中―軟 中―密 lcm大炭化物少量含.1～ 5cn大 レキ少量含,土器やや多く出上。
C■ HC10YR4/1,Sic H OYR3/205～ lcm大 20～25% 軟 密 1～ 3om大 レキ少量含。
C2!HC10YR4/1,Sic H OYR3/205～ lcm大 10% 軟 密 1～ 3cm大 レキ多量に含。上器多量出土。
C31 HC10YR4/1,Sic HOYR3/205～ lcm大 5～ 10% 軟 密 1～ 3cm大 レキ多量に含。
Dl:HC10YR3/1,Sio 10YR4/1粒 20略 軟 密。
D2:HC1 0YR3/1,Sio10YR4/1粒 30%軟 密。
D3:HC10YR3/1,SL10YR4/3粒 25%軟 密。
D41 HC10YR3/2.SL10YR4/3粒 40%軟 中一疎。

SE-02003/SK群断面図
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'/221       m第 98図 SE(井戸)02出土遺物 (3)

大径 13.2cmを測る。205は朱彩された完形の壷であるが口縁部が全周人為的に打ち欠かれ、器面は火

熱を受けて剥離する。また、体部下半に焼成後穿孔される。肩の張る体部にやや長めの外反する口縁が

付く。口径 10.5cm～、器高 16.4cm、 最大径 14.5cmを測る。器面調整は外面が回縁部 (たて)ヘラミ

ガキ、頸部ナ犬 体部ハケメ後ヘラミガキを施現 224～ 226・ 228は須恵器イ身である。口径 10.8～

11.2cm、 器高 5.0～ 5。 3cm、 最大径 13.0～ 13.2cmを測る。いずれも底部外面に回転ヘラケズリを施す

が、225の底部外面にはヘラ描きで「Ⅵ Iこ似た記号が刻印される。229は須恵器有蓋高郵の邪蓋である。

口径 12.6cm、 器高 5。2cmを測る。231は須恵器壷の口縁部である。復元口径 15.6cmを測り、口縁部外

面中程に 1条の凸帯を配し、そO■TIこ波状文をめぐらせている。233は須恵器無蓋高郷で脚部を欠損す

る。復元口径 16.lcmを測り、外面には 2条の凸帯σ下に波状文をめぐら・先 236・ 237は須恵器甕である。

236は短く外反した回縁部に最大径が体部上半にあり底部がやや潰れる。口径 275cm、 器高 45.3cm、 最

大径 49.5cm、 頸部径 22.Ocmを測る。口縁部外面はカキメ、体部は外面が平行タタキ後カキメ、内面がタ

タキ (青海波 )を施筑 237は口縁端部がつまみ上げられたやや長めの口縁部に最大径が体部上半にある

体部が付く。口径 21.5cm、 器高 36.5cm、 最大径 36.2cm、 頸部径 16.Ocmを測る。口縁部～頸部外面は

カキメ、体部は外面が格子タタキにナ式 内面がタタキ (青海波 )を施筑

(XⅥりSK‐20・ 21・ 23(上婚 )

SK‐20(第 101・ 102図 )

位置 調査区中央西側。 平面形 不整楕円形。 軸方向 不明。 規模 長軸 6.2m～。短軸 4.6m。 深さ
0.22m。 重複関係 SD60・ 61・SK21に切られる。SZ04(SD80)を切る。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VH層上面。
(地山)埋土 G～ H層の 2層に分けられ、G層は暗褐色土に褐色シルトブロックや炭化物を含み、多量の
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礫と土器を含む。H層は明黄褐色シルトイこ多量の暗褐色シルトを含む。 壁・底の状態 壁はややきつく立ち
上がり、底面はほぼ平坦である。 出土遺物 (第 102図・表 6・ 10)242・ 243は須恵器不身である。口径
10.6～ 10.8cm、器高 4.3～ 4.6cm、 最大径 12.4～ 13.2cmを測る。247は明オリーブ灰色を呈する砥石く

四角柱状短冊形で 6面に使用が認められ、全長 12.5cmを測る。ほかに須恵器不蓋、壷、甕、土師器高郵、

壷、甕の回縁部等が出土している。

S降21(第 101図 )

位置 調査区中央西側。 平面形 長楕円形。 軸方向 N16° W。 規模 長軸 2.33m。 短軸 1.5m。 深さ
0.3m。  重複関係 SK20を切る。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VШ 層上面。(地山)埋土 E～ F層の 2層に
分けられ、El～ 2層は暗褐色土に明黄褐色シルトや礫を含む。Fl層は暗褐色土に多量の明黄褐色シルトブ

ロックや礫を含む。 壁・底の状態 壁は緩やか怠 底面はほぼ平坦である。 出土遺物 須恵器好蓋、甕の
体部、韓式土器、土師器片が出土している。

SK‐23(第 3・ 102図 )

位置 調査区北西隅。 平面形 楕円形。 軸方向 不明。 規模 東西 4.75m～。南北 4.55m。  深さ
0,3m。 重複関係 SZ02(SD65・ 66)を切る。 掘込面 肖Utt。 検出面 VⅢ層上面。(地山)埋土 A～ B
層の2層に分けられ、Al～ 2層は褐色土～にぶい黄褐色土に黄褐色シルトや礫、土器を含む。Bl層はに

ぶい黄褐色土に明黄褐色シルトブロックや炭化物を含む。 壁・底の状態 直壁気味に立ち上がり、底面はほ
ぼ平坦である。 出土遺物 (第 102図・表 6)238は須恵器郵蓋で復元 (口径 )13.6cm、 器高 4,3cmを測る。
241はやや扁平な須恵器邪身怠 復元口径 13.Ocm、 器高 3.8cm、 最大径 15.4cmを測る。246は須恵器

甕の大きくラッパ状に開く口縁部である。口径 36.Ocm～を測り、平行沈線間に波状文を2段施し、さらに

上段の波状文の上からカキメを施現

(XⅥ Iり S降127・ 129・ 130～ 134・ 136～ 140(土墳 )ほか

S(127・ 129・ 130～ 134・ 136～ 140(土崚 )|ま調査区中央南側に位置している。土墳の平面形は楕円
。

方形に大きく分類され、楕円形を呈するものは SK127・ 130～ 133・ 136・ 140、 方形を呈するものは 129・

137～ 139である。特に S121・ 22・ SE02・ 03周辺は切り合いが著しい。SK136は SK129・ 130に切ら

れる。SK138は SK137・ 139を 切る。SK140は SK129・ 139を切る。S121をまSK129を切る。SE03は

S121・ SK129を切る。いずれも埋土は黒褐色土を主体とし、褐色～黄褐色シルトを含む。土墳群の深さは

0.1～ 0,3m以内に収まる。 出土遺物 (第 99図 227・ 230・ 234・ 235/表 5・ 6)227は 5世紀末～ 6世
紀初頭頃の lTK23)SK139出上の須恵器不身怠 復元 (口径 )11.2cm、 器高 5。 lcm、 最大径 13.Ocmを測

る。230・ 234・ 235は SK129出土(230は 須恵器有蓋高邪の郵蓋で口径 12.9cm、 器高 5。7cmを測る。
234・ 235は土師器壷・甕の口縁部～体部上半である。内外面にハケメを施筑 SK130から波状文の入つ

た須恵器有蓋・無蓋高郷、胎土が暗灰色を呈する蓋、甕片(土師器点 SK133から6世紀後半 lTK10～
43)頃の須恵器郵象 壷口縁部、甕点 土師器高郷の脚部、SK136から波状文嫉 った須恵器壷口縁、郵象

甕、土師器ふ SK137・ 138から須恵器不蓋、甕体部、土師器片等が出土している。これら土墳群の出土

遺物の上限は 5世紀中頃、下限は6世紀後半頃とみられる。

これら以外にもSKlll(第 102図 240)・ SP1412(第 103図 253)か ら須恵器邪身や SP1474(第 99図

232)・ SP1406(第 102図 244)から須恵器有蓋高郵、SP1481(第 102図 245)から口縁部を欠損した須恵

器短頸壷が出土している。244は短脚の脚部に径 1,3cmの円形透子しが 3つ開いており、口径 (10.2cml、

器高 9.8cm、 最大径 (12,4cml、 底径 9。 3cm、 郵部高 5.Ocm、 脚部高 4.8cmを測る。245は体部中程に最

大径を有し、体部外面にカキメ、下半に平行タタキを施現 253は底都外面に多量の煤が付着する。
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卜150m

SK 21

El:Sic HOYR3/3,Si110YR6/8粒 ～0 5om大 1銚
中―軟 中‐密lom大礫少量含。
E2iSic110YR3/3,Si‖ OYR6/8 ～lom大  15-20%
中一軟 密 11m大礫 やや多く含。
Fl:Sic110YR3/3,Sil1 0YR6/81～ 2cm大ブロック
30～ 40%中板  密 10m大礫少量含。

Ｂ

Ｓ

Ｉ

「

S卜 61

A,Sic110YR71,Si17 5YR4/6 粒 10-15監 中―軟 中―密 lcnt大カーホ・ン中 ～1 5cm大礫少
A2:Sic110YR71,Si17 5YR4/6 粒 4銚 中―軟 中―密 0 3om大方―ドン少
A3:Sic‖ OYR71,Sic2 5YR5/4 粒～プロック 102齢  lcm大方―ドン中 0 5cm大礫少―中 中―軟 密
Bl:Sic110YR3/1,Si HOYR5/6 粒～2cm大フ・B,, 25‐ 30% ～0 3om大礫多 焼土粒(人為) 中―軟 中驚
B2:Sic110YR3/1,Si HOYR5/6 粒～2cm大ゲロック 1520X ～lcm大礫多 焼土粒(人為) 中―軟 中―密
Cl:Sic110YR5/6,Sic2 5Y7/6 粒～3om大  30■鰯 Hc10YR71 許5cm大  35略 軟 中―疎 ～0 5cm大礫多
Dl:S125Y7/6,Si c1lllYR2/1 粒～層状 5-恥 3-5cm大礫多

SK 20

SK-20

G:SicHOYR3/3,Si‖ OYR4/6 03-0 7cm大 ,・ Hック 10% ～lcm大カーホウ少
‖:Si110YR6/8,Si110YR3/3 粒 5併 60略 ～0 3cm木礫 中―多 中鞭

SK-21
L三15 0m

NE

引D

05■ cm大礫多 硬 密

第 101図 SK(上壊)-20・ 21平・断面図

多

端
中．密
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238(SK-23)

241(SK-23)

244(SP-1406)

239(SK-38)

242(SK-20)

240(SK-111)

243(SK-20)

246(SK-23)

247(SK-20)

0        1:3      10cm

1406。 1481出土遺物SK(上壊)20021・ 230380111/SP(柱 穴)
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(XIX)古墳時代の遺物包含層出土遺物 (第 103図・表 6)

248は須恵器郵蓋である。全体的に丸みを帯び(天丼部と口縁部の間の稜が見られ或 なだらかな曲線

を描く。口縁端部も丸く仕上げている。口径 14.2cm、 器高 4.Ocmを測る。249は須恵器有蓋高不の蓋で

ある。口径 (12.6cml、 器高 5,3cmを測る。250～ 252・ 254は須恵器イ身である。口径 10.4～ 11.3cm、

器高4,2～ 5,7cm、 最大径 12.4～ 13.2cmを測る。254は底部外面にヘラ描き記号「△殉 が刻F口される。

255。 256は土師器小型丸底鉢である。255は最大径を短く外反する口縁部に有し、口径 11.4cm、 器高 8.3cm

を測り、回縁部外面に (ヨコ)ヘラミガキ、体部は内外面ともにハケメ後ヘラミガキを施現 256は最大径

を体部中央に有し、短く直口する口縁部が付く。口径 10,8cm、 器高 11.Ocm、 最大径 12.6cmを測り、口

径と器高がほぼ一致する。口縁部はハケメ後ヨコナ犬 体部は外面ハケメ、内面ヘラミガキを施現 257は

須恵器短脚高郷の脚部である。底径 10,8cm、 脚部高 5,lcmを測るが透子Lはなく、脚部は「八」の字状に

大きく開く。

258は完形の土師器甕である。前代の弥生時代からの系譜を引く弥生型甕怠 脚部は「く」の字に外反

する口縁部に球状の体部が付く。底部はやや上げ底風に仕上t大 木葉痕を残現 口径 14.8cm、 最大径

16.2cm、 器高 1猛Ocm、 底径 4.Ocmを測る。回縁部は内外ともにヨコナ式 体部は外面平行タタキ (左下

がり)、 内面タタキ後ナデを施筑 259は口縁部が短く直口する土師器壷で口縁部～体部下半にかけて残存

する。口径 16.7～ 173cm、 最大径 26.4cmを測る。体部上半の外面には煤が付着する。260は丸底の土

師器鉢である。内面の口縁部～体部上半に丹塗り痕跡が見られる。歪みが大きく、口径 14.0～ 20.8cm、

器高 13.5cmを測る。

口縁部は内外ヨコナ犬 体部は外面ハケメ、内面ハケメ後ヘラケズリ、ナデを施現 261は I-lG(グリッド)、

2面上層から出土した輔 (フイゴ)の羽口である。残存する長さは 5.4cm～、幅 3.0～ 3.9cm、 孔径 1,4～

2。 lcm、 器壁の厚さ0.65～ 1.lcmを測る。両側共に欠損する。
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第 103図 古墳時代遺物包含層出土遺物
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(3)宙代

$)SD(清 )フ4

SD(溝 )74(第 3・ 104・ 105図 )

位置 調査区北西部。 軸方向 Nl° E。 規模 全長 2,85m。 幅 0,37～ 0.42m。 深さ 0,23m。  断面形
箱形。 重複関係 なし。 掘込面 肖Jtt。 検出面 VIII層上面。(地山)埋土 Al～ 3層まで細分され、暗
褐色土に明黄褐色シルトを含む。清の中央部を中心にA2層から多量の土器が検出された。 壁・底の状態
直壁で底面はほぼ平坦。

出土遺物 (第 106図 。表 6)262。 263は大型の土師器不蓋で天丼部を欠損するが、つまみが付くタイプ

である。262は復元口径 2猛 8cm、 外面は手持ちヘラケズリを施現 263は復元口径 32.6cm、 外面は回転

ヘフケズリを施筑 264・ 265は大型の土師器皿である。264は高台が付き、復元口径 28.2cm、 器高 3,4cm、

底径 21.4cmを測り、内面は暗文を施現 265は復元口径 26.Ocm、 器高 3.7cm、 底径 19.2cmを測り、底

部外面に手持ちヘラケズリを施現 266は脚部のみの土師器高郭で底径 14.6cmを測り、外面はヘラケズリ、

ナ犬 内面はハケメを施現 267は SP1275出土の須恵器瓶く 口縁部を欠損する。底部に高台が付き最

大径を肩部に有する。底径 6.Ocm、 最大径 9.7cmを測る。

柱穴群 (PIT)。 古代遺物包含層出土遺物 (第 3・ 106・ 10フ 図 /表 6・ 10)

SP308(268)・ 743(269)か ら古代の平瓦が出上した。268・ 269は暗灰～青灰色を呈し重量感のある瓦で

ある。270は古代の瓦の出土例が少ないことや当遺跡からあまり離れていない事などから出土例として掲載

した穂積廃寺 (HH01■・SP25/H14年度発掘調査概報 )出上の平瓦である。270は淡黄色を呈し、格子目

で前者と比較してやや軽めの瓦である。271は須恵器甕の体部で外面に格子タタキを施現 272は平瓦であ

る。273は方形板状の鉄片で、用途不明である。274は須恵器すり鉢である。底径は 9.4cmを測り7世紀

前半頃のものと思われる。
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SD 74

At Sicl10YR3/3,Sil10YR6/8粒 2銚 中―軟 中―密
A2:Sicl10YR3/3,Si HOYR6/8粒 ～0 5cm大 1蝋 軟 中…軟 中―密
A3:Sio110YR3/3,Si110YR6/8粒 ～loⅢ大ジロック 30～ 40監 軟 中―蕪

第 104図 SD-74平・断面図

―C~1~脅―

262

267(SP1275)

第105図 SD(,∋ 74/SP(柱穴)1275出土遺物
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269

270(穂積廃寺/HH01-1・ SP-25)

0       1:3      10cm

第 106図 SP(柱穴)305・ 743/HH01‐1(穂積廃寺)SP25出土遺物
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第 107図 古代及び古代以降遺物包含層出土遺物
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い)中 世

(1)SB501(掘立柱建物跡 )/SD512(溝跡 )

SB(建物跡 )501(第 4・ 108～ 115図 )

位置 調査区中央北端。 主軸方向 N3° W。 規模 2間×3間 (南北棟)3.32m× 6.4m。 柱間寸法 梁行
(東西 )1.61m。 桁行 (南北 )1,9-2.12-2.08m。 (北から)重複関係 なし。 掘方形状 方形。(不整方
形)掘方規模 長軸 0.4～ 0。75m。 短軸 0.35～ 0,7m。 柱痕跡 円形。 径 0.15～ 0.22m。 深さ 0,28
～ 0.5m。 掘込面 肖町平。 検出面 V層上面。
埋土 A～ C層の3層に大別されA層は柱痕跡、B～ C層は掘方の埋土である。A層はAl～ 2層に細分され、

黒褐色土に褐色シルトや炭化物、土器を含みややしまりがない。Bl～ 2層は暗褐色土に黄褐色シルトブロッ

クと炭化物を含みややしまりがある。Cl層は暗褐色～褐色土に多量の明黄褐色～にぶい黄橙色シルトブロッ

クを含み、しまりがある。

出土遺物 (第 ■0図 /表 6・ 7)遺物はすべての柱穴から出土している。(SP番号があるものが該当)275～
287は瓦器椀である。 275・ 2761よ SP481、  277・ 278は SP469、  279-284は SP475、 285⌒ツ287は

SP503から出土している。いずれも和泉型で底部には退化した貼付高台が付く。280は内面に暗文を施し、

283～ 285・ 287は口縁部にヨコナデを施すとまた、外面はユビオサエの見られるものも多く、内外面は基

本的にヘラミガキ調整を施している。復元 (口径 )12,7～ 14.Ocm、 器高 3.2～ 4.7cm、 底径は3.3～ 4.2cm

を測る。285は器高 3.2cmと他と比較して低く、明らかに口縁部に稜が見られ外反する。これら瓦器椀は

概ね 13世紀前半代でおさまるものと思われる。288は SP481出土の土師器皿怠 浅黄橙色を呈し復元 (口

径 )8,6cm、 器高 1.2cmを測り、ナデを施現 289・ 290は SP475出土で289が瓦質羽釜、290が土師

器羽釜である。289は復元 (口径 )19.6cm、 (最大径 )2猛9cmを測り、暗灰色を呈し内外面にナデを施筑

和泉型瓦質土器と思われる。290は復元 (口径 )26.6cm、 (最大径)35,4cmを 測り、灰～褐灰色を呈する。

外面は口縁部ヨコナ武 体部ナ武 内面は口縁部ヨコナ式 体部ヘラナデを施現  備考 SB501の西側に
並走してSD511～ 513が南北方向に延伏 SD512と は 1.6～ 1,74mの距離をあけ、SD521は南側に並走し

東西方向に伸びる。SD512とは 1.1～ 1.2mの距離である。意図的に配置されたことが窺える。

SD(溝跡 )512(第 4・ 108・ 109図 )

位置 SB501の西隣。 主軸方向 N3° W。 規模 全長 12.4m～。幅 0。96～ 1.6m。 深さ 0,13m。 断面
形 逆台形。 重複関係 SD512・ 521に切られる。SD513を切る。 掘込面 肖Jtt。 検出面 V層上面。 埋
土 A～ B層に分けられ、A層は灰黄褐色土に暗褐色シルト質埴土や炭化物を含む。B層は灰黄褐色土に暗

褐色ブロック土を含む。 出土遺物 土師器皿。瓦器椀の破片が出土している。

dり SB502～ 507(掘立柱建物跡 )/SC501(柱列 )/ビット群 (第 4・ 110図 )

SB502は 1間×3間の南北棟で調査区北西端に位置し、主軸は N3° W、建物規模は南北 3.9m×東西 2.lm

を測る。SB503は 2間×2間の東西棟で調査区北東端に位置し、主軸はN83° E、 建物規模は東西 5。 lm

×東西 3.3mを測る。SB504は 1間×5間の南北棟で調査区中央南側に位置し、主軸は Nl° E、 建物規

模は南北 8.Om×東西 2,Omを測る。SB505は 2間×3間～の南北棟で調査区中央に位置し、主軸はN2
°
W、 建物規模は南北 3.2m～×東西 4.Omを測る。SB506は 2間×2間～の南北棟で調査区中央に位置

し、主軸は N2° W、 建物規模は南北 3,7m～×東西 4.Omを測る。SB507は調査区中央南側 (第 93図参

照 )に位置し、主軸は N85° W、 建物規模は不明である。SC(柱列)501は 5間で南北方向に伸び(調査
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区中央に位置し、主軸は真北で南北 12.2mを測る。これらの出土遺物は土師器皿や瓦器椀等で細片が多い。

また、建物跡を構成すると思われるピット群からも多数遺物が出土している。(第 110図 291～ 310/表 7・

10)291～ 297は「て剣の字状口縁を呈する土師器皿である。291は SP240出上で口径 9.9cm、器高 1.3cm、

292～ 294は SP645出上で (口径 )9,2～ 10.6cm、 器高 0,7～ 1.2cm、 295は SP1448出土怠 口径 9,7cm、

器高 1.6cm、 296は SP751出土で (口径 )9,2cm,器高 1.3cm、 297は SP730出土怠 口径 10,3cm、 器

高 1,3～ 1.9cmを測る。298～ 303。 305・ 306は黒色土器椀怠 304は瓦器椀である。298～ 303・

305・ 306は SP730出土で口径 15.2～ 16.2cm、 器高 4,6～ 5.4cm、 底径 4.6～ 5,8cmを測る。304は

SP1448出土で (口径)13.4cmを測る。298・ 302・ 303は口縁部内面に沈線、301～ 303はヨコナデがみ

られる。いずれも内外面ともにヘラミガキを施現 これら土師器皿・黒色土器・瓦器椀は 10世紀後葉～ 11

世紀代のものと思われる。307は SPl19出上の施釉陶器の小郷である。308は SP349出土の施釉陶器の

四耳壷の底部と思われる。309は SP1317出土の鉄釘で、全長 3。2cmを測る。310は SP05出土の方形板

状の鉄片で湾曲している。
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SP 409/475/481/730 地鎮祭関連?
At SicHOYR3/2,Si110YR4/6粒 16～ 20X 軟 中―疎 α2～0 5cm大 炭化物やや多く含。土器多量出土。柱痕跡
A2i SicHOYR3/2,Si HOYM/6粒 30% 中一致 中

=藤
 02～ 0 5cm大 炭化物少量含。土器出土。桂痕跡

Bt Sic‖ OYR3/3,S1110YR5/6粒 ～lom六ブロック 中―軟 中―密 ～0 2om六炭化物少量含も掘方埋土
B2:SicHOYR3/3,Si HOYR5/6粒 ～3om大 ブロック 中預  中指  ～0 2cm大 成化物少量含。掘方埋土
Ct SicHOYR3/4,Si HOYR6/6粒 ～10m大プ苗ック 附010YR7/21～ 3cm大 ブロック 20% 中顛  密 掘方理土

SP■66/46S/472/473/482/503/504

態ミ1留 1群雛1計 |1解影:絶徽蕊霰
~為

聰
2ギ
:喧義焦契離霧競吝輝錢祟。

柱鰤
8,Sicl10YR3/3,Si HOYR5/6粒 ～lom大 プロック 中‐軟 中

=密
 ～0.2cmA炭化物少量含。掘方埋土

B2:Sic110YR3/a Si HoYR5/61～ 3o硝大ブロック 中預  中一密 ～030Ⅲ六炭化物少量含。掘方埋土
Cl:SicHOYR4/4,Si HOYR6/6村 ～10m大プロック HCЮ釈7/21～ 3cm大 ブロック 2蝋 中預  密 桐方埋土

SP404/478
AII SicHOYR3/3,Si‖ OYR4/0粒 15% 中―軟 疎 ～03o“六炭化物少量含。柱痕跡

舒:計さ濃 ,溜 1解γ:盤F花骰ブ宮秘廊疎中瑞留撃僻 °柱痕跡
Cli Sic110YR3/4,HC10YR6/805～ 3cm大ブロック 30“0% 中一軟 密 堀方埋土
SD-11

A■ SicHOYR3/3,Si‖ OYR6/205o田大 2併3朝 硬 中―密

SD‐12

Al:Sic110YR3/2,Sic7 5YR3/3 0 5cln六 3饂 0 5cm大カードン少 中預
Bl:Sic110YR6/2,Sic110YR3/305-lcm大 ,・ ロリ

'       。        __      2"

第 109図 SB-501/SD-512断面図
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(11り Si518(竪穴跡 )

S1518(第 4・ 131～ 134図 )

位置 調査区中央北端。 平面形 不整方形。 主軸方向 N2° W。  規模 東西 2.53m× 南北 1.97～
2.45m。 重複関係 なし。 深さ 床面まで0.19～ 0.27m。 床面から柱穴底面まで 0.07～ 0。 19m。 掘込
面 肖町平。 検出面 V層上面。 埋土 A～ C層の 3層に大別され、Al層は黒褐色土に褐灰色シルト、暗褐
色シルトブロック、礫、土器を含む。A2層は黒褐色土に多量の褐灰色シルトと暗褐色シルトブロッ久 礫、

多量の土器を含む。Bl層は黒褐色粘土に多量の褐灰色シルト、暗褐色シルトブロック、少量の炭化物や土

器を含む。Cl層は柱穴埋土で灰黄褐色土に多量の褐灰色粘土ブロックや土器を含む。 壁の状態 ほぼ直
壁。 床面の状態 ほぼ平坦。 施設 火床面なし。竪穴内土竣 なし。柱穴 竪穴内には直径 0.2～ 0.4mの
柱穴が 6回、南半部の壁際に集中して見られる。 周溝 なし。 床構築土 なし。 出土遺物 (第 H3～ 115

図 /表 7・ 8)311～ 317は土師器皿で口径 9。4～ 10.2cm、 器高 1.4～ 2.lcmを測り、ナデ・ヨコナデを

施現 318・319はやや中型の土師器皿で口径 14.6～ 15.Ocm、 器高 2.5～ 3.5cmを測り、内面はヘラミガキ、

外面はヨコナデを施現 3200321・ 323～ 331・ 333・ 334は瓦器椀である。口径 15.0～ 15,7cm(復元除

く)、 器高 4.5～ 5,4cm(平均 )、 底径 4.2～ 5,4cmを測り、高台断面形は台形や三角形怠 やや退化傾向

が窺える。いずれも12世紀代のものと思われ、樟葉型 H段階に相当するものが多数を占める。335は白

磁の皿と思われる。336・ 337は白磁碗で復元口径 18.4～ 19,2cmを測る。12世紀前半頃のものと思われ

る。338は土師器甑で底径 9,6cmを測り、底部には焼成前穿孔された楕円形の孔が 2つあり、長軸猛7～

8.4cm、 短軸 3.3～ 3.8cmを測る。外面体部下半に煤が付着している。339は礫石器で磨面が 5面見られ

る。340は砥石で4面に擦痕や条痕などの使用痕が見られる。

9V)SH501(集 石遺橋 )

SH501(第 4・ 135図 )
位置 調査区中央北端。 平面形 長楕円形。 主軸方向 N2° Vヽ。 規模 長軸 1,06m～。短軸 0,94m。
深さ 0.14m。 重複関係 なし。 掘込面 肖Utt。 検出面 V層上面。 埋土 Al～ 2層に細分され、暗褐色
土に褐色シルトや礫を含む。 壁・底の状態 壁は緩やかに立ち上がり底面はほぼ平坦であるが、集石がみら
れる。 出土遺物 瓦器椀、土師器皿、白磁口縁部等の破片が出土している。

(V)SD(濯i)521・ 523・ 5フ9/SF501(土塁状遺橋 )

SD(溝 )521(第 4・ 11フ ～ 119図 )

位置調査区北側東端～西端。 平面形 L字状。 軸方向 N83° E。 規模 全長 東西方向 7猛Om～ 南北方
向 13m～。 幅 2.2～ 5.3m。 調査区中央 (SD512合流部分)から東側にかけ争 段深くなると共に幅が約 5m
で一定になる。 断面形 逆台形～逆凸形。 深さ 0.2～0.87mo SD521西端で底面標高 14,3mに対し東端
で 13.8mを測り、0.5m程東側が低い。 重複関係 SD511～513を切る。 掘込面 肖町平。 検出面 I卜VIII

層上面。

埋土 西調査区の幅 4m未満の部分 SD521 ①・② lA―B断面。C―D断面 )と調査区中央～東調査区の幅 5m

以上の部分 SD521 ③・④ (E―F断面・G―H断面 )では埋土の状況が異なっている。SD521 ① o ②は A～H層

の 8層に大別され、14層に細分される。Al～2層は褐灰色シルトに黒褐色シルトブロックをやや多く含む。

A3～5層は褐灰色粘土に黒褐色シルトブロックや炭化物を含む。Bl～2層は褐灰色粘土に黒褐色シルト質埴土

を含む。Cl層は褐灰色粘土に多量の黒褐色シルトブロックを含む。Dl層は黒褐色シルト質埴土に黄褐色シ

ルトや礫を含む。El層は黒褐色粘土に褐灰色粘土や暗褐色シルト質埴土を層状に含む。Fl～2層は黒褐色
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第 113図  SI(竪穴 )518出土遺物 (1)
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SH-501

A'Sic H OYR3/3,S H 10YR4/6粒 20%
A2:Sic110YR3/3,S l10YR4/6粒 57%

中―軟 中―密 ～lc細大 レキ少量含。
軟 中―疎 ～3cm大 レキ少量含。

lm

第 116図 SH-501(集石遺構 )平・断面図

土に褐色シルト質埴土や炭化物を含む。Gl層は黒褐色土ににぶい黄褐色シルトを多量に含む。Hl層は明
オリーブ灰色粘土に黒色ブロック土を含む。SD521 ③ o ④は A～F層に大別され、12層に細分される。また、

SD521 ④では A ttE´ 層を記載しているが、明らかに後からの掘り込みと考えられる。Al層は灰黄褐色シル

トに多量のにぶい黄褐色土を含む。Bl～3層は灰黄褐色シルトに暗褐色ブロック土や土器、酸化鉄をやや多

く含む。Cl～2層は褐灰色粘土に黒褐色～暗褐色シルトブロックを含む。Cl層は礫や土器を含む。D卜3層

は明青灰色粘土に褐灰色粘土ブロックや炭化物を含む。Dl層はやや沈殿気味。El層は褐灰色粘土に灰黄

褐色粘土や礫、炭化物を含む。Fl層は黒褐色土に黄色シルトや橙色の焼土粒を含む。F2層は黒褐色土に

黄色シルトブロックをやや多く含む。SD521 ④のA´1層は灰オリーブ色シルトに多量の礫を含む。B´ 1～2層

は黄灰色シルト質埴土に褐灰色粘土や礫を含む。C′ 1層は褐灰色粘土に黒色シルト質埴土や多量の礫を含

む。D´ 1層は灰色砂壌土に明青灰色粘土、多量の礫や土器を含む。E´ 1層は明緑灰色粘土に灰色シルト

を含む。 壁の状態 調査区西側はややきつく立ち上がるのに対し、東側では壁中程から明らかに傾斜が変
化し緩やかに立ち上がっている。埋土の違いなどからも一度埋没した溝を再度掘り直して機能維持を図って

いることが窺える。 底の状態 ほぼ平坦。
出土遺物 (第 118・ 119図 /表 8・ 10)341・ 342は土師器皿である。342は「れ の字状口縁で 10世紀

末～11世紀前葉頃のもので lA―B断面 )より西側で出土している。341は (口径 )8.7cm、 器高 1.3cmで 口縁

部がややきつく立ち上がり器高が低く、概ね 13世紀前半頃のものと思われる。343・ 345も土師器皿であ

るが中型のサイズである。343は (口径 )12.8cm、 器高 1.9cmを測り、外面ナ式 ユビオサエ、内面ヨコナ

デを施し、342同様 lA B断面 )より西側で出土している。345は (口径 )16.8cm、 器高 1.8cmを測り、外

面ヨコナ式 ユビオサエ、内面ヘラミガキを施現 344・ 346～354は瓦器椀である。口径 12.3～ 14.3cm(復

元除く)、 器高 2.5～ 4.lcm、 底径 3.8～ 4.4cm(344除く)を測り、回縁部はヨコナ犬 外面ユビオサエ、内面
ヘラミガキや暗文を施現 貝占付高台は退化し、概ね 13世紀前半頃で和泉型 HI～IV段階と思われるものが
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多数を占める。344は高台が断面三角形であることから12世紀代のものと思われる。355～357は施釉陶

器で 355・ 357は椀・356は小郭である。357は外面底部に墨書「f」 ヵされる。358・ 359は白磁で 358

は皿、359は瓶の底部と思われる。360は磁器の小郵である。364・ 365は東播系須恵器の片口鉢である。

365は (口径 )28.Ocm、 器高 10,9cm、 (底径 )8,3cmを測る。366・367は自磁の碗で底部を欠損する。(口
径 )16.3～ 1猛Ocmを測り、白磁 VI類に属し12世紀前半頃のものと思われる。368は陶器壷の底都である。
369・ 370は鉄鏃怠 鏃部を欠損する。369は残存長猛2cm～、幅 0,3～1,5cm、 厚さ0.2～ 1.lcm、 370は残

存長 3.6cm～、幅 0.6～ 0.8cm、 厚さ0,3～ 0.8cmを測る。371は平瓦で外面コビキ、内面布目が観察される。

その他にも三足羽釜等が出土している。

SF(土塁状遺橋 )501(第 4・ 120図 )
位置 SD521の南約 lmに並行。 平面形 ほぼ直線。 軸方向 N87° Vヽ。 規模 全長 15.Om～ (調査区東
側では礫敷の土塁は検出されず推定ラインに溝 (SD535)が 確認される。これを含めると45mとなる。)幅
～1.Om。 (SD535は 1.6m。 )断面形 皿形。 高さ 0,卜0.15mほど盛り上がる。(SD535深さ0.1～ 0,18m。 )

重複関係 SD535は SD521に切られる。 掘込面 肖町平。 検出面 IVこVIII層上面。 出土遺物 (第 120図 。

表 9)372は黒色土器椀で回縁部を欠損する。373は土師器皿と思われ、374は土師器羽釜である。375
は陶器壷の底部である。やや低めの高台で外面体部下端に回転ヘラケズリを施現

SD(溝 )523(第 4・ 121図 )

規模 全長 80.3m～。 幅 0.6～ 2.2m。 深さ 0。 1～0,2m。 断面形 U字形。 埋土 単層でA層は褐灰色砂
壌土に暗褐色ブロック土を含む。 重複関係 SD535を切る。 壁の状態 やや緩やか。 底の状態 皿状に
くばむ。 出土遺物 (第 121図・表 9)379は瓦器椀で口縁部を欠損する。高台は断面形台形でしっかり
しており、(底径 )4.8cmを測る。内面にヘラミガキを施筑 380は施釉陶器碗である。381は陶器瓶の底

部である。382は底部を欠損した陶器播鉢で (口径 )28.6cm、 (最大径 )30。 lcmを測る。383は陶器甕の

体部である。

SD(漏 )5フ 9(第 4・ 140図 )
位置 調査区中央西端。 規模 全長 猛8m～。 幅 0,4～ 1.3m。 断面形 逆台形。 深さ0,23～ 0.31m。 重複
関係 SD521に切られる。 埋土 A―C層の 3層に大別され、Al～2層は褐灰色シルトに暗褐色シルトブロッ
クと炭化物を含む。Al層は焼土粒も含む。Bl層は褐色シルトに褐灰色シルトを含む。Cl層は褐灰色粘土

に黄褐色シルト質埴土と少量の炭化物を含む。 壁の状態 ややきつく立ち上がる。 底の状態 ほば平坦。
出土遺物 (第 121・ 123図・表 9)376～378は土師器皿で口径 8.1～ 8.4cm、 器高 1.0～ 1.3cm(平均 )を測り、

内外面ともにナデを施すと凡そ 12世紀後半頃のものと思われる。405は滑石製の石鍋怠 体部下半を欠損

している。(口径 )172cm、 (最大径 )23.4cm、 厚さ 1.4～1.6cmを測り、黒色を呈する。その他に三足羽釜

や陶磁器、貼付高台が形骸化した瓦器椀などが出土している。

S降508(4・ 122図 )

位置 調査区北西部。 平面形 方形。 規模 長軸 (南北 )0,85m。 短軸 (東西 )0,7m。 深さ 0.25m。 断
面形 U字形。 重複関係 なし。 掘込面 肖町平。 検出面 IV層上面。(第 1面。)埋土 単層でA層は暗
褐色土に黄褐色シルトブロックを含む。 壁・底の状態 緩やかに立ち上がり、底面はややくぼむ。 出土遺
物 (第 122図・表 9)387・ 388は瓦器椀怠 387は口縁部、388は底部をそれぞれ欠損する。387は底

径 6.25cmを測り、高台断面形が三角形を呈する。388は回唇部内面に沈線を有し、内外面ヘラミガキを

施筑 389は陶器甕の回縁部で (口径 )33,3cmを測る。他に「砲 の字状口縁の上師器皿、黒色土器碗が

出土している。これらは概ね 11世紀末～12世紀初頭頃のものと思われる。
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SD-5210/O
Al:Si HOYR3/1,Sic7 5YR2/2粒 ～lm大 3叫 中―軟 中―疎
A?:Si110YR5/1,Sic7.5YR2/2 粒～lcm大 3蝋■齢 中―軟 中―密 P少
A3:Hc10YR6/1,Siむ7.5YR2/2 粒～lcln大 20X 中―軟 密 05-lun六 カイ ン少
A4:Hc1046/1,SiC7 6YR2/2 粒～lcm大 15銘 軟 密 02-lom大 カーホウ微
A5:Hc10YR6/1,Sic7 SYR2/2 触 5-10監 軟 密 05-lcn大方―ドン少
Bl:H● 10YR5/1,Sic7 5YR3/2 粒 15“ 中―軟 密

旨i紹群罹夕穏t,,1,詭死
田
竃～守c諜 鳥;軟中甲 謂rm定,魅線自色粒少

D:Sic10YR3/2,Si110YR5/6 0 5om大  2030% 申―欺 中増  ～0 3cm大 白色篠少
E:Ho10YR2/1,Hc10YR6/1 20%Sic7 5YR3/3 迪～層状 1い15監 ～0 3cm白色韓少

路:留 :1協牌夕:1朗腑影1盤 :詔社熟期翠琺t出瀞中∵
中韓

G:Sic旧 OYR3/2,Si110YR5/3 粒～α3cm六  50-6鶴 軟 藤
H:Hc5GY7/1、 Si。10VR2/1 05,2cw大  1酬 軟 中‐密

第 117図  SD‐521断面図

※第4図参照
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第 122図 SK(上墳)508・ 532出土遺物

S降532t4・ 122図 )

位置 調査区中央北端。 平面形 長楕円形。 規模 長軸 (南北 )2.15m。 短軸 (東西 )0.6～ 0.8m。 深さ
0,15m。 断面形 U字形。 重複関係 SD512を切る。 掘込面 肖町平。 検出面 Ⅳ層上面。(第 1面。)埋
土 単層でA層は暗褐色土ににぶい黄褐色シルトブロックを含む。 壁・底の状態 緩やかに立ち上がり、底
面はほぼ平坦。 出土遺物 (第 122図。表 9)384・385は白磁の不である。384は回径 11.Ocm、器高 2.7cm、
底径 4.2cmを測る。385は (白径)10.6cm、 器高 3.lcm、底径3.9cmを測る。386は土師器皿で(口径)9.Ocm、

器高 1,lcm、 器厚 0.3cmを測り薄手の皿である。他に瓦器椀が出土している。

(Vり その他遺橋。中世遺物包含層出土遺物 (第 123図・表 9)

390は土師器皿で口径 9,7cm、 器高 1.6～2.lcmを測り、底部から口縁部にかけて屈曲し外反する。391

は SP1341出土の瓦器椀底部と思われ、高台の断面形は台形を呈し底径 4.2cmを測る。392は貼付高台

が形骸化し、薄手で (口径 )14.2cm、 器高 3.7cm、 底径 3.7cmを測る。外面ナ犬 ユビオサエ、内面ヘラ

ミガキを施現 393は白磁碗で底部を欠損する。394は龍泉窯系青磁碗で口縁部を欠損する。底径 5.6cm

を測る。395は白磁碗で底部を欠損する。回縁部はつまみ上げられ外反する。396～398・ 402は施釉陶器

椀でいずれも口縁部を欠損する。399は施釉陶器小邪の口縁部である。400・ 401は白磁で400は口縁

部・401は底部である。403・ 404は東播系須恵器の片口鉢である。403は (口径 )29.2cmを測り、404

はSD587出土で (口径 )29.5cm、 (器高 )11.5cm、 (底径 )6.9cmを測り、その特徴から12世紀末～13世

紀初頭頃のものと思われる。406・ 407は施釉陶器四耳壷の耳部である。408は陶器壷の底部である。
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Ⅲ.調査のまとめ

弥生時代

今回の調査では弥生時代中期～後期にかけての方形周溝墓を中心とする墓域を中心に検出しているが、

その総数は推定も含めく 27基にも及ぶ。郡遺跡および隣接する倍賀遺跡において方形周溝墓が検出され

た総数は80基以上を数え、いずれも弥生時代中期のものと考えられている。郡遺跡の広さは南北 1.2km、

東西 0.7kmにおよび約 80万∬もの広さを有しているが、周辺の調査面積は約 4万∬程で遺跡全体の 5%

程度である。

今回の調査区で検出された方形周溝墓の特徴をまとめると、以下のようになる。

1 陸橋部分が存在する周溝墓が多いこと。
2 周溝墓同士が溝を共有するものが多いこと。
3 主体部と見られる土墳墓を伴う周清墓が少ないこと。
4 平面形は方形を基本とするが、長方形に属するものが多いこと。
墳丘規模は 1辺 3.6～10,lmを測り、最小 3.6× 3.6m(推定)面積 13M・ 最大 7.9× 9,7m、 面積 77�

である。

6 周溝の断面形は逆台形・U字形・逆凸形 ・幅 0.3～ 3.2m、 深さ 0.卜0,8mである。
7 墓域を区画する溝 SD220とその外側に SD196が検出された。
また、方形周清墓を溝の共有・切合い。遺物の時期等で判断し、方形周溝墓の前後関係を試案してみた。

SZ14(II様式 )

SZ7(II-3様式 )

SZ20-― SZ21

― SZ13(II～ IH様式 )

SZ9・ 10・ 26(II-3～ Ⅲ 様式 )

SZ14 -SZllCII様式 )一 SZ12(Ⅳ -2様式 )

SZ15-SZ17-SZ23-SZ21(II-3様 式 ) SZ18-SZ19
――SZ23

SZ15-― SZ17-一 SZ16

SZ24-― SZ16

一 SZ19(III-2様式 )

SZ4⌒ン6・ 8(III様式 )

SZ2(III様式 ) SZl(VI様 式～庄内式併行期古段階 )

SZ2     -SZ3(Ⅳ 様式)※ ―は前後関係を示筑
周溝墓の前後関係は以上のように考えられるが、これを基に概観すると弥生時代中期前葉 CI様式 )の方

形周溝墓は調査区南東側～北東側に集中して多く見られる。(SZ14～ 17・ 20・ 21・ 23・ 24)完周しているも

のがみられない。弥生時代中期前葉～中葉 (II～III様式 )にかけての周清墓は中期前葉段階の周溝墓を避け

るように周辺に展開する。(SZ10。 13・ 14・ 26)また、陸橋部と周溝にメリハリがある。弥生時代中期中葉

(Ⅲ様式)の周溝墓はさらに中期前葉
。前葉～中葉の周溝墓の北側の周囲に取り付くように展開する。(SZ2・

4～ 6・ 8・ 11018・ 19)この段階の周溝墓の特徴は、隅丸長方形。長楕円形の主体部が残っているものが多

く見られる。(SZ4・ 6・ 11・ 19)また、主軸方向の違いが指摘できSZ4～6・ 8のグループとSZll・ 18・ 19の

グルーズ SZ2がある。SZ2は調査区北西端に位置し、主軸方向も大きく異なることから、調査区南西端～

北東端に展開する周溝墓群とは明らかに墓域を異にするグループ (家族集団)と考えられる。SZ4～6。 8と

SZll・ 18・ 19は主軸がやや異なっていることから大別したが、SZll・ 18・ 19は中期中葉段階でも(III-2様式 )

時期差による差と考えられ、前述したような集団の差ではないと考えられる。さらに、中期中葉段階に調査

区南東部にみられる溝 SD220や SD196のような墓域を区画する溝を構築したものと推察される。SD220

は南に隣接するH2年度市立中央図書館用地の発掘調査において大溝とされた溝と推定され、弥生時代後

期後半には埋没していた事を指摘しているが、今回の調査でも一致している。弥生時代中期後葉 (Ⅳ様式 )

では周清墓の数が減少し、陸橋部が確認されなかった。(SZ3・ 12)少し時期を空けて弥生時代後期後半 (VI
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様式 )～ 古墳時代前期初頭頃 (庄内式併行期古段階 )の方形周溝墓が 1基のみ存在する。調査区北西端の

分レープ集団に位置するSZ3である。墳丘規模は推定 13�とかなり小さい。後述する古墳時代の遺構怠

この時期に該当する竪穴住居跡 (S14・ 8)や後続すると思われる区画清 (SD60・ 63)がある。また、この区

画溝からは埴輪片も出土しており、周溝墓から古墳への推移も気になるところである。なお、私見であるが

郡遺跡・隣接する倍賀遺跡においてかなり広域な範囲で弥生時代中期に属すると考えられる方形周溝墓が検

出されており、また、竪穴住居や建物・井戸等の集落の要素を欠いている。このことから、当調査区で確認

されたような墓域を構成する小集団のグループが郡遺跡を中心とした範囲に複数の小集団を構成し、さらに

その小集団が郡遺跡を中心とした地域を小集団間の墓域として選地したと推察するが、この地域の当該期の

集落や墓域の在り方は今後の調査事例によって解明されていくものと期待したい。

古墳時代～古代

今回の調査では古墳時代の竪穴住居跡 26棟を中心に丼戸、土渡、溝、柱穴等の集落を構成する遺構

群が検出されている。郡遺跡および隣接する倍賀遺跡において古墳時代の竪穴住居跡が検出された総数は

40棟前後を数え、古墳時代中期～後期前葉頃のものが大多数を占め、他には古墳時代初頭頃 (S14・ 8)。

前期 (S110)の竪穴がある。

他には調査区中央西端に溝 (SD60・ 63)で長方形に区画された箇所があり、南に陸橋が開口する。主軸方

向は N50° E、 溝の内径は北西―南東 19.6m～、南西―北東 10.2～ 11.2mで 区画内面積は 210∬ ～を測る。

出土遺物は 5世紀後半の須恵器邪身。蓋。高郭を中心に土師器小型丸底鉢 。二重回縁壷 (波状文 )や円筒

埴輪・形象埴輪等が出土している。これらのことから長方形を呈する墳墓の可能性も考えられる。

今回の調査で検出された古墳時代の集落遺構の特徴をまとめると以下のようになる。

l SI堅穴住居跡の主軸方向から3つのタイプに分けられる。真北。南西―北東・南南西―北北東

2 重複関係からS113(5世紀中～後半)が S114(5世紀後半～6世紀前葉 )に先行する。
3 竪穴住居跡の規模は、1辺 1.8-7.4m。 最小 1.8× 2.3mで床面積 4.14M。 最大猛4× 猛5mで床面積
55。5�を測る。全体的に削平されたものが多く、床面又は構築土の掘込み面での検出が多い。そのため

火床面・周溝等が確認されたものが少なかった。火床面があるのはS13(西 )・ 11(東 )・ 14(西 )・ 15(西 )・

19(北 )の 5棟であった。また、竪穴内に土墳を有するものが多く、S11～ 3・ 11～ 16・ 21・ 23の四隅や壁際、

中央部に見られる。床構築土が確認されたのは、S13-7・ 9。 H・ 12・ 15・ 17・ 21である。これら竪穴住居

跡は概ね 3時期に分類される。古墳時代初頭 (S14・ 8)、 4世紀中～後半頃 (S110)、 5世紀中～6世紀前葉

頃である。古墳時代初頭～前期の竪穴住居跡は調査区北端に集中して見られ、古墳時代前期のS110から

は土師器小型丸底鉢・壷や小型無孔器台、口縁部を内側に肥厚させて面を持たせた山陰系の2重回縁壷

が出土している。5世紀中～6世紀前葉頃の竪穴住居跡が最も多く、井戸や土墳・柱穴等の多数の遺構を伴っ

て集落を形成している。さらに、5世紀中～6世紀前葉頃の (古墳時代中期～後期)竪穴住居跡は継続的

に居住し竪穴を建替えていることが窺える。

試案であるが、出土遺物 (須恵器・土師器 )の時期などから5世紀中～後半の竪穴は S12・ 12・ 13・ 22、

5世紀後葉の竪穴は S1103・ 5・ 15・ 19・ 21・ 24・ 26、 5世紀後～6世紀初頭の竪穴は S16・ 7・ 11014・

20・ 23、 6世紀前葉～の竪穴は S19。 16～18と考えられる。特に調査区南半部で検出された竪穴住居群は

5世紀中～後半の S112。 13・ 22(主軸 北西―南東 )、 5世紀後葉の S115・ 19・ 21(主軸 南―北 )、 5世紀後

～6世紀初頭の S111・ 14・ 20(主軸 南南西―北北東・南―北 )と移り変わりがみてとれ、また、この竪穴群

付近に丼戸や土墳が多く検出されている。調査区中央北端で検出された S15-7・ 9はある程度、埋土の深さ

があり最小と最大の竪穴であるが、火床面や土墳が存在せ成 床面にも堅い部分がない。さらに、S17から

は多量の須恵器の不蓋・」歎 高邪蓋。身を中心とする須恵器が出土していることから単なる廃棄場所として

の機能だけではなく、何らかの機能を有していたものと想起させられる。
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4 SE(井戸 )/SK(土墳 )は南半部に検出数が多く、口縁部を打ち欠いたり、穴をあけたり、器面が剥離す

るほど火熱したりといった土器等の状態から丼戸祭祀の可能性が推察される。

5 長方形区画清 (SD60/63)は 5世紀中～後半頃の須恵器や土師器、埴輪片が出土し、南に陸橋部を有
する等、長方形を呈する墳基の可能性が考えられる。区画内の面積は 210∬以上である。

6 古代の遺構は土墳・溝・柱穴 (瓦出土)等で全体の遺構総数からみると遺構比率が極端に少ない。
以上のように古墳時代の遺構が中心で、当調査区の周辺を概観すると古墳時代初頭では、南東へ 200m

程の倍賀遺跡 lHK91-1)においく 東西方向の SR01(大溝)からS110と同時期の土師器が多量に出土して

いる。また、竪穴住居跡は近隣調査区においても検出されており、北側で 7棟、西側 1棟、南側 1棟のほ

かに古墳時代全体を通じて遺構群が多様な広がりを見せることから、調査事例の増加を待って再度検討す

る必要があろう。

古代、飛鳥・奈良時代の遺構・遺物の検出は少数であったが、近隣の既往調査をみると、茨木 ICの北側 (五

日市緑町 )～ 主要地方道大阪・高槻
。京都線沿いに上穂積 2丁目付近まで南北約 600mにわたって古代の

掘立柱建物跡 (SB)が検出されているが、未だその全貌は明らかではない。

中世 (平安時代～鎌倉時代 )

今回の調査で検出された中世集落遺構の特徴をまとめると以下のようになる。

SD521(大溝 )は L字状を呈し東西 77m以ム 南北 13m以上、幅 2.2～5.3mを測る。南に並走する

SF501(土塁状遺構 )と関連性が指摘できる。さらに、SD512が西から30m程の所で SD521に対して垂直

に合流する。また、この合流部分から東側の SD521の幅・深さ。埋土等が変化しており、大溝の改修を行なっ

ているようである。この SD521を基準に SB(掘立柱建物跡 )501・ SH501(配石遺構 )・ S1518(竪穴)等が

計画的に配置されていることが窺える。SD521の南側にも建物跡や柱列、竪穴等が検出されるものの、南

北方向を基準とした耕作溝が中心に多数検出される。それぞれの遺構の時期はSD521が 11世紀～13世紀

前半頃までの遺物を有し、SB501が 13世紀前半頃、S1518が 12世紀前半～13世紀中頃怠 その他土墳

や柱穴からもH世紀代～13世紀前半頃までの遺物を出土する遺構が多くを占める。また、14世紀代の遺

物も散見される。郡遺跡における中世の遺構の広がりは当調査区に隣接する南側 (KH9∈ 1)の発掘調査怠

井戸が検出され土師器皿・鍋。東播系須恵器捏鉢が一括出土しており、和泉型瓦器椀は 12世紀中頃のもの

とされている(尾上編年 II-2)こ とからも、当該期の中世遺構の広がりとして捉えられる。また、南の春日遺

跡内 (上穂東町 )においても12世紀頃の清が検出されている。

今回の調査では、弥生時代中期・古墳時代中期～後期。中世 (平安時代後期～鎌倉時代 )を中心とした

遺構や遺物が多数検出され、郡遺跡における畑田町の時代ごとの性格や特徴が明らかになった。と同時に

新たに、弥生時代は前後の時期の繋がりや当該期の集落の様相、古墳時代の当地における役割や性格がど

のように移り変わっていくのかという事や、古代島下郡衡の存在の是非等 、々課題は山積である。
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「古墳出現前夜の集団関係」『考古学研究』20-4

「前方後円墳出現期の社会」『考古学研究』263

『須恵器大成』角川書店

『和泉陶邑窯の研究―須恵器生産の基礎的考察 』柏書房

「近畿」『弥生土器I』ニューサイエンス社

「畿内における古代末から中世の上器」『中近世土器の基礎研究』Ⅳ

『日本農耕社会の成立過程』

『弥生土器の様式と編年』近畿編I・ II木耳社

茨木市教育委員会

茨木市教育委員会

茨木市教育委員会

大阪府教育委員会

茨木市教育委員会

茨木市教育委員会

茨木市教育委員会

田中琢

田辺 昭三

佐原真

都出比呂志

都出比呂志

田辺 昭三

中村浩

伊藤 暁子

鋤柄俊夫

都出比呂志

寺沢薫・森岡秀人

1995年

1995年

1996年

1999年

2001年

2003年

『概説 中世の上器・陶磁器』真陽社 中世土器研究会編

「瓦質土器〔2〕各地の瓦質土器」

「貿易陶磁器〔2〕中世前期の貿易陶磁器」

鋤柄俊夫

山本信夫

「近畿南部の煮炊具―播磨・摂津・河内・不日泉・紀伊・淡路 」

『古代の土器研究会第4回シンポジウム煮炊具』古代の上器研究会編 秋山浩三

「近畿における弥生化の具体相」『論争吉備』考古学研究会     秋山浩三

『和泉陶邑窯出土須恵器の型式編年』

『古墳出現期の土師器と実年代』(財)大阪府文化財センター

中村浩
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遺物観察表 (1)

図版
番号
瑚
謡

迪構 層位 徹 離

題 調整

口径 最大径 底径 器高 最大厚 内面

第 H図 1 2面・埋土 弥生土器 甕 190 152～ 04-08 体:ヘラナデ、ヘラミガキ

第■図 2 SD64 2面・埋土 弥生土器 甕 (1481 172 36～42 05-15 口～頚 :ヨ コナデ、体 :ナデ

第 H図 3 2面・埋土 弥生土器 寮 174 (209) 143～ 05-08 口:ヘラナデ、頚:ナデ、体:ヘラミガキ

第 11図 4 2面。埋土 弥生土器 賓 (148) 128～ 04～065 日～預:ヨコナデ、体:ヘラナデ

第 H図 SD64 2面。埋土 弥生土器 甕底部 134- 65～ 055～ 155 体 :ヘラナデ

第 12図 SD67 2面・埋土 弥生土器 広口壷 209 279 90～ 105 05～09

第 12図 7 2面・埋土 弥生土器 小型有孔鉢 70-74 035～08 ハケメ

第 16図 8 SD33 2面・埋土 弥生土器 広日壷 (312) 376～ 035～06

第 16図 9 SD83 2面 。埋土 弥生土器 台形土器 (207) 90～ -14 ヘラミガキ、ナデ

第20図 SD59 2面・埋土 弥生土器 広口壷 272-278 055～20 口 :ハケメ、体 :ナデ。ヘラナデ

第33図 SD202 2面・埋土 弥生土器 高郷 225 188 045～23 ロフヽケメ

第33図 SD202 2面・埋土 弥生土器 甕 234～242 03～21 日 :ハケメ、体 :ナデ

第 34図 SD235 2面・アゼ 弥生土器 無頚重 222 05～ 12 ハケメ

第34図 SD223 2面・埋土 弥生土器 広回壺 (235) 62- 05-10 口縁 :列点文

第34図 SD223 2面・埋土 弥生土器 小型壷 (1■ Ol 74- 06～08 ユビオサエ、ナデ

第47図 SD197 2面・埋土 弥生土器 広日壷 227 262 437 04～ 17 ハケメ、底 :ヘラ痕

第54図 269 2面・埋土 弥生土器 広口重 ¢201 23～ 05～075 摩減

第54図 SD196 2面・埋土 弥生土器 広口壺 (167) 43～ 07-08 アヽケメ

第54図 SD206 2面・埋土 弥生土器 鉢 (343) 255 06-29

第54図 SD196 2面・埋土 弥生土器 広口重 73～ 035～06 ハケメ?

第55図 包含層I-3G 2面上層 弥生土器 広回壷 1203) 78～ 05～ 16 摩滅

第55図 225 包含層I-3G 2面上層 弥生土器 有段口縁壼 (2601 55～ 04～ 16 摩減

第58図 2面・埋土 須恵器 邪蓋 115 120 03-06 回転ナデ

第 58図 SD58 2面・埋土 須恵器 不蓋
102～
120)

02-08 回転ナデ

第58図 SD58 2面・アゼ 須恵器 FTN蓋 (122) 03～07 回転ナデ

第58図 SD58 2面・埋土 須恵器 郷蓋 025～045 回転ナデ

第58図 SD58 2面・埋土 須恵器 jTN蓋
(125) 02～045 回転ナデ

第58図 127 SD58 2面・埋土 須恵器 不蓋 (130) 43～ 025～055 回転ナデ

第58図 2面・埋土 須恵器 イ蓋 120 43～ 015～065 回転ナデ

第58図 222 SD58 2面・埋土 須恵器 邪蓋 (127) 02-055 回転ナデ

第58図 SD58 2面・埋土 須恵器 不蓋 120 04～055 回転ナデ

第58図 5 SD58 2面・埋土 須恵器 不身 (1■ 0) (126) 02-09 回転ナデ

第58図 SD58 2面・埋土 須恵器 j・T身 (103) (1201 025～06 回転ナデ

第58図 SD58 2面・埋土 須恵器 不身 (1■ 4) (127) 02～05 回転ナデ

第58図 2面・埋土 須恵器 不身 196) (1201 015-08 回転ナデ

第58図 SD58 2面・埋土 須恵器 郷身 (102) (125) 025～05 回転ナデ

第58図 122 SD58 2面・埋土 須恵器 邪身 (1001 (1■ 8) 025～04 回転ナデ

第58図 2面・埋土 須恵器 lTN身 (1081 02-06 回転ナデ

第 58図 SD58 2面・埋土 須恵器 不身 (103) (124) 37～ 02-045 回転ナデ

第58図 SD58 2面・埋土 須恵器 高郷蓋 (1321 02-06 回転ナデ

第58図
2面・
埋土下層

須恵器 高イ蓋 03-06 回転ナデ

第58図 SD58 2面・埋土 須恵器 高不蓋 025～05 回転ナデ

第59図 2面・埋土 須恵器 有蓋高邪 (105〉 132 02～ 13 回転ナデ
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調整 色調

胎土 焼成 蹄
∽

時期 膳

外面 外面 内面

頚:ヨヨナデ、体:タ タキ(平行)、体下:ナデ
ツケ 浅黄栓 浅黄橙 △ (a V様式? 頚部径 11 9。

国～頚 :ヨ コナデ、体 :タ タキ (平行 ) 黄橙・褐灰 黄橙 △ 〇 V様式? 頚部径 11 5。平底。体部外面下半に煤付着。

口:ヨ ヨナデ、体:タ タキ(平行) 浅黄橙 浅黄橙 △ O V様式? 頚部径 14 5。 1～ 4ミ リ大の砂粒多。

口～頚 :ヨ コナデ、体 :タ タキ (平行) 浅黄橙 浅黄橙 △ ○ V様式? 頚部径 12 8。 口縁部に朱彩 ?内面には黒斑。

体 :タ タキ (平行 ) 浅黄橙 鉦い黄橙 △ O V様式? 底部内面黒斑。平底。

口 :ナデ、体 フ ケヽメ 嘲珊
鈍い黄橙 △ ○

Ⅳ― I?
様式 体部外面に黒斑有。内外面ともに摩滅著 しい。

口 :平行沈線 浅黄橙 浅黄糟 ○ ○ 100 Ⅲ様式? 穿孔計
30箇所。日 :2(紐孔 )、体 :22、 底 :6。 孔径 0 4～ 0 5。 すべて焼成

前穿孔。

ハケメ 浅黄橙 浅黄橙 △ ○ I-3様式 内外面摩滅著 しい。口縁端部～内面、体部外面に未彩痕跡。

ナデツケ、ヨコナデ、ヘラミガキ(太め) 黄橙 黒 ○ ○ Ш様式? 台部外面ミガキ調整、黒化。

口 :ハケメ、3条 1対の櫛描直線文7段、波状
文、体部 :ヘラミガキ、下端 :ヘラケズリ

橙 橙 ○ O Ⅲ様式 体部外面に黒斑有。

ハケメ、ナデ
浅黄橙・

灰黄褐
淡黄 △ ○ Ⅱ様式 口縁部外面に煤付着。2～ 3ミ リ大砂多。

口 :ハケメ、ヨコナデ、体フ ケヽメ 橙・浅黄橙 橙 △ ○ Ⅱ様式 平底。底部木葉痕。

日～体上:櫛描直線文7段、体下:(タテ)ヘ
ラミガキ 浅黄橙 浅黄橙 △ △ Ⅲ様式

体部中央に焼成後、穿孔1箇所有。径 1 5か ら 1 8。 口唇部にも焼成後欠損
痕。外面体部下端に赤彩。

日縁 :凹線文、頚 :櫛描直線文 黄橙 黄橙 ○ ○ 中期後葉 Ⅳ -2。 SK137と 同時期、櫛描直線文、波状文、列点文。

口～頚 :ヘラミガキ、ヨヨナデ、体フ ケヽメ 鈍い橙 明黄褐 ○ ○ 5C後半 頚部径 9 2。 日高 2 3。摩滅および火熱により器面剥離、淡橙に変色。

ハケメ、頚部 :櫛描直線文 3段十波状文 1
段十直線文3段。

浅黄橙・

鈍い黄橙
浅黄橙 ○ ○

Ⅱ-3～
Ⅲ様式 体部中央外面

に黒斑有。

摩滅 浅黄橙 浅黄橙 △ Ⅱ様式? 甕回、庄内併行期 ?

摩減 鈍い黄橙 橙 ○ ○ 中期 Ⅱ様式???????

口 :ヨ コナデ、体 :ハケメ 浅黄橙 浅黄橙 △ ○ Ⅲ様式? 口～体下端に黒斑有。日縁外面に丹塗り痕跡。内面摩滅著 しい。

櫛描直線文 黄褐 黄橙 ○ ○ 中期後棄 Ⅳ様式

摩滅 明赤褐 明赤褐 〇 ○ Ⅲ様式?

ヨコナデ 明赤褐 明赤褐 ○ ○ V様式?

回転ヘラケズリ 灰 灰 白 O ○ 5C後半

天丼部回転ヘラケズリ 灰・灰白 灰・灰自 ○ ○ 5C後半

天丼部回転ヘラケズリ 灰 白 灰 白 ○ ○ 5C後半

天丼部回転ヘラケズリ 灰 灰 △ ○ 5C後半 長石粗砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 掲灰 灰 白 O O 5C後半

天丼部回転ヘラケズリ 灰 灰 ○ ○ 5C後半

天丼部回転ヘラケズリ 灰 灰 △ ○ 5C後半 長石粗砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 灰 灰白 ○ ○ 5C後半

天丼部回転ヘラケズリ 褐灰 灰白 O △ 5C後半

回転ヘラケズ リ 灰 灰 ○ ○ 5C後半 内面に橙色有機物付着

回転ヘラケズリ 褐灰 灰 自 ○ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 灰 白 灰 自 △ △ 5C後半 長石粗砂多。

回転ヘラケズリ 灰 灰 ○ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 暗灰・灰白 灰 △ ○ 5C後半 黒い粗砂多。

回転ヘラケズリ 灰 灰 △ ○ 5C後半 lll砂多。

回転ヘラケズリ 暗灰・灰白 灰 白 ○ ○ 5C後半 嵐部外面 :ヘラ描き 「記号」 V多数

回転ヘラケズリ 灰 。灰 自 灰 自 ○ ○ 5C後半

天丼部回転ヘラケズリ 灰・灰黄 灰 自 O ○ 5C後半 つまみ径 30、 高 09。

天丼部回転ヘラケズリ 灰・暗灰 灰 ○ ○ 5C後半 つまみ径 2 7、 高 09。

天丼部回転ヘラケズリ 灰白 青灰 ○ ○ 5C後半 つまみ径 27、 高 08。

回転ヘラケズ リ 灰・黄灰 灰・灰白 ○ ○ 5C後半 受部高 5 0、脚部高 2 1、 接合部径 4 6、透孔なし。
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遺物観察表 (2)

版

号
口
番 No 制

弱
遺橋 層位 種類 器種

法量 調整

口径 最大径 底径 器高 最大厚 内面

第59図 2面・埋土 須恵器 有蓋高邪 (106) (125) 55～ 02～ 11 回転ナデ

第59図 SD58 2面・埋土 須恵器 無蓋高邪 ? 116～ 79～ 025-075 回転ナデ

第59図 SD53 2面・埋土 須恵器 無蓋高郷 (1501 03～ 10 回転ナデ

第59図 SD58 2面・埋土 須恵器 無蓋高不 (168) 62- 02～075 回転ナデ

第59図 133 SD58 2面・埋土 須恵器 無蓋高不 (160) 78～ 03～085 回転ナデ

第59図 SD58 2面・埋土 須恵器 無蓋高邪 (153) (100) (1131 02-08 回転ナデ

第 59図 SD58 2面・埋土 須恵器 曇望 176 65- 04-07 ナ デ

第59図 SK17 2面・埋土 須恵器 無蓋高必 (1601 52～ 025～06 回転ナデ

第59図 SD58 2面・埋土 土師器 高 不 67～ 04～ 14 ヘラミガキ

第59図 SD58 2面・埋土 土師器 器台 70～ 80～ 03～ 10 ナデ

第59図 172 SD58 2面・埋土 土師器 把手付鉢 (374) (4981 158～ 06～09 体フ ケヽメ、ヘラミガキ

第60図 SD57・ SK17 2面・埋土 土師器 高邪 04～ 17 邪部 :ヘラミガキ、脚部フ ケヽメ

第60図 SK17 2面・埋土 土師器 高郭 128 03～ 11 受 :摩滅、脚 :ケズリ

第60図 SK17 2面・埋土 土師器 器 台 (1401 73～ 03-07 摩滅

第60図 SK17 2面・埋土 土師器 寮底 86～ 35～ 07～ 15 摩滅

第60図 SK17 2面・埋土 土師器 甕底 150～ 45～ 05～ 18 アヽケメ

第60図 SKЦ 7 2面・埋土 土師器 甕底 74～ 32～ 065～ 19 ハケメ

第64図 SD60 2面・埋土 須恵器 不蓋 (124) 025～075 回転ナデ

第64図 SD60 2面・埋土 須恵器 lTN蓋 035-075 回転ナデ

第64図 SD60 2面・埋土 須恵器 不蓋 (130) 02～085 回転ナデ

第64図 2面・埋土 須恵器 邪身 (1101 02-09 回転ナデ

第64図 SD61 2面・アゼ 須恵器 郷身 (1001 03～06 回転ナデ

第64図 SD60 2面・埋土 須恵器 不身 (■ Ol (132) 02-06 回転ナデ

第64図 SD61・ 60 2面・埋土 須恵器 不身 45-56 03～075 回転ナデ

第64図 SD60 2面・埋土 須恵器 無蓋高邪 122 51～ ～10 回転ナデ

第64図 2面・埋土 土師器 小型丸底鉢 62～ 04-06 口 :ヨ コナデ、体 :ナデ

第 64図 SD60 2面・埋土 土師器 有段口縁壷 (224) 47～ 05～075 ヘラミガキ

第64図 SD60 2面・埋土 埴輪 円筒 (196) 38～ 11 ヨコハケ

第64図 270 SD60 2面・埋土 土師器 士亜 (2001 154～ 04～09 体 :ハケメ

第64図 SD60 2面・埋土 土埴 形象土埴 ? 08～ 19

第69図 2面・埋土 須恵器 姉蓋 03´ヤ1 15 回転ナデ

第69図 2面。埋土 須恵器 郷蓋 (1201 02-06 回転ナデ

第69図 S102 2面・アゼ 須謎 邪蓋 (1381 (140) 03～09 回転ナデ

第69図 S102
SE区・
SP921 須恵器 不身 02-05 回転ナデ

第69図 S102 2面上層 須恵器 不身 (130) (156) 02～07 回転ナデ

第69図 S102 2面・アゼ 須恵器 郷身 (114) (134) 02～075 回転ナデ

第69図 2 2面・埋土 須恵器 不身 04～07 回転ナデ

第 69図 S111
2面SE区・
埋土

須恵器 不身 (138) 32～ 02～075 回転ナデ

第69図 7 SK24 2面・埋土 須恵器 郷身 (1101 (134) 03～08 回転ナデ

第69図 3 S108 2面・埋土 須恵器 不身 126 02～ 10 回転ナデ

第69図 S115 SP720 須恵器 雰身 (1■6) (138) 025～065 回転ナデ

第69図 4 SK83 2面・アゼ 須恵器 郷身 126 02～08 回転ナデ

第69図 226 S115 SP978 土師器 高郷 04～075 受 :ヘラミガキ、脚 :摩滅
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調整 色調

胎土 焼成 蹄
∽

時期 備考

外面 外面 内面

回転ヘラケズリ 灰 灰白 ○ ○ 5C後半
髭部高 4 1、 脚部高 1 0～ 、接合部径 49。透孔 (長方形)3孔。他高 2、 身
6、 蓋 5、 つまみ付 2、 台付き 1

受・脚下部にカキメ 灰 灰 ○ ○ 5C後半 受部高 3 4～、脚部高 4 5、 接合部径 3 6。 透子し(長方形小刺突)3孔。

波状文・回転ヘラケズリ 灰 灰 ○ ○ 5C後半 脚接合部径 (4 5)

波状文、回転ヘラケズリ 阪 灰 △ ○ 5C後半 粗砂多。

波状文・回転ヘラケズリ 灰 灰 ○ ○ 受部高 7 1、 脚部高 07～ 、接合部径 56。 透孔 (長方形)3孔。

波状文 灰・灰白 灰 ○ ○ 5C後半 受部高 (50)、 脚部高 6 3、 接合部径 38、 透孔 (台形)3孔、脚内面朱付着。

口縁部波状文2段 灰 灰 ○ ○ 5C後半

回転ナデ 灰 灰白 ○ ○ 5C後半

ヘラミガキ 橙 鈍い橙 ○ ○ 受部高 48、 接合部径 26。 内外面に黒斑有。

ハケメ、(ヨ コ・タテ)ヘラミガキ 明赤褐～橙 灰赤 ○ ○ 脚高 6 2、 接合部径 2 4、 員通孔径 0.6。 朱彩。

口～頚部 :ヨ コナデ、体 :ハケメ 浅黄櫓 浅黄橙 ○ ○ 胴部 398、 日唇部に一部朱彩痕跡。内外面やや摩減。

郷部フ ケヽメ、脚部フ ケヽメ、ヘラミガキ 橙・淡橙 浅黄橙 ○ ○ 受部高 6 5、 脚部高 6 9、 接合部径 2 3。 内外面やや摩滅。

受 :摩滅、脚 :ヘラミガキ
赤褐・

浅黄橙
鈍い橙 ○ ○ 5C後半 藍部高 5 1、 脚部高 5 5、接合部径 3 4

摩滅
黄橙・

浅責橙
浅黄橙 △ ○

タタキ (平行) 褐灰 浅黄橙 △ ○ 平底。外面に赤彩 ?

タタキ (平行) 灰白 浅黄橙 ○ ○ 平底。黒班有。

タタキ (平行 )、ユビオサエ、下端ナデ 灰黄褐 橙 △ ○ 平底。

天丼部回転ヘラケズリ 灰白・灰黄 灰白 △ ○ 5C後半 黒い粗砂～細砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 灰 灰 自 △ ○ 5C後半 褐色粗砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 灰白 灰白 △ ○ 5C後半 黒い細砂～粗砂多。歪み大。

回転ヘラケズリ 灰白 灰白 △ ○ 5C後半 粗砂および黒い細砂多。

回転ヘラケズリ 灰 灰白 ○ ○ 5C後半

回転ナデ 灰・灰白 暗灰 △ ○ 5C後半 黒い細砂多。

回転ヘラケズリ 灰 灰 臼 △ ○ 5C後半 歪み大。粗砂多。

波状文・回転ヘラケズリ 灰・灰白 灰 白 △ ○ 5C後半 受部高 4 5、 脚部高 03～ 、接合部径 40。 透孔 (長方形)3孔。

口～頚部 :ヨ コナデ、体 :ハケメ 橙 浅黄橙 ○ ○

ヨ唇:刻目、日縁:波状文2段、下段:ハケ
メ、ヘラミガキ 橙 浅黄橙 ○ ○ 内面に朱彩痕跡。

ヨコハケ、ナデ 橙 鈍い橙 ○ ○ 5 5C後半? 貼付突帯断面三角形

浅黄橙 浅黄橙 △ △ 5C後半? Ⅲ面黒斑。

貢 黄 △ △ 5 5～6C 肇滅著 しい。残存長 12.3～、幅 8 4～

天丼部回転ヘラケズリ 灰白 灰 白 △ △ 5C後半 やや軟質。粗砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 灰 灰 ○ ○ 5C後半

天丼部回転ヘラケズリ 青灰 鈍い赤褐 △ ○ 5C後半 蛋砂多。

回転ヘラケズリ 灰 灰 ○ ○ 5C後半 黒い細砂多。

回転ヘラケズリ 灰白 灰 白 △ ○ 5C後半 低砂多。

回転ヘラケズリ 灰 灰 白 △ ○ 5C後半 色砂および黒い細砂多。

回転ヘラケズリ 灰白～褐灰 灰 白 ○ ○ 5C後半 氏部外面 :火欅

回転ヘラケズリ 鈍い黄橙 鈍い橙 △ ○ 要い細砂多。

回転ヘラケズリ 灰 灰 ○ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 灰 灰自 ○ ○ 5C後半 甍部外面:ヘラ描き 「記号」 図

手持ちヘラケズリ 灰・灰白 灰 自 ○ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 灰 灰 ○ ○ 5C後半

受:ヘラミガキ、接合部～脚 :ハケメ、ヘラ
ミガキ

橙 灰白 ○ ○ 5C後半 受高 4 2、 脚高 6.1、頚部径 2.4。 透孔なし。
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遺物観察表 (3)

版
号
図
番

靱
駐

遇構 層位 諫 器種

濯 調整

口径 最大径 酪 器高 最大厚 内面

第 69図 S115 2面・埋土 須恵器 lTN蓋 (122) (124) 02～05 回転ナデ

第69図 SK67 土師器 〓霊 162～172 234 123～ 035～07 口:ヨ コナデ、体:ナデ

第69図 S116 2面・埋土 須恵器 資 78～ 055～075 タタキ?

第72図 S107 2面。埋土 須恵器 lTN蓋 (116) 02々ヤ05 回転ナデ

第72図 S107 2面・埋土 須恵器 不蓋 025～075 回転ナデ

第72図 10C 71 S107 2面・埋土 須恵器 必蓋 (120) 02´▼06 回転ナデ

第72図 2面・埋土 須恵器 不蓋 125 03～075 回転ナデ

第72図 S107 2面・埋土 須恵器 昂蓋 (120) 03～085 回転ナデ

第72図
2面・

埋土上層
須恵器 lTN蓋 03～06 回転ナデ

第72図 S107 2面・埋土 須恵器 ITN蓋 02-06 回転ナデ

第 72図 S107
2面・
埋土上層

須恵器 jlTN蓋 02-07 回転ナデ

第72図 S107 2面・埋土 須恵器 IT・蓋 03-07 回転ナデ

第72図 107 2面。埋土 須恵器 ITN蓋 (140) 02～07 回転ナデ

第72図 S107 2面・埋土 須恵器 好蓋 03～08 回転ナデ

第 72図 S107 2面・埋土 須恵器 邪蓋 (146) 03-07 回転ナデ

第72図 S107 2面・埋土 須恵器 郷蓋 125 02～07 回転ナデ

第72図 SP477 須恵器 不蓋 (1481 02～065 回転ナデ

第72図 217 S107 SP477 須恵器 不蓋 02-08 回転ナデ

第72図 2面・埋土 須恵器 不身 44～57 02-09 回転ナデ

第 72図 2面・埋土 須恵器 郷身 (102) (122) 02-06 回転ナデ

第 72図 S107 2面・埋土 須恵器 郷身 128 45-50 03～09 回転ナデ

第72図
2面・
埋土上層

須恵器 郷身 (1001 (122) 03～06 回転ナデ

第72図 S107 面．埋土擬
須恵器 郷身 (1001 (123) 03～09 回転ナデ

第72図 S107 2面・埋土 須恵器 郷身 (94) (120) 03～09 回転ナデ

第72図 2面・埋土 須恵器 不身 (97) (120) 03～07 回転ナデ

第 73図 S107 2面・埋土 須恵器 郵身 (126) (152) 51-56 02～065 回転ナデ

第73図 2面・埋土 須恵器 不身 125 150 51～ 57 02-07 回転ナデ

第73図 2面・埋土 須恵器 不身 122 03～07 回転ナデ

第73図 S107 2面・埋土 須恵器 必身 44-55 02～06 回転ナデ

第73図 S107
2面・
埋土上層

須恵器 高郷蓋 (1■ 6〉 02-06 回転ナデ

第 73図 125 S107 2面。埋土 須恵器 高不蓋 H8 02～075 回転ナデ

第73図 S107
2面・
埋土上層

須恵器 高不蓋 02-07 回転ナデ

第73図 127 S107 2面・埋土 須恵器 高郵蓋 (104) 02-07 回転ナデ

第73図 2面・埋土 須恵器 高郷蓋 03～07 回転ナデ

第73図 S107 2面・埋土 須恵器 有蓋高郷 02～08 回転ナデ

第73図 S107 2面・埋土 須恵器 有蓋高郷 1961 02～ 10 回転ナデ

第73図 77 S107 2面・埋土 須恵器 有蓋高不 (102) 80～ 03～06 回転ナデ

第73図 2面・埋土 須恵器 有蓋高不 (104) (119) 75～ 02-08 回転ナデ

第73図 2面・埋土 須恵器 有蓋高必 62～ 02～08 回転ナデ

第73図 S107 2面・埋土 須恵器 有蓋高不 (118) 50～ 02～075 回転ナデ

第73図 S107 2面・埋土 須恵器 有蓋高郷 ? 47- 025～095 回転ナデ

第73図 2面・埋土 須恵器 高郷 64～ 04～06 回転ナデ

第73図 137 2面・埋土 須恵器 有蓋高不 52～ 04～07 回転ナデ
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調整 色調

胎土 燒成 蹄
∽

嘲 備考

外面 外面 内面

天丼部回転ヘラケズリ 青灰 灰 ○ O 5C後半 つまみ径 3 2、 高 09

口～頚部 :ヨ ヨナデ、体 :ヘラミガキ
浅黄糟・

鈍い檜
浅黄橙・

鈍い橙
○ 〇 頚部径 15 2。外面に黒斑有。

タタキ (格子日) 褐灰・灰 褐灰 〇 O 5C後半 韓式系 ?

天丼部回転ヘラケズリ lgJ灰 灰白 △ ○ 5C後半 黒い粗砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 灰 褐灰 ○ ○ 5C後半

天丼部回転ヘラケズリ 暗灰・灰 灰 △ ○ 5C後半 粗砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 褐灰 灰 △ 〇 5C後半 粗砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 明褐灰 灰 自 △ △ 5C後半 黒い粗砂および細砂多。

天丼部回転ヘラケズリ
暗赤褐・

暗灰
灰白 ○ ○ 5C後半 黒い細砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 暗灰～灰白 灰 ○ ○ 5C後半 外面天丼部火欅有。

天丼部回転ヘラケズリ 灰 白 灰白 ○ ○ 5C後半

天丼部回転ヘラケズリ 灰～灰白 灰白 △ ○ 5C後半 砂粒多。

天丼部回転ヘラケズリ 灰白 灰 △ ○ 5C後半 細砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 灰・浅黄 灰黄褐 △ ○ 5C後半 粗砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 灰 灰 △ ○ 5C後半 長石・石英等粗砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 灰～灰白 灰 △ ○ 5C後半 長石多。外面天丼部火欅有。

天丼部回転ヘラケズリ 灰白 灰白 △ O 5C後半 黒い粗砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 灰白 灰 自 △ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 緑灰 灰 O ○ 5C後半 黒い砂粒多含。歪み大。

回転ヘラケズリ 灰 灰 ○ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 灰 灰 ○ ○ 5C後半 底部外面 :ヘラ描き 「記号」 △、朱彩。受部に蓋融着。

回転ヘラケズリ 灰 白 灰白 ○ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 灰 灰 O ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 掲灰 灰 ○ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 灰。灰黄 灰 △ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 灰 灰 ○ ○ 5C後半 黒い砂粒多含。

回転ヘラケズリ 灰 灰・灰白 ○ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 灰・灰白 灰 ○ ○ 5C後半 黒い砂粒多含。

回転ヘラケズリ 灰 白 灰 白 ○ ○ 5C後半 歪み大。

天丼部回転ヘラケズリ 灰 白 灰 △ ○ 5C後半 つまみ径 36、 高 06、 黒い細砂中。

天丼部回転ヘラケズリ 掲灰 灰 ○ O 5C後半 つまみ径 3 2、 高 1.1、黒い細砂少。

天丼部回転ヘラケズリ 褐灰 灰 ○ ○ 5C後半 つまみ径 32、 高 0 7、 黒い細砂少。

天丼部回転ヘラケズリ 褐灰 灰 ○ ○ 5C後半 つまみ径 34、 高 08

天丼部回転ヘラケズリ 灰 白 灰 △ O 5C後半 つまみ径 3 3、 高 09、 黒い粗砂中～多。

回転ヘラケズリ 灰 白 灰 白 △ ○ 5C後半 受部高 4 7、 脚部高 4 9、接合部径 4 8。 黒い粗砂多。透孔 (台形)3孔。

回転ヘラケズリ 掲灰 褐灰 ○ ○ 5C後半 受部高 4.6、 脚部高 4 8、 接合部径 4.6。黒い粗砂少。透孔 (台形)3孔。

回転ヘラケズリ・脚部カキメ 灰 灰 ○ ○ 5C後半 受部高 3 8、 脚部高 4 2、 接合部径 5 2。透孔 (長方形)3孔。

回転ヘラケズリ 灰・灰白 灰 △ ○ 5C後半 受部高 4 3、 脚部高 2 9～、接合部径 49。黒い粗砂多。透孔 (台形)3孔。

回転ヘラケズリ 灰 灰 白 △ ○ 5C後半
受部高 4 7、 脚部高 1 5～ 、接合部径 50。透孔 (長方形)3孔。粗砂多。日縁
に蓋融着。

回転ヘラケズリ 灰 灰 O ○ 5C後半 受部高 4 3、 接合部径 5 2。

回転ナデ 青灰 灰 ○ ○ 5C後半 受部高 05～ 、脚部高 4 2、接合部径 46。 透孔 (長方形)3孔。

回転ナデ 灰 白 灰 白 △ ○ 5C後半 受部高 1 3～ 、脚部高 5 1、接合部径 3 6。 透孔なし。黒い粗砂多。

回転ナデ 灰 灰 ○ ○ 5C後半 即高 4 9、 接合部径 4 4、透孔 (円)3孔径 1 1
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遺物観察表 (つ

版

号
図
番 No 翔
器

選橋 層位 磯 器種

法量 調整

口径 最大径 底径 器高 最大厚 内面

第 73図 S107 2面。埋土 須恵器 有蓋高郵 ? 51～ 04～075 回転ナデ

第73図 S107 2面・埋土 須恵器 短頚壷 (30) (1201 (74) 015～05 回転ナデ

第74図 S107 2面・埋土 須恵器 無蓋高不 (140) 02～09 回転ナデ

第 74図 2面・埋土 須恵器 無蓋高邦 (1601 (104) 02～ 10 回転ナデ

第 74図 S107
2面・
埋土上層

須恵器 無蓋高郷 (1601 80～ 03～ 10 回転ナデ

第74図 S107 2面・埋土 須恵器
無蓋高野
(長脚 ?) (119) 47～ 02～08 回転ナデ

第74図 S107
2面。

埋土上層
須恵器 一望 (266) 86～ 04～ 115 タタキ (平行)

第74図 S107 2面・埋土 須恵器 重 (208) 44～ 05～065 回転ナデ

第74図 2面・埋土 須恵器 大甕 (544) 50～ 05～09 回転ナデ

第74図 2面・埋土 須恵器 大甕 (428) 48～ 回転ナデ

第74図 S107 2面。埋土 須恵器 甕底 ? (152) 42～ 12～ 19 ナデ・手持ちヘラケズリ

第31図 2面。埋土 須恵器 不蓋 (1301 025～07 回転ナデ

第81図 S121 2面。埋土 須恵器 有蓋高邪蓋 035～06 回転ナデ

第81図 S121 2面・埋土 須恵器 短脚高邪 51々ヤ 05～085 回転ナデ

第31図 2面・埋土 須恵器 短脚高邪 114～ 84～ 56～ 03～ 11 回転ナデ

第31図 S121 2面・埋土 須恵器 短脚高邦 59～ 06～ 15 回転ナデ

第81図 S121 2面・アゼ 土師器 高妬 (149) 87～ 03～ 11 ヘラミガキ、ヨコナデ

第81図 S121 2面。埋土 土師器 高不 72～ 04～ 12 摩減

第81図 2面・埋土 須恵器 甕口 (235) 73～ 06～085 回転ナデ

第81図 2面・埋土 土師器 不身 (126〉 03～07 ハケメ、ヨコナデ

第31図 2面・埋土 土師器 重底 162～ 67～ 03～ 10 アヽケメ

第31図 S121 2面・埋土 土師器 把手付鉢 (203) 116～ 04～075 日:ヨコナデ、体:ナデ

第31図 204 S121 2面。埋土 土師器 甕底 (50) 27～ 07～ 185 ヘラナデ

第81図 203 2面・埋土 土師器 寮底 28～ 065～ 185 ヘラナデ

第 83図 S110 2面上層 土師器 小型丸底壷 57～ 05～065 ナデ

第83図 S110 2面上層 土師器 小型丸底壷 03～085 口:ヨ コナデ、体:ナデ

第83図 S110 2面上層 土師器 器台 58～ 03-075 ハケメ

第33図 S110 2面・埋土 土師器 有段口縁壺 227～ 025～055 口
:ヨコナデ、頚:ハケメ、ヨコナデ、
休:ヘラケズリ

第87図 S112 須恵器 郷蓋 (1281 02～085 回転ナデ

第 87図 175 S112 2面・埋土 須恵器 邪蓋 (134) (140) 03～075 回転ナデ

第87図 S112 SP959 須恵器 不身 (H Ol (132) 02-05 回転ナデ

第87図 S112 2面・埋土 須恵器 邪身 196) (114) 40- 02-05 回転ナデ

第87図 2面・埋土 須恵器 有蓋高郷 194) 03-10 回転ナデ

第87図 S112 2面。埋土 須恵器 士望 (14 1Jl 47～ 035～05 回転ナデ

第87図 S112 2面・埋土 須意器 と霊 110～ 035～08 カキメ

第87図 S112 SP957 土師器 壷 (152) (172) 63～ 04-09 口:ヨコナデ

第90図 S114 2面・埋土 須恵器 不蓋 025～06 回転ナデ

第90図 S114 2面・埋土 須恵器 不蓋 116 03～045 回転ナデ

第90図 S114 SP964 須恵器 郭蓋 (1381 02-06 回転ナデ

第90図 185 S114 2面・埋土 須恵器 郷身 122 03-07 回転ナデ

第90図 SK57 1面。埋土 須恵器 不身 03～ 11 回転ナデ

第90図 SK52 2面。埋土 須恵器 lTN身 (1■8) (1381 02～06 回転ナデ

第90図 SP931 須恵器 士璽 159 77～ 04-08 ナデ

-180-



調整 色調

胎土 焼成 薪
∽

醐 備考

外面 外面 内画

回転ヘラケズリ 灰白 灰 白 ○ ○ 5C後半 受部高 1 0～ 、脚部高 3 9、 接合部径 5 4。透孔 (長方形)3孔。

回転ヘラケズリ 暗灰・灰 青灰 △ ○ 粗砂多。その他高邪脚部に鳥肢状ヘラ描。

回転ヘラケズリ 暗灰・灰白 青 灰 △ ○ 5C後半 受部高 4 4、 脚部高 5 1、接合部径 50。 長石多。透孔 (台形)4孔。

波状文・回転ヘラケズリ 青灰 膏 灰 O ○ 5C後半 受部高 5 3、脚部高 5 9、 接合部径 5 4。 透孔 (台形)3孔。

波状文。回転ヘラケズリ
鈍い黄橙・

灰白
淡黄 △ △ 5C後半 受部高 5 8、脚部高 1 8～、接合部径 5 5。透孔 (台形)3孔。

波状文・回転ヘラケズリ
褐灰・
オリーブ黒

灰 ○ ○ 5C後半 受部高 4 2、 脚部高 08～ 、接合部径 3 5。透孔 (台形)4孔。黒い細砂少。

タタキ 暗灰・灰白 灰 △ ○ 5C後半 粗砂多。

カキメ 灰 灰 ○ O 5C後半

波状文 オリーフ灰 黄灰 〇 △ 15 5C後半

波状文 灰
えオリーブ・
極暗赤褐

○ ○ 5C後半

タタキ(平行) 灰自 灰白 △ ○ 未実測 :つ まみ蓋 3/蓋 12/身 24/有蓋高 10/無蓋高 2

天丼部回転ヘラケズリ 暗灰 灰 ○ ○ 5C後半

天丼部回転ヘラケズリ 灰 灰 ○ ○ 5C後半 つまみ径 2 1、 高 1 4

回転ナデ 灰白 灰白 ○ ○ 5C後半 即高 3 9、 接合部径 43。 透孔 (楕円刺突)3孔。孔径 02～ 07

回転ヘラケズリ 掲灰 灰白 O ○ 5C後半 脚高 3 7～、接合部径 4 4。 透孔 (円形)3孔。孔径 1 0。

カキメ 灰 灰 △ O 5C後半 脚高 5 0、接合部径 60。 透孔 (台形)3孔。

(ヨ コ)ヘラミガキ 橙 橙 ○ ○ 受部高 6 1、 脚部高 2 7、接合部径 3 2。受部内外面に黒斑有。

受～接合部 :ナデ、脚部 :ヘラミガキ 橙 橙 ○ ○ 接合部径 :32。

回転ナデ 灰 灰 ○ △ 5C後半 火膨れ多い。

]:ヨ コナデ、体～底部:手持ちヘラケズリ 鈍い黄褐 鈍い黄橙 O ○ 外面 :黒斑有。

ハケメ 淡赤橙 灰 白 △ ○ 軋底。摩滅者 しい。火熱。

口～頚 :ヨ コナデ、体 :ヘラミガキ 黄橙・橙 黄橙 ○ ○ 舅部径 170、 胴径 (232)。 内面 :口～体上半に黒斑。

タタキ (平行 )、ユビオサエ 褐灰 褐灰 ○ ○ 平底。底部木棄痕。

タタキ(平行) 貢 灰 灰白 ○ ○ 平底。

ハケメ、(ヨ コ)ヘラミガキ 橙 橙 ○ ○

口 :ヨ コナデ、体 :(タテ～ヨコ)ヘラミガキ 淡黄 浅黄橙 △ O ヨ高 2 5、体高 5 5、頚部径 6 1。粗砂多。

(ヨ コ)ヘラミガキ精緻 明赤褐 明赤褐 ○ ○ 即高 4 2、 頚部径 3.0、 貫通孔径 1 8。

口～頚 :ヨ ヨナデ、体 :ハケメ 鈍い黄褐 鈍い黄褐 △ ○ 頚部径 32 5。 5の字口縁 (北陸系 ?)

天丼部回転ヘラケズリ 暗灰～灰 灰 △ ○ 5C後半 黒い粗砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 灰・灰白 灰 ○ ○

回転ヘラケズリ 明青灰・灰 灰白 △ ○ 5C後半 黒い粗砂多。

回転ヘラケズリ 灰 灰白 ○ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 明オリツ
・
灰 鈍い橙 △ ○ 5C後半

受部高 4 6、 脚部高 38、接合部径 60。 透孔 (台形)4孔。粗砂および黒い
佃砂多。

2段波状文 灰 白 灰 自 ○ ○ 5C後半 口高 4.3、 頚部径 8 5。

波状文、カキメ、ナデ 灰白 灰 白 ○ △ 頚部径 98。

口:ヨ コナデ ぬ橙 3tい褐色 △ ○ 外面に朱彩。

天丼部回転ヘラケズリ 灰白 灰 白 ○ ○ 5C後半

天丼部回転ヘラケズリ 褐灰 灰 ○ ○

天丼部回転ヘラケズリ 灰白 灰白 ○ △ 5C後半 やや軟質。

回転ヘラケズリ 青灰 明青灰 ○ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 灰 自 鈍い黄橙 ○ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 灰 灰 〇 ○ 5C後半

タタキド 行 ) 灰白 灰 白 △ ○ 頚部径 120黒 い粗砂多。
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遺物観察表 (5)

図版
番号

ヨ∃凋J
番号

遺構 層位 種類 器種

法量 調整

回径 最大径 底径 器高 最大厚 内面

第90図 S113 2面・埋土 須恵器 幸璽 88- 035～09 ナデ

第 90図 109 S114 2面・埋土 須恵器 不 蓋 120 03～055 回転ナデ

第90図 220 S114 2面・埋土 須恵器 有蓋高IrF 64～ 03～08 回転ナデ

第90図 S113 2面・埋土 須恵器 j14蓋 (120) 02～08 回転ナデ

第90図 S113 2面・埋土 須恵器 高郷蓋 01～05 回転ナデ

第90図 153 S113 SK54 土師器 鉢 143～ 150 75-85 79～89 035～ 10 ヘラナデ

第91図 157 S113 SK54 土師器 大型浅鉢 06-09 ハケメ(巾広 )、 日:ナデ

第94図 S120 2面・埋土 須恵器 郷蓋 02～08 回転ナデ

第94図 171 2面・埋土 土師器 壷 (1801 217～ 49～ 05～07 ロフ ケヽメ。体 :ナデ

第94図 200 2面。埋土 土師器 器台 (94) 56～ 04-07

第 96図 SE02 2面。埋土 須恵器 アヽソウ 68～ 126- 025～08 ナデ

第96図 SE02 2面。埋土 須恵器 士璽 140 04～075 ナ デ

第96図 203 SE02 2面。埋土 土師器 直日壷 128 04-09 口 :ハケメ、ヨコナデ、体 :摩滅

第96図 SE03 2面・埋土 土師器 直日重 102 132 035～06 日:ヨ コナデ、体:ナデ

第96図 SE03 2面・埋土 土師器 直口壷 105- 03～07 摩滅

第 96図 SE02 2面。埋土 土師器 直口壷 (116) 30～ 025～065 摩滅

第96図 238 SE02 2面・埋土 土師器 士璽 (1361 44～ 035～09 口:ヨコナデ

第96図 208 236 SE02 2面・埋土 土師器 小型丸底壷 (1201 57～ 035～08 ハケメ

第96図 209 SE02 2面・埋土 土師器 壷口 (162) 33～ 04～05 摩減

第96図 SE02 2面・埋土 土師器 壷口 (1961 56～ 055～09 ハケメ、ヨコナデ

第 96図 239 SE02 2面・埋土 土師器 甕口 (2061 41- 04～07 口～頚 :ヨ ヨナデ、体 :ハケメ

第97図 212 SE02 2面・埋土 土師器 甕 136～ 146 105～ 035～07 ロフヽ ケメ、ヨコナデ、体:ハケメ、ヘ
ラケズリ

第97図 SE02 2面・埋土 土師器 甕 143～ 055～09 口:ヘラミガキ、ヨコナデ、体:ナデ

第97図 SE02 2面・埋土 土師器 甕 (1681 212 75～ 04-08 口:ヨコナデ、体:ヘラケズリ

第97図 SE02 2面・埋土 土師器 壷口 (1701 62～ 045～08 口:ヨコナデ

第 97図 SE02 2面・埋土 土師器 蜜 146 107～ 04～06 口:ヨコナデ、頚:ハケメ、体:ヘラケ
ズリ、ナデ

第97図 SE02 2面・埋土 土師器 小型壷 55～ 04～075 口～頚 :ヨ コナデ、体 :ハケメ

第97図 SE02 2面・埋土 土師器 小型壷 73～ 02～07 摩滅

第97図 SE02 2面・埋土 土師器 甕 (207) 263 317 035～065 ロフ ケヽメ、、体 :ハケメ・ナデ

第98図 220 228 SE02 2面・埋土 土師器 士璽 267～ 108～ 05～ 11 口 :ヘラナデ、体 :ヘラケズリ

第 98図 230 SE02 2面・埋土 土師器 甕 (2381 130～ 05～07 口～頚 :ヨ コナデ、体 :ヘラケズリ

第98図 222 232 SE02 2面・埋土 土師器 邪身 (137) 34～ 03～05 摩滅

第98図 223 233 SE02 2面・埋土 土師器 高郭 77～ 04～20 脚 :ハケメ、ナデ

第99図 SE03 2面・埋土 須恵器 不身 (HO〉 (1301 03～05 回転ナデ

第99図 225 SE03 2面・埋土 須恵器 不身 109 03～06 回転ナデ

第99図 226 8 SE03 2面・埋土 須恵器 イ身 108 132 03～ 10 回転ナデ

第99図 1 SK139 2面。埋土 須恵器 邪身 (■ 2) 03^サ08 回転ナデ

第99図 2面・埋土 須恵器 不身 43～ 03～ 11 回転ナデ

第99図 229 9 SE03 2面。埋土 須恵器 高郷蓋 126 02～06 回転ナデ

第99図 230 SK129 2面・アゼ 須恵器 不蓋 129 57 03～075 回転ナデ

第99図 SK129 2面・埋土 須恵器 壷 (156) 44～ 03～05 回転ナデ

第99図 232 SP1474 2面。埋土 須恵器 有蓋高不 (130) 45～ 02～07 回転ナデ

第99図 SK129 2面・埋土 須恵器 無蓋高野 (161) 65～ 03～07 回転ナデ

-182-



調整 色調

胎土 焼成 鉾
∽

時期 備考

郷面 外面 内面

タタキ(平イ⊃・ナデ 灰白 暗灰・灰 △ O 頚部径 13 2。黒い粗砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 灰白 灰白 ○ ○ 5C後半 つまみ径 3 3、 高 1 0。やや歪み有。

回転ヘラケズリ 灰 灰 白 ○ ○ 5C後半 受高 4 1、 脚高 2 3～、接合部径 4.4。 透孔 (長方形)3孔。

天丼部回転ヘラケズリ 灰 灰 白 ○ O 5C後半 S115内

天丼部回転ヘラケズリ 階灰・灰自 灰 ○ O 5C後半 S115内

体 :ナデ、底 :ヘラケズリ 淡黄 浅黄橙 〇 ○ 膜部外面に木葉痕。

ハケメ、日:ナデ 浅黄橙
灰白～

浅黄橙
△ ○ 外面 :丹塗 り、国内面 :丹塗 り。

回転ヘラケズリ 明青灰 灰 白 △ ○ 5C後半 黒い粗砂～細砂多。

口 :(ヨ コ)ヘラミガキ、体 :ハケメ 黒褐 黄橙 ○ △ 口高 :26。体部外面に炭化物付着。

ハケメ、ヘラミガキ 橙 橙 O ○ 朱彩土器。内外面摩滅。預部径 20、 貫通孔径 1 2

頃部・体部中央に波状文、下半タタキド
行)、ナデ

灰・灰オリ
ーブ

灰白 ○ ○ 頚部軽 6 1、 体部高 100。

口:回転ナデ、体:タタキ留イ∋、ナデ 灰・灰白 灰白 ○ ○ 5C後半 口縁部にヘラ描「J。 日高 48、 体高 136、 頚部径 9 2。

口～頚部 :ヨ コナデ、体フ ケヽメ 鈍い橙
菫い責橙・

黒
△ ○ 頚部径 10 7。 内面 :日～底まで黒色処理 ?

体下フ ケヽメ
橙・浅黄橙・

淡橙
浅黄橙 ○ ○ 頚部径 90。 日縁部焼成後欠損。(祭予E関連 ?)火熱で器面剥離多い

ヨ:(タ テ)ヘラミガキ、頚:ナデ、体:ハケ
メ、ヘラミガキ

橙 鈍い赤褐 △ O 外面朱彩。頚部径 7 0。 国縁部焼成後全周欠損。体部中央に穿孔。(祭汗E関
連 ?)火熱で器面剥離多い。

摩減 灰 白 灰白 △ ○

口～頚 :ヨ ヨナデ 浅黄橙 鈍い黄橙 △ 〇 5C後半 頚部径 11 7。 日高 2 2。

ハケメ 浅黄橙 灰黄褐 △ 〇 5C後半 頚部径 9 7。 日高 2 4

摩滅 浅黄橙 浅黄橙 △ ○ 頚部径 130。 日高 27

日～頚
'ハ
ケメ、ヨコナデ 浅黄橙 浅黄橙 ○ ○ 5C後半 頚部径 16 0。日高 4 4。

口～頚:タテハケ、ヨコナデ 鈍い黄橙 鈍い黄橙 ○ ○ 5C後半 頚部径 17 3。日高 23。

口～頚フ ケヽメ、ヨコナデ、体 :ハケメ 橙・淡橙 鈍い黄褐 ○ ○ 頚部径 12 3。外面全体に火熱。

ヨ～頚:ヘラミガキ、ヨコナデ、体:ヘラケ
ズリ 橙 褐灰 △ ○ 5C後半 頚部径 13 4

日～頚 :ヨ コナデ 浅黄橙 浅黄橙 ○ O 5C後半 頚部径 15 5。 日高 2.8。 体部外面に黒斑。

口～頚 :ヨ コハケ、ヨコナデ 浅黄橙 浅黄橙 ○ ○ 5C後半 頚部径 13 9。 日高 4 0。

口～頚 :ヨ ヨナデ、体フ ケヽメ 明黄褐 橙 △ ○ 頚部径 13 2。外面体上半に黒斑。火熱受け器面変色 (明赤褐 )。壷 ?

口～頚:ヨ コナデ 浅黄橙 浅黄橙 ○ ○ 5C後半 頚部径 9 3。 日高 2 6。外面 :火熱、黒斑。

体 :ハケメ ? 橙 黄橙 ○ ○ 5C後半 頚部径 9 7。 日高 1 5。

口 :ハケメ、ヘラミガキ、体 :ハケメ 鈍い黄橙 灰 ○ O 頚部径 18 5。外面 :口～体下にかけて黒斑。

国～頚 :ヨ コナデ、体フ ケヽメ 浅黄橙 浅黄橙 △ ○ 5C後半 頚部径 14 2。 日高 33。

口～頚:ヨコナデ、体ウヽ ケメ 浅黄橙 明黄褐 △ ○ 5C後半 頚部径 21 8。 日高 2 8。体部外面に黒斑大。

ヘラミガキ 浅黄橙 灰白 △ ○ 5C後半

受下～脚 :ユビナデ 橙 灰白 ○ ○ 5C後半 受高 2 3～、脚高 5～ 、頚部径 22。透孔なし。

回転ヘラケズリ 灰 白 灰 白 ○ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 灰 灰 ○ ○ 5C後半 底部外面 :ヘラ描き 「記号」 V

回転ヘラケズリ 灰 灰 白 ○ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 灰・褐灰 灰 ○ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 灰 灰 ○ ○ 5C後半

天丼部回転ヘラケズリ 灰・灰白 灰 ○ ○ 5C後半 つまみ径 3 1、 高 06。

天丼部回転ヘラケズリ 灰・灰白 青灰 △ ○ 5C後半 つまみ径 3 4、 高 1 2。 砂粒多。

波状文十凸帯+波状文 灰 灰 ○ ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 褐灰 灰黄褐 O ○ 5C後半 推定接合部径 4 7

波状文、回転ヘラケズリ 灰 灰 ○ ○ 5C後半
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遺物観察表 (6)

図版
番号

靱
鶏

遺構 層位 種類 離

遷 調整

口径 最大径 酪 器高 最大厚 内画

第99図 SK129 2面・埋土 土師器 士亜 (206) 77～ 05～085 ロフヽ ケメ

第99図 SK129 2面・埋土 土師器 甕 (248) 373- 94～ 03´ヤ07 ハケメ

第 100図 SE03 2面・埋土 須恵器 大甕 275 453 06～ 17 タタキ (青海波)

第 100図 SE03 2面・埋土 須恵器 一望 2■5 362 365 025～095 タタキ (青海波 ?)、 ナデ

第 102図 SK23 2面・埋土 須恵器 好蓋 (136) 03-07 回転ナデ

第 102図 SK38 2面。埋土 須恵器 郷蓋 122 03～07 回転ナデ

第 102図 6 SKlll 2面・アゼ 須恵器 邦身 02-09 回転ナデ

第 102図 SK23 2面・埋土 須恵器 郷身 (1301 (154) 03～09 回転ナデ

第 102図 2面・埋土 須恵器 昂 身 (1081 (124) 02～06 回転ナデ

第 102図 2面・埋土 須恵器 郷身 (1061 (132) 02～07 回転ナデ

第 102図 SP1406 2面・埋土 須恵器 有蓋高郷 (1021 (124) 02～ 10 回転ナデ

第 102図 SP1481 2面・埋土 須恵器 短頚壷 125 98～ 015～09 ナデ

第 102図 246 SK23 2面・埋土 須恵器 甕 口 360～ 140～ 09-28 ナ デ

第 103図 包含層 2面。埋土 須恵器 不蓋 03-07 回転ナデ

第 103図 表採 須恵器 高不蓋 (126) 02-06 回転ナデ

第 103図 106 包含層ユー2G 2面上層 須恵器 不身 113 132 42-52 02～06 回転ナデ

第 103図 包含層I-2G 2面上層 須恵器 郵身 50～57 03～06 回転ナデ

第 103図 252 包含層I-3G 2面上層 須恵器 郷身 (104) 02～06 回転ナデ

第 103図 SP1412 2面・埋土 須恵器 邦身 (128) 34～ 02～06 回転ナデ

第 103図 254
包含層 F・ G―
6G 2面上層 須恵器 郵身 130 02-08 回転ナデ

第 103図 包含層I-2C 2面上層 土師器 小型丸底鉢 025～08 口 :ナデ、体 :ハケメ、ミガキ

第 103図 256 包含層I-2C 2面上層 土師器 小型丸底鉢 035～08 口 :ハケメ、体 :ヘラミガキ

第 103図 257
包含層G・ H―
2G 2面上層 須恵器 高郷脚部 60- 02～ 11 回転ナデ

第 103図 包含層I-2G 2面上層 土師器 ? 甕 148 045～ 10 日:ヨコナデ、体:タ タキ、ナデ

第 103図 259 包含層I-2G 2面上層 土師器 と璽 167～ 173 264 161～ 03-07 口:ヘラナデ、体フヽケメ

第 103図 260 包含層I-2G 2面上層 土師器 丸底鉢 140～ 208 06-09 口:ヨ コナデ、体:ハケメ、ヘラケズ
リ、ナデ

第103図 包含層I-lG 2面上層 土製品 羽口 065～ 11

第105図 SD74 2面。埋土 土師器 大型不蓋 (278) 24～ 03-07 回転ナデ

第 105図 SD7コ 2面・埋土 土師器 大型不蓋 26～ 04～065 回転ナデ

第 105図 SD74 2面・埋土 土師器 高台付皿 (282) (214) 03-07 暗文

第 105図 265 SD74 2面・埋土 土師器 大型皿 (2601 (192) 03～065 回転ナデ

第 105図 266 SD7召 2面・埋土 土師器 高必 (146) 89～ 06～ 10 しぼり日、ハケメ

第 105図 SP1275 1面・埋土 須恵器 瓶 54～ 回転ナデ

第 106図 SP308 2面・埋土 瓦 平瓦 布 目

第 106図 SP743 2面・埋土 瓦 平瓦 布 目

第 106図 270 HH01-1 SP-25 瓦 平瓦

第 107図 包含層F―C3G 2面。埋土 須恵器 寮 70～ 06～ 10 ナデ

第 107図 272 325 包含層F一 G3G 2面・埋土 瓦 平瓦 布 目

第 107図 336 包含層F― G3G 2面・埋土 須恵器 すり鉢 104～ 26- 17～

第■ 0図 275 SB501 SP481 瓦器 椀 (1401 30～ 02～035 (放射状)ヘラミガキ

第 110図 276 SB501 SP481 瓦器 椀 (1361 32～ 025～04 ヘラミガキ

第 HO図 253 SB501 SP469 瓦器 椀 (132) 1401 015～035 (ヨ コ)ヘラミガキ

第 110図 278 252 SB501 SP469 瓦器 椀 142) 20～ 015～035 ヘラミガキ
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調整 色調

胎土 焼成 蹄
∽

醐 備考

外面 外面 内面

口・頚 :ナデ、体 :ハケメ 明赤褐～橙 灰赤 ○ ○ やや摩滅。

ハケメ、、ナデ 浅黄橙・黒 浅黄橙・黒 △ ○ l■砂多。

口:カキメ、体:タ タキげイ∋、カキメ 褐灰・灰白 灰 ○ △ 体都中央～下半にかけて火膨れ。

日 :カキメ、体 :タ タキ (格子 )、ナデ 灰 灰 △ ○ 5C後半 日高 5 9、休高 30 6、 頚部径 16 0。粗砂多。

天丼部回転ヘラケズリ 灰・明緑灰 灰 自 ○ ○ 5C後半

天丼部回転ヘラケズリ
灰白・

鈍い黄橙
褐灰 ○ 〇 5C後半

回転ヘラケズリ 灰 灰 O ○ 5C後半

回転ヘラケズリ 灰 白 灰白 △ ○ 5C後半 底部に重ね焼きによる融着片。自然釉多量付着。黒い粗砂～細砂多。

回転ヘラケズリ 灰 灰 白 ○ O 5C後半

回転ヘラケズリ 灰・灰白 灰白 △ ○ 5C後半 粗砂多。

回転ヘラケズリ 灰 白 灰白 O ○ 5C後半 受部高 50、脚部高 48、 接合部径 4 6。 透孔 (円形)3孔、径 1 3

体上半カキメ、・底タタキ(平イ∋ 灰・灰白 灰 白 ○ ○ 5C後半 頚部径 5 8、体部高 8 9。

カキメ・2段波状文 灰 灰 ○ ○ 接合部径 29 0

天丼部回転ヘラケズリ 灰自 灰白 O △ 6C前半

天丼部回転ヘラケズリ 灰 。灰 自 灰 ○ O 5C後半 つまみ径 2 4～ 2 6、 高 1 0。

回転ヘラケズリ 灰 灰 白 ○ ○ 5C後半 歪み大。

回転ヘラケズリ 灰白 灰白 ○ ○ 5C後半 歪み大。

回転ヘラケズリ 灰 白 灰白 △ ○ 5C後半 阻砂多。

回転ヘラケズリ 灰自・黒 灰 自 ○ 5C後半 底部外面多量の煤付着。

回転ヘラケズリ 灰 灰 △ O 5C後半 底部外面 :ヘラ描き 「n己号J △。

]:(ヨ コ)ヘラミガキ、体フヽ ケメ、ヘラミ
ガキ

淡黄 淡黄 △ ○ 日高 1 7、 体高 6 4、 頚部径 10 3。粗砂晏。

口～頚 :ヨ コナデ、体フ ケヽメ
黄橙・

浅黄橙
明黄褐 ○ ○ 頚部径 10 4、 日高 1 5、 体高 9 4。 外面体部に黒斑。

回転ナデ 褐灰 灰白 △ ○ 脚部高 5 1、接合部径 4 0。 透孔なし。黒い粗砂～細砂多。

日～■
rR:ヨ コナデ、体 :タ タキ (平行) 浅黄橙・橙 鈍い黄橙 △ ○

式
期
内
行
庄
併 勇部径 12 2。外面 :国～体下端に黒斑。底部木葉痕。下田Ⅱ式-3。

口 :ヨ コナデ、体 :摩減 橙 浅黄橙 ○ △ 頃部径 14 3。外面体上半に燥付着。

国フヽ ケメ、ヨコナデ、体フヽ ケメ、底:ナデ 浅黄橙
浅黄橙・

明褐
△ ○ 歪み大。内面 :口～体上半に丹塗 り?

黄橙・褐灰 黄橙 O ○
弥生～

古墳?
残存長 5 4～、中 3 0～ 3 9、 孔径 1 4～ 2 1

手持ちヘラケズリ 橙 橙 ○ ○ つまみ付き。端部内外面にヘラ沈線。

回転ヘラケズリ 橙 橙 ○ ○ つまみ付き。

回転ナデ 浅黄橙 橙 ○ ○ 寅部外面に黒斑顕著。

回転ナデ、底部 :手持ちヘラケズリ 橙 浅黄橙 ○ ○ 底部外面に黒斑顕者。

ナデ、ヘラケズリ 橙 浅黄橙 ○ ○ 8C? 即高 80、 接合部径 4 4

回転ヘラケズリ 灰白 灰 ○ 〇 8C?

暗灰 青灰 O ○ 古代 長:127～ × 11 8～、厚 :2 3～ 2 5。 248と 同類。

暗灰 青灰 ○ ○ 古代 長!100～ ×80～、厚:26。

格子目 淡黄 淡黄 〇 △ 7C後半?
長:14 6～× 11 2～、厚 :20～ 2 75。 (穂積廃寺出土遺物―平成 14
年度概報参考)

タタキ (格子目) 褐灰 褐灰 ○ ○ 5C後半

灰白 浅黄橙 ○ △ 7C後半? 長軸 100× 短軸 6 4

灰 灰 ○ ○ 7C前半 TK209?

(タテ)ヘラミガキ
口 :黒、
体 :灰白

暗灰 ○ ○ 13C前 半 和泉型Ⅲ-2段 階

(放射状)ヘラミガキ 灰白 暗灰 ○ ○ 13C前半 和泉型皿-2段 階

ユビオサエ 黒褐 黒褐 ○ ○ 13C前～後 和泉型Ⅳ段階

浅黄橙 黒褐 ○ △ 13C前～後 和泉型Ⅳ段階
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遺物観察表 (7)

版

号
図
番 lu0 瑚

弱
遺橋 層位 種類 灘

法量 詞塞

口径 最大径 離 器高 最大厚 内面

第HO図 279 329 SB501 SP475 瓦器 椀 (126) 37～ 02～04 摩滅

第 110図 280 328 SB501 SP475 瓦器 椀 (128) 015～035 暗 文

第 110図 SB501 SP475 瓦器 椀 (133) 33- 015～03 ヘラミガキ

第 110図 282 SB501 SP475 瓦器 椀 (128) 33～ 02～04 ヘラミガキ

第■ 0図 SB501 SP475 瓦 器 椀 (128) 01～04 ヘラミガキ

第 HO図 326 SB501 SP475 瓦器 椀 (127) 01～04 ヘラミガキ、ヨコナデ

第■ 0図 285 SB501 SP503 瓦器 椀 (130) 01～035 ヘラミガキ

第 110図 SP503 瓦器 椀 (138) 02-05 ヘラミガキ

第 110図 瓦器 椀 29-39 025～035 ヘラミガキ

第■ 0図 288 335 SB501 SP481 土師器 皿 (86) と2 025～03

第■ 0図 239 332 SB501 SP475 瓦器 羽釜 (196〉 (279) 52～ 05～ 12 ナデ

第 HO図 290 382 SB501 SP475 土師器 羽釜 (266) (354) 117～ 055～ 105 ヘラナデ、ヨコナデ

第 111図 291 337 1面・埋土 土師器 皿 02～045

第 Hl図 SP645 と面・埋土 土師器 皿 192) ■2 02～04 摩滅

第 111図 293 276 SP645 1面・埋土 土師器 皿 (106) 025～035 ミガキ

第■ 1図 275 1面・埋土 土師器 皿 192) 025～04 ミガキ

第■ 1図 295 295 SP1448 [面・埋土 土師器 皿 025～045 ナデ

第■ 1図 SP751 2面・埋土 土師器 皿 192) ナデ

第 111図 SP730 1面・埋土 土師器 皿 13～ 19 02-03 ナデ

第■ 1図 298 SP730 1面・埋土 黒色土器 椀 025～04 回 :沈線、体 :ヘラミガキ

第■ 1図 299 SP730 1面・埋土 黒色土器 椀 (152) 025～055 ヘラミガキ

第 111図 300 348 SP730 1面・埋土 黒色土器 椀 035～05 ヘラミガキ

第 111図 SP730 1面・埋土 黒色土器 椀 (162) 44～ 025～04 口:ヨヨナデ、休:ヘラミガキ

第■ 1図 SP730 1面・埋土 黒色土器 椀 (1601 48～ 025～045 日 :沈線、体 :ヘラミガキ

第 111図 303 349 SP730 1面・埋土 黒色土器 椀 (162) 46～ 03～04 口 :沈線、体 :ヘラミガキ

第■ 1図 296 SP1443 1面・埋土 瓦器 椀 (134) 46～ 02～035 摩滅

第 111図 305 SP730 1面・埋土 黒色土器 椀 23～ 025～065 ヘラミガキ

第 111図 SP730 1面。埋土 黒色土器 椀 21～ 02-05 (ヨ コ)ヘラミガキ

第 111図 SPl19 1面・埋土 施釉陶器 小郷 20～ 03～05

第 111図 308 SP349 1面・埋土 施釉陶器 四耳壷底 ? 143- 190) 74～ 09～ 15 ナデ

第H3図 358 S1518 1面・埋土 土師器 皿 14-21 03～045 ナデ

第 113図 S1518 1面・埋土 土師器 皿 15～ 18 03～06 ナデ

毎 H3図 S1518 1面・埋土 土師器 皿 ■4～ 19 03～045 ナデ

第 H3図 S1518 1面。埋土 土師器 皿 025-04 ナデ

第113図 315 S1518 1面・埋土 土師器 皿 12-20 03～05 ナデ

第 113図 S1518 1面・埋土 土師器 皿 15～ 17 02～045 ナデ

第113図 359 S1518 1面・埋土 土師器 皿 03-05 ヨコナデ

第 113図 S1518 1面・埋土 土師器 皿 (中 ) 146 25-35 04-05 ヘラミガキ

第■ 3図 353 S1518 1面・埋土 土師器 皿 (中 ) 150 110 03-06 ヘラミガキ

第■ 3図 320 S1518 1面・埋土 瓦器 椀 152 025～045 ヘラミガキ

第 H3図 S1518 1面・埋土 瓦器 椀 154 03～04 ヘラミガキ

第■ 3図 322 SP1341 1面・埋土 瓦器 椀 (1501 38～ 02-04 ヘラミガキ

第 113図 S1518 1面・埋土 瓦器 椀 02～04 ヘラミガキ
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調整 色調

胎土 焼成
残存
(O/o)

時期 傭考

外面 外面 内面

ヘラミガキ、ユビオサエ
口:暗灰、
体 :灰白

灰自 r~ O 13C前 ～中 和泉型Ⅳ-1段 階 ?

(ヨ コ)ヘラミガキ 灰～暗灰 灰～暗灰 O O 13C前～中 和泉型Ⅳ-1段 階

ヘラミガキ 暗灰 暗灰 ○ O 13C前～中 和泉型Ⅳ-1段 階

(ヨ コ)ヘラミガキ 暗灰～灰 暗灰～灰 ○ ○ 13C前～中 和泉型Ⅳ-1段 階

ヨコナデ、ユビオサエ 暗灰 暗灰 〇 ○ 13C前半 和泉型Ⅲ-2・ 3段階 ?

ヨヨナデ、ユビオサエ 鈍い黄橙 灰 自 ○ ○ 13C前半 和泉型Ⅲ-2・ 3段階 ?

口:ヨ コナデ、体:ユ ビオサエ 灰 灰 O ○ 13C前 半 和泉型Ⅳ-1段 階。

ュビオサエ 灰 白 灰 ○ ○ 13C前葉 和泉型Ⅲ-3段 階。

口:ヨ コナデ、体:ユビオサエ 暗灰 暗灰 ○ ○ 13C前半 和泉型Ⅳ-1段 階、歪み大。

ナデ 浅黄橙 浅黄橙 ○ △ 13C前～中 」bタイプ

ナデ 暗灰 暗灰 ○ ○ 13C前半 和泉型瓦質土器。

ヨヨナデ、ナデ 灰 褐灰 ○ O 14C中葉?

ナデ 浅黄橙 浅黄橙 △ △
ЮC末～
HC初 Baタイプ、ての字口縁。

摩滅 橙 橙 ○ ○ 1lC前葉 Baタ イプ、ての字口縁。内面 :丹塗 り?

ミガキ 黒褐 浅黄橙 ○ △ HC前葉 Baタイプ、ての字口縁。

ミガキ 暗褐 鈍い黄栓 ○ ○ HC前乗 Baタ イプ、ての字口縁。外面に煤付着。

ナデ 浅黄橙 橙 O △
1lC末～
12C初
Bcタ イプ、ての字口縁

ナデ 灰 白 灰白 O △ 10C後半～ ての字口縁。手づ くね。Baタ イプ

口:ヨコナデ 浅黄橙 浅黄橙 ○ ○
10C末―
1lC初
Baタ イプ、ての字口縁。

(ヨ ヨ)ヘラミガキ精緻 里
〔

黒 ○ ○
■ C中～後
半

黒色土器 B類。(畿内系 V類 )

ヘラミガキ、ユビオサエ 里
〔

里
〔

○ ○ HC前案 黒色土器 B類。(畿内系 V類)○

ヘラミガキ、体下～高台 :ナデ
鈍い黄橙、
日唇 :黒

里
〔

○ ○ 10C前半 黒色土器 A類。(畿内系Ⅲ類)

口 :ヨ コナデ、体 :ヘラミガキ 黒 黒 O ○
10C後案～
HC前棄? 黒色

土器 B類。(畿内系 V類)○

口:ヨ コナデ、体:ヘラミガキ 黒 里
ト

○ ○ 1lC末 黒色土器 B類。(維内系V類 )

口 :ヨ ヨナデ、体 :ヘラミガキ
黒
、
‥橙
阻
体

里
（

○ ○
10C後
葉～末

黒色土器 A類。(畿内系Ⅲ類 )

摩減 鈍い黄橙 鈍い責橙 ○ △
1lC末～
12C初 和泉型 I-3段 階

摩滅 橙 黒 ○ ○
10C中～

後半
黒色土器 A類。(畿内系Ⅲ類)○

(ヨ コ)ヘラミガキ 黒 黒 ○ ○ HC前葉 黒色土器 B類。(畿内系V類)〇

浅黄 浅黄 ○ ○ 古瀬戸 ?

暗オリーブ 灰白 ○ ○ 12C後半?

ナデ 黄橙 浅黄橙 ○ ○ 12C前半 Abタイプ

ナデ 黄橙 黄橙、翻
O ○ 12C後半?

ナ デ 橙 橙 △ ○ 13C中 Jbタ イプ。

ナデ 浅黄橙 浅黄橙 ○ ○ 13C中 」bタイプ。

ナデ 浅黄橙 黄橙 ○ ○ 13C中 」bタイプ。歪み大。

口:ヨコナデ 浅黄橙、橙 橙 ○ ○ 13C中 Jbタ イプ。内面口に朱彩。

ヨコナデ 浅黄橙 浅黄橙 ○ O 12C前半 Abタイプ

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙 浅黄橙 ○ O 12C前半 Aタイプ

ヨヨナデ、ナデ 鈍い黄橙 明黄褐 ○ ○ 12C前半 Aタイプ

口:ヨヨナデ、体:ヘラミガキ、ユビオサエ 暗灰・灰白 暗灰・灰白 ○ ○ 12C中～後 樟葉型Ⅱ-2段 階

口:ヨコナデ、体:ヘラミガキ、ユビオサエ 暗灰 暗灰 ○ ○ 12C中～後 樟棄型Ⅱ-2段 階

(ヨ コ)ヘラミガキ、ユビォサェ 褐灰 鈍い黄橙 ○ ○ 12C後半 和泉型Ⅱ-3段 階 ?

ヘラミガキ 灰 灰・灰白 ○ ○ 12C前 樟葉型 I段階
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遺物観察表 (8)

図版
番号
釧
器

遺橋 層位 融 器種

法量 調整

口径 最大径 底径 器高 最大厚 内面

第■ 3図 357 S1518 1面・埋土 瓦器 椀 (1501 42-49 02～045 ヘラミガキ

第 H3図 360 S1518 1面・埋土 瓦器 椀 03～04 ヘラミガキ

第 113図 S1518 1面・埋土 瓦器 椀 (153) 45～ 53 025～05 ヘラミガキ

第 H3図 S1518 1面・埋土 瓦器 椀 02～05 口 :ヨ コナデ、体 :ヘラミガキ

第 113図 S1518 1面・埋土 瓦器 椀 152 025～05 ヘラミガキ

第 H3図 S1518 1面・埋土 瓦器 椀 44～ 51 025～045 口:ヨ ヨナデ、体:ヘラミガキ

第 H3図 S1518 1面・埋土 瓦器 椀 (162) 03-05 (タテ、ヨコ)ヘラミガキ

第 H3図 S1518 1面・埋土 瓦器 椀 48～ 57 04～055 ヘラナデ?、ヘラミガキ

第 113図 SP134J 1面。埋土 瓦器 椀 (144) 48～ 025～045 (放射状、ヨコ)ヘラミガキ

第 H3図 S1518 1面・埋土 瓦 器 椀 50-57 025-055 ヘラミガキ

第■ 3図 S1518 1面・埋土 瓦器 椀 152 52～55 46-58 015～05 ヘラミガキ

第■ 3図 335 S1518 1面・埋土 白磁 IIl 15～ 025～065 リング

第H4図 336 S1518 1面・埋土 白磁 椀 (192) 49～ 035～07

第 ■ 4図 S1518 1面・埋土 白磁 椀 (184) 45～ 03～065

第114図 338 S1518 2面・埋土 土師器 甑 243～ 126～ 065～ 145 体フ ケヽメ(ハード)

第 118図 SD521 1面・埋土 土師器 lu (87) 0 2-04 ヘラミガキ

g.● 118図 SD521 1面・埋土 土師器 皿 (85) (1 り 02～04

第H8図 SD521 1面・埋土 土師器 皿 (123) 035～05 ヨヨナデ

第 H8図 SD521 1面。埋土 瓦 器 椀 11～

第H8図 345 SD521 1面。埋土 土師器 中皿 (168) (103) 03々ψ04 ミガキ

第 118図 346 258 SD521 1面。埋土 瓦器 椀 (127) 24～ 02-03 (ヨ コ)ヘラミガキ

第 118図 SD521 1面・埋土 瓦 器 椀 015-035 暗文

第■ 8図 SD521 1面・埋土 瓦器 椀 015～06 暗文

第 118図 SD521 1面・埋土 瓦 器 椀 24-43 01～04 ヨコナデ、暗文

第 H8図 350 SD521 1面・埋土 瓦器 椀 (159) 34-40 015-05 口:ヨヨナデ、体:暗文

第 118図 SD521 1面・埋土 瓦 器 椀 123 015～03 国:ヨコナデ

第 118図 SD521 1面・埋土 瓦器 椀 (128) 015～04 (ヨ コ)ヘラミガキ

第■ 8図 353 SD521 1面・埋土 瓦器 椀 (40) 025～06 ヘラミガキ

第■ 8図 SD521 と面・埋土 瓦器 椀 (122) 32～ 025～04 (ヨ コ)ヘラミガキ

第 H8図 355 322 SD521 [面・埋土 施釉陶器 椀 (48) 24～ 03～07

第■ 8図 356 323 SD52ユ 1面・埋土 施釉陶器 小郷 (123) 23～ 015～04

第 118図 SD521 1面・埋土 施釉陶器 椀 21^― 035～ 125

第■ 8図 290 SD521 1面・埋土 白磁 皿 ? 07～ 03～06

第 118図 SD521 1面・埋土 白磁 瓶底 82～ (55) 14～ 025～05

第 118図 SD521 1面・埋土 磁器 小不 (901 27～ 025～05

第■ 8図 250 SD521 1面。埋土 帥粋
壷口 132 47～ 045～075

第■ 8図 SD521 I面・埋土 施釉陶器 花器台 ? 137 69～ 08～ 11

第 118図 SD521 1面・埋土 須恵器 ? 大甕 (346) 64～ 05～ 12 タタキ

第 119図 320 SD521 1面・埋土
東播系
須恵器

片口鉢 178～ 183) 48～ 04～095 ナデ

第■9図 SD521 1面・埋土
東播系
須恵器

片口鉢 183) 055～ 12 ナデ

第■9図 287 SD521 1面・埋土 白磁 椀 (163) 38～ 04-05

第 119図 286 SD521 1面・埋土 白磁 椀 (170) 42～ 03-06

第 H9図 SD521 1面・埋土 陶器 壷底 143～ 43～ 05‐ 09 ナデ
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調整 色調

胎土 焼成 蹄
∽

醐 備考

外面 外面 内面

ヘラミガキ 里
ヽ

里
（
O O 12C前半 樟棄型 Ⅱ-1段 階

ヘラミガキ、ユビオサエ 灰白 R音灰 O O 12C前半 樟葉型 Ⅱ-1段 階 ?

ナデ、摩減 晴灰 暗灰 O O 12C前半 樟葉型Ⅱ-1段 階

口 :ヨ コナデ、体 :ヘラミガキ、ユビオサエ 暗灰 暗灰 ○ ○ 12C中～後 樟葉型Ⅱ-2段 階

ヘラミガキ、ユビオサエ 灰 灰 〇 O を2C前半 樟葉型 Ⅱ-1段 階 ?

口:ヨコナデ、体:ヘラミガキ 黒 黒 ○ ○ 12C中～後 樟葉型 Ⅱ-2段 階

摩滅 灰・灰自 灰・灰白 ○ ○
12C前半～

中
和泉型 I-2段 階

国 :ヨ ヨナデ、体 :ヘラミガキ、ユビオサエ
暗灰・

浅黄橙
暗灰・

浅黄橙
○ ○ 12C前半 章葉型 Ⅱ-1段 階

(ヨ コ)ヘラミガキ 灰 白 暗灰 ○ ○ 12C後半

ヨ:櫛描平行沈線、ヘラミガキ、ユビオサエ 暗灰 暗灰 〇 ○ 12C中～後 障葉型Ⅱ-2段 階

ヘラミガキ 灰白・黒褐 灰白・黒 〇 〇 12C前 障葉型 I段階

灰白 灰白 ○ O
12C後半～
13C初 宅泉窯系青磁 皿 I類 (大宰府編年)?白磁皿Ⅵ類 12C前 半。

月オリープ

灰
男オリーブ
灰
O ○ 12C前 白磁Ⅵ類

月オリーブ

灰
凋オ リーブ

灰
○ ○ 12C前 白磁Ⅵ類

体 :ハケメ、ヘラミガキ 浅黄橙 灰白 ○ ○
外面体下半に燥付着。底部焼成前穿孔(楕円形)2孔。長軸7 7～ 8 4、短軸
3 3～ 3 8。

ナデ 明褐灰 橙 〇 ○ 12C中～後 内面 :丹塗 り

浅黄橙 浅黄橙 ○ △
10C末～
1lC初
Baタ イプ、ての字口縁 SEC①より西

ヨコナデ 浅黄橙 浅黄橙 ○ ○ 13C前半 Dタイプ

理
【

黒 ○ ○ 貼付高台 :断面三角形

ナデ、ユビオサエ 浅黄橙 浅黄橙 ○ △
10C末～
1lC初
SEC① より西

口:ヨコナデ、体下:ユ ビオサエ 灰 白 灰白・黒 ○ ○ 13C前棄 和泉型Ⅲ段階

国 :ヨ コナデ、体 :ユビオサエ 暗灰 灰 ○ ○ 13C前葉 和泉型Ⅲ-3段 階。

口 :ヨ ヨナデ、体 :ユビオサエ 暗灰 灰 〇 ○ 13C前半 和泉型Ⅳ-1段 階

口 :ヨ コナデ、体 :ユビオサエ 灰 白 灰 ○ ○ 13C前葉 和泉型Ⅲ-3段 階、歪み大。

口:ヨコナデ、体:ユビオサエ 暗灰 暗灰 ○ ○ 13C前葉 和泉型Ⅲ-3段 階、歪み大。

ヨコナデ、ユビオサエ 灰 白 黒褐 ○ ○ 13C前葉 和泉型Ⅲ段階

口 :ヨ コナデ、体下
'ユ
ビオサエ 灰白 灰白・黒 ○ △ 13C前～中 和泉型Ⅳ段階

ヨ:ヨヨナデ、体:ヘラミガキ(細 )、ユビオ
サエ

暗灰・

浅黄橙
暗灰・灰白 ○ ○ 13C前葉 和泉型Ⅲ-3段階。

回:ヨ ヨナデ 黒 黒・灰白 ○ ○ 13C前半 章葉型Ш段階

灰 灰オリーブ ○ ○

灰
灰、日唇 :

鈍い黄橙
○ ○ 12C?

=瀬
戸?

鈍い赤褐色 鈍い黄褐 ○ ○ 蔓部外面墨書「十」カ

灰白 灰 白 ○ O 12C前半 コ磁V類

底 :回転ヘラ切 灰自 灰白 ○ ○ 中世

灰 自 灰白 ○ ○ 珀い赤褐～浅責のリング ?

頚 :カキメ 灰 白 灰白 ○ O 12C後半 最釉 ?古瀬戸 ?

オリーブ灰 灰黄褐 ○ ○ 12C?

タタキ (格子目)
回 :灰、
休 :灰白

口 :褐灰、
体 :灰白

△ ○ 5C後半

ナデ 灰 灰 △ ○ 12C?

ナ デ
口:暗灰、
体 :褐灰

掲灰 △ ○
12C末～
13C初 有Ⅱ期第 2段階

灰 白 灰 白 ○ O 12C前半 ヨ磁Ⅵ類?

灰白 灰 白 ○ ○ 12C前半 ヨ磁Ⅵ類

回転ヘラケズリ 灰 褐灰 ○ ○ 12C?
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遺物観察表 (9)

図版
番号
靱
解

通博 層位 種類 器種

法豊 調整

口径 最大径 底径 器高 最大厚 内面

第■9図 SD521 1面・埋土 瓦 平瓦 布 目

第 120図 372 299 S F501
1面。

検出面
黒色土器 椀 105～ 21～ 025-045 摩滅

第 120図 S F501 ・
面
面
出
１
検 土師器 皿 130～ (111) 17～ 03～045 摩滅

第 120図 300 S P501
1面・

検出面
土師器 羽釜 45～ 05-08

第 120図 375 S F501 1面・埋土 陶器 壷底 207 (140) 62～ 10～ 17

第 121図 376 SD579 1面・埋土 土師器 皿 11 015～04 摩滅

第 121図 377 SD579 埋土上層 土師器 皿 08～ 12 025～035 ナ デ

第 121図 SD579 埋土上層 土師器 皿 11´-16 015～045 ナデ

第 121図 307 SD523 1面・埋土 瓦器 椀 (481 17～ 03～045 ミガキ

第 121図 309 SD523 1面・埋土 施釉陶器 椀 (50) 23～

第 121図 SD523 1面・埋土 陶器 朧 98^‐ 46～ 08～ 13

第 121図 382 SD523 1面・埋土 陶器 幡鉢 (301) 56～ 06～ 18 回転ナデ、播 り目

第 121図 SD523 1面 。埋土 陶器 甕 58～ 09～ 12 ケズリ、ナデ

第 122図 SK532 1面。埋土 白磁 郭 110 27 015～05 )ング

第 122図 SK532 1面・埋土 白磁 坪 (106) 015～08 リング

第 122図 SK532 1面。埋土 土師器 皿 (901 11 ナデ

第 122図 387 255 SK508 1面・埋土 瓦器 椀 625 17～ 04～065

第 122図 1面。埋土 瓦器 椀 (154) 49～ 03～05 (ヨ コ)ヘラミガキ

第 122図 SK508 1面・埋土 陶器 甕口 1333) 42～ 07-095

第 123図 包含層F-lG 2面上層 土師器 皿 16-21 02～05 ナデ

第 123図 S123 SP1341 瓦器 椀 12- 025～04 ヘラミガキ

第 123図 SD57・ 58 C-7C 瓦 器 椀 (1421 02～035 ヘラミガキ

第 123図
包含層C・ D一
3・ 4C 2面上層 白磁 椀 (164) 22～ 03～065

第 123図 293 SD57・ 58 1面・埋土 青磁 椀 128～ 38～ 04～ 11 沈線

第 123図 395 包含層F-3G 2面上層 白磁 椀 (165) 57～ 02-06

第123図 包含層G-5G 2面上層 施釉陶器 椀 14～ 04-08

第 123図 397 包含層G-5G 2面上層 施釉陶器 椀 (63) 14～ 04-06

第 123図 包含層C-5G 2面上層 施釉陶器 統 20～ 03～ 135

第 123図 包含層C-3G 2面上層 施釉陶器 小不 25～ 02～03

第 123図 400 包含層G-5G 2面上層 白磁 椀 (182) 31～ 03～07

第 123図 包含層 E-3G 2面上層 白磁 椀 19～ 055～ 11

第 123図 402 包含層H-3G 2面上層 施釉陶器 椀 72 23～ 04～07

第 123図
包含層C・ D一
3・ 4G 2面上層

東播系
須恵器

片日鉢 (292) 69～ 04～07 ナデ

第 123図 1面・埋土
東播系
須恵器

片口鉢 (295) (H5) 03～ 10 ナデ

第 123図 SD579 1面・埋土 石製品 鍋 (179 (234) 42～ 14～ 16

第 123図 406 SD57・ 58 1面。埋土 施釉陶器 四耳壷 48～ 055～ 105

第 123図 273 包含層C-3G 2面上層 施釉陶器 四耳重 ? 51～ 044‐・09

第 123図 272 包含層C-3G 2面上層 陶器 壷底 147～ (1 44～ 06-10

-190-



調整 色調

胎土 焼成 蹄
∽

時期 備考

外面 外面 内面

コビキ 灰 白 灰 白 ○ ○ 15 古代 長:8 4X8 0、 厚 :1 3～ 1 65。

摩 減 黒 黒 ○ ○
1lC後半～
末?

畿内系V類、黒色土器 B類。

摩滅 灰白 灰白 ○ △
12C後半～
13C中

黒褐 灰白 ○ △ 内外面煤付着。

体下 :回転ヘラケズリ 褐灰 灰自 ○ ○

摩滅 橙 鈍い黄橙 ○ △ 12C後半 Jタイプ。

ナデ 鈍い黄橙 鈍い黄橙 O △ 12C後半 」タイプ。

ナデ 浅黄橙 浅黄橙 △ △ 12C後半 Jタイプ。

暗灰 暗灰 ○ ○
1lC末～
12C初 ?

明緑灰 明緑灰 ○ ○
13C後半～

14C前葉?
古瀬戸中 I期 ?

灰 白 灰 自 O ○ 瓶子・水注 ?

回転ナデ 掲灰 鈍い橙 △ ○ 14～ 15C? 備前焼Ⅳ期 ?

タタキ (蓮 ぐう文) 褐灰 褐灰 △ ○ 5

灰白 灰 白 ○ ○ C群皿V2

灰 白 灰白 ○ ○ C群皿 V2

ナデ 浅黄橙 浅黄橙 ○ △ Aaタイプ

浅黄橙 黒褐 ○ ○
HC末～
12C初 章葉型 I段階

(ヨ コ)ヘラミガキ 黒褐 黒褐 ○ ○ 12C初 章棄型 I段階

灰 灰 白 △ ○

ナ デ 淡橙 淡橙 △ ○ Aaタイプ

黒 黒 ○ O 1lC末 ?

ナデ、ユビオサエ 暗灰 灰白 O O
12C末～
13C初 m泉型Ⅲ-2段 階、内面に火欅有。

灰 白 灰 白 ○ ○ 12C前半 白磁Ⅳ類

灰オリーブ 灰オリーブ ○ ○ 12C後半? 籠泉窯系青磁碗 I-4類 (大宰府編年)

灰自 灰白 ○ ○ 12C前半 白磁 V類 3-a

体下 :回転ヘラケズリ 灰黄 灰オリーブ ○ ○ 中世 奈良三彩系 ?

明緑 明緑 ○ ○ 南部系山茶碗 (渥美・湖西型)?

灰 白 淡黄 ○ ○ 12C前半? 南部系山茶碗 (渥美・湖西型)?

灰 灰 O ○ 古瀬戸 ?

灰 自 灰白 ○ ○ 白磁Ⅵ類

灰黄 淡黄 △ ○ 12C前 ? 白磁 Ⅱ類

灰白 灰 貢 〇 ○

ナデ 灰白・口 :灰 灰 白 ○ ○
12C末～
13C初 第Ⅱ期第 2段階

口 :暗灰、
体 :褐灰

褐灰 ○ ○
12C末～
13C初 第 I期第 2段階

里
〔

里
＾

12C後半? 滑石製。

明緑 灰自 ○ ○ 15 12C後半?

灰黄褐 灰 自 ○ ○ 12C? 産地不明。

体下端:回転ヘラケズリ 灰 白 灰黄褐 ○ ○ 12C後 ? 古瀬戸、四耳壷 ?
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― 岸 ｏ 円 ―

遺
物
観
察
表
(石
器
)

版 号
図 番

No
測 号
実 番

離
層
位

器
種

石
材

法
量

色
調

残
存
(%
)

醐
備
考

最
大
長

最
大
幅

最
大
厚

重
(g
)

第
33
図

SD
20
2

2面
・
埋
土

不
明

石
灰
岩
11
7

55
-7
1

灰
白

弥
生
中
期

円
柱
状
。
両
端
磨
面
、
条
痕
4段
。

第
34
図

SD
22
1

2面
・
埋
土

砥
石

不
明

灰
白

3面
使
用
擦
痕
有
。

第
47
図

SD
19
7

2面
・
埋
土

砥
石

泥
岩

59
～
64
53
-6
0

10
30

浅
黄
橙

弥
生
中
期
?

四
角
柱
状
、短
冊
形
。4
面
使
用
。

第
55
図

1
包
含
層

2面
上
層

削
器
サ
ヌ
カ
イ
ト

灰
不
明

1側
縁
刃
部
調
整

第
55
図

包
含
層

2面
上
層
石
べ
ら
凝
灰
岩
?

09
-2
8

膏
灰

不
明

両
側
縁
刃
部
調
整
。

第
55
図

7
包
含
層
I-
lG
2面
上
層

勾
玉

滑
石

08
～
15

06
～

7
嗜
オ
リ
ー
ブ
灰
・
暗
翻

不
明

断
面
形
状
円
形
、
孔
径
03
、

第
60
図

SD
58

2面
・
埋
土

砥
石

砂
岩
系

1 
l 
lJ
―

65
～

81
～

オ
リ
ー
プ
灰
・
黄
橙

5C
後
半

直
方
体
、
2面
使
用
。

第
60
図

3
SD
58

2面
・
埋
土

磨
石

貢
岩
?

暗
赤

5C
後
半

四
角
柱
状
、
磨
面
4面
有
。

第
74
図

S1
07

2面
・
埋
土
砥
石
?
貢
岩
?

14
00

鈍
い
黄
橙

5C
後
半

楕
円
礫
使
用
。
2面
使
用
。

第
75
図
15
3
11

S1
07

2面
・
埋
土
砥
石
?
凝
灰
岩

11
1´

単
90
～
61
-9
5

14
00

明
黄
褐
・
青
灰

5C
後
半

直
方
体
、
4面
使
用
。
条
痕
、
擦
痕
、窪
み
有
。

第
75
図

2面
・
埋
土

砥
石
緑
色
凝
灰
岩

51
～
58

明
青
灰

5C
後
半

直
方
体
、
3面
使
用
。
擦
痕
、
条
痕
有
。

第
76
図

S1
07

2面
。 埋
土

砥
石

砂
岩
系

69
～

48
～
97
13
-6
2

38
2

褐
灰

5C
後
半

欠
損
、条
痕
有
。4
面
使
用
。

第
76
図

S1
07

2面
・
埋
土

砥
石

砂
岩
系

14
5～

15
0
37
-6
4

16
00

灰
オ
リ
ー
プ

5C
後
半

楕
円
礫
使
用
。
V字
に
研
面
、
深
い
条
痕
有
。

第
77
図

17
2面
・
埋
土

砥
石
砂
岩
系
11
8～

74
-9
8

14
00

明
青
灰
・
明
黄
褐

5C
後
半

四
角
柱
状
、
磨
面
3面
有
。

第
77
図

2面
・
埋
土

砥
石

頁
岩

17
5
98
～
11
1
73
-7
5

暗
青
灰
・
灰
白

5C
後
半

直
方
体
、
4面
使
用
。
条
痕
、
擦
痕
、
凹
み
。

第
78
図

S1
07

2面
・
埋
土

砥
石

頁
岩

27
5～

12
9～

68
～
10
4
52
00

黄
灰

5C
後
半

直
方
体
、5
面
使
用
。条
痕
、擦
痕
、凹
み
、火
熱
。

第
90
図

S1
14

2面
・
埋
土

砥
石

凝
灰
岩

30
-5
9

17
22
8

灰
5C
後
半

板
状
、
3面
使
用
。

第
90
図

S1
lИ

2面
・
埋
土
紡
錘
車

滑
石

オ
リ
ー
プ
灰

5C
後
半

上
面
径
22
、
下
面
径
40
、
孔
径
06

第
10
2図

2面
・
埋
土

砥
石
泥
岩
?

12
5
40
-5
2
15
-3
2

明
オ
リ
ー
ブ
灰

5C
後
半

四
角
柱
状
短
冊
形
、
6面
使
用
。

第
■
4図

S1
51
8

1面
。 埋
土

不
明

不
明
21
0

19
00

暗
赤
褐

12
～
13
C

直
方
体
、磨
面
5面
有
。

第
11
5図

S1
51
8

[面
・
埋
土

砥
石

不
明

11
6～

9
2～
12
9

20
00

明
オ
リ
ー
ブ
灰

12
～
13
C

直
方
体
、
4面
使
用
。
擦
痕
、
条
痕
有
。

遺
物
観
察
表
(金
属
器
)

図
版
番
号

No
実
測
番
号

酪
層
位

器
種

材
買

法
畳

色
調

残
存
(%
)

時
期

備
考

最
大
長

最
大
幅

最
大
厚

理
(g
)

第
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第
１
図
版

郡遺跡調査区全景 (真上から)
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第
２
図
版

東調査区第2面北恨」全景 (南西から)

東調査区第2面南恨」全景 (北西から)
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第
３
図
版

緯 急
―
ⅢⅢ幾

‖

東調査区第2面全景 (南から)

東調査区第2面中央部 (南西から)
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第
４
図
版

盛轟i穣↑葵.越…Ⅲ
鍮
選麟癖 , 隷

鞠
饉錬

西調査区第2面南側全景 (北東から)

鰯 こ壌錢撼竜纏こ」意|li.醤鐵議通ti臨ど虻銃.釜,%速iri顧鹸1

西調査区第2面南西部全景 (東から)
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調査区北西端 方形周溝墓 1(東から) 調査区北西部 方形周溝墓2(上 )・ 3(下)(南から)

方形周溝墓2・ 3共有溝断面(SD67)(西から) 方形周溝墓2・ 3共有溝遺物出土状況(Jヒから)

方形周溝墓2・ 3共有溝遺物出土状況
右 :方形周溝3(西から)

東調査区北中央 方形周溝墓4全景
左 :方形周溝5(東から)
左下 :方形周溝¬1

方形周溝墓4 棺 1(南から) 方形周溝墓4 棺2(南東から)


